

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第０章　彼と彼女らのエブリデイ






「ねぇ孝こう平へい、ワンちゃんみたいに素直で好きな人に尽くす女の子って可愛かわいいよね？」

「孝平くん、猫のように気まぐれでミステリアスな女性って素敵だと思わない？」

　右側から、『今カノ』紅くれ林ばやし優ゆう香か。

　左側から、『元カノ』青お海うみ玲れ奈な。

　ほぼ同時に、そんなことを言ってくる。

『は？』

　そして、同時に眉根を寄せた顔を突き合わせた。

「あははっ、青海さんってやっぱり孝平のこと全然わかってないよねー。孝平は、犬系女子が好みに決まってるでしょ？」

「前半について、そっくりそのままお返しするわ。貴女あなたの妄想と事実をごっちゃにしないことね。孝平くんは猫系女子が好きなの」

　優香は、明るくて感情がハッキリ出る犬系女子。

　玲奈は、表情に変化が少なくて比較的クールな猫系女子。

　それぞれ、自分こそが俺の好みであるという主張だ。

　さて、実際のところは……どうだろうな。

『勝負』にも関わってくるし、ここは真剣に考える必要がある。

　なんて俺が考えている間にも、二人はバチバチと火花を散らし合い──




紅林優香




　ここで孝平に犬系女子……アタシの方が好みだと認めさせられれば、この『勝負』で圧倒的に有利になること間違いなし！　全力で犬系女子の良さをアピールしちゃうよ！

「女は愛あい嬌きようっていうし？　やっぱ、いつも笑顔な女の子の方が傍そばにいて癒やされるよね」

「古い価値観ね。大体、いつも笑顔だなんて能天気なだけなんじゃなくて？」

「ぐむ……そこはほら、辛つらいことがあってもグッと堪こらえて笑顔を浮かべてる的な……」

「そんな偽りの笑みで、本当に癒やされるのかしら？　そもそも、辛いことを隠すっていうのは犬的じゃないわよね？　素直さが犬の特徴なんでしょう？」

「ぐむむ、確かに……」

　あっ、しまった確かにって言っちゃったよ……でもアタシ、なんかノリで喋しやべってただけだもんな……犬系女子っていうのもフワッとしたイメージでしかわかってないし……。

「その点、私はクールで滅めつ多たにデレを見せない理想的な猫系女子よ」

「はいダウト！　いっつもすぐデレ見せるくせに！　そして言うほどクールでもない！」

「は？　何を言っているの？」

　こ、この女、自分の言葉を全く疑ってない目だ……！

　こんなアピールをしてる時点で、デレが溢あふれてることに気付いてない……！

「そんなことより……簡単には懐かない、孤高の存在。だけど、心を許した人にだけは時折見せる甘い一面……そのギャップがたまらないと思わない？」

「それはまぁ、確かに……？」

　青海さんが本当に猫系女子なのかはともかくとして、魅力的っていうのはそうかも。

「人は誰しも、自分だけが誰かの特別でありたいと思うもの。それに、今どきは自立した女性が好まれるの。とあるアンケートでは、八割近くの男性が自立した女性を好ましいと思うという結果になったそうよ。そういう意味でも、男性に依存することなく孤高の美しさを貫く猫系女子が好まれることは明白」

「そ、そうやって頭いいっぽいこと言って煙けむに巻こうとするのは良くないと思います！」

「貴女のその発言の頭悪い感は半端ないわね……」

　ぐむぅ、ぶっちゃけ青海さん相手に口での勝負だと分が悪いかも……！

　それなら……！




青海玲奈




　ふっ……紅林さんを論破することほど容易たやすいものはないわね。

「ていうか、重要なのは理論より孝平がどっちを好きかだもんねっ！　ねっ、孝平？」

「ん……？　まぁ、そうかな？」

　私相手に議論するのは不利だと見たか、紅林さんは孝平くんに水を向ける。

　その露骨な話題逸そらしに、孝平くんもちょっと苦笑気味だった。

「孝平、犬は可愛いと思うでしょ？」

「あぁ、そうだな」

「だよねっ！　わんわん！」

　いや、それはもう犬系女子というか単に犬の真似まねをしている女子でしょう……。

「わんわんっ！　ご主人さま、大好きー！」

「おっと」

　って……！

「ちょっと紅林さん！　何をどさくさに紛れて孝平くんの胸に顔を擦こすりつけてるの!?」

「いやぁ、犬だからなぁ。犬だから仕方ないなぁ。あっ、わんわん」

「貴女は犬そのものではないでしょう!?　というか貴女それ、ただ孝平くんに触りたいだけよね!?　もう鳴き声がついでみたいになっているじゃない！」

「ご主人さま、撫なでて撫でて！」

「ははっ、よしよし」

「わんわんっ！」

　この女、止まらないわね!?

　孝平くんもノッちゃって、頭を撫でたりしてるし……！

　羨まし……いえ、滅多にデレない私は羨ましいだなんて思わないけれど。

　これが『勝負』に響くのは避けないといけないわね……そう、だからこれは仕方なく……苦渋の決断として、仕方なくやるだけよ……！




白石孝平




「にゃ、にゃーん……」

　おっと、玲奈まで猫の真似をしながら擦り寄ってきたな……。

「あれれー？　青海さん、デレは見せないんじゃなかったのー？」

「これはデレではなく、あくまで猫系女子のプレゼンテーションよ……にゃん」

　猫手を顔の横にやって、玲奈は少し赤くなった顔を逸らす。

「ほら、孝平くん……せ、せっかく猫がいるんだから喉の一つでも撫でないといけないと思わない……？　にゃん」

「こんな感じか？」

「んひゃぅっ!?」

　言われた通りに玲奈の喉をそっと撫でてみると、その身体からだがビクンと大きく震えた。

「な、なかなか悪くないわね……もっと撫でてくれていいのよ……？　にゃん」

「ぐむむ……孝平孝平、アタシも色々もっと撫でてほしいな！　ほら、お腹なかとか！」

「ちょっ……！　貴女、孝平くんにどこを撫でさせようとしてるのよ!?　お腹って、それはもう完全に性的なやつでしょう！」

「青海さんのさっきの反応の方が性的だったと思うんだけど!?」

「猫だから、喜んでちょっとゴロゴロいっただけよ！」

「いや完全に喘あえぎ声だったから！」

「まぁまぁ、犬も猫も仲良くしようぜ？」

『んひゃぅっ!?』

　優香のお腹と玲奈の喉、それぞれ撫でてやると睨にらみ合っていた二人はビクンと震える。

「そ、そうね……犬と喧けん嘩かするのは良くないわね……にゃん」

「う、うん……今のアタシは犬なんだから、猫とも仲良くしないとね……わん」

　玲奈と優香、お互い赤くなった顔を見合わせた。

「だけど……結局、孝平くんはどっちが好きなの？」

「そうだね、それは確認しとかないとだね」

　それから、ジッと俺の顔を見つめてくる。

　その質問は、犬か猫のどっちがって意味なんだろうか。

　それとも、優香か玲奈のどっちがって意味なんだろうか。

　いずれにせよ、俺の答えは。

「同じくらい、好きだよ」

　そうとしか言えなかった。

　今は、まだ。

「そう……なら、仕方ないわね……にゃん」

「今はそれで許しちゃうぅ……うへへ……わん」

　いつもと同じ回答だからか、二人からの抗議も特にはない。

　……もしかしたら、引き続き喉とお腹を撫でながら答えたせいかもしれないけど。




　ちなみに。

「相変わらず凄すげぇな、白石たちは……教室でするプレイじゃないぜ……」

「同じくらい好きって、あれ完全に犬と猫じゃなくて二人のことだよね……？」

「めちゃくちゃ澄んだ目で言い切ったよな……」

「言ってることは、普通に二股宣言なのにな……」

　俺たちに対して、クラスメイトからは畏怖を含んだ視線が向けられていた。

　割といつも騒がしい俺たちは、こうして注目を浴びるのが常だ。

　正直に言えば、かなり恥ずかしい。

　注目を浴びるのも、人としてだいぶアレなことを堂々と宣言するのも。

　だけど、俺はもう決めたから……彼女たちのアプローチに、正面から応えると。

　二人の、『彼氏』として振る舞うと。




　どうして、こんなことになったのか。

　元を辿たどれば、一年と少し前のあの日まで遡ることになる──








第１章　中学生最後のメモリーズ






「好きです、付き合ってください……！」

　中学を卒業する日、俺は精一杯の気持ちと共に声を振り絞った。

　相手は、同じ美術部員として共に三年間を過ごした青お海うみ玲れ奈なさんだ。

　いつも乱れの一つもない長い黒髪に、どこか冷たさを宿して見える同じ色の瞳。あまりに整った顔つきはほとんど表情が変化しないことも相まって、人形然とした美しさを持っている。体付きも、スレンダーでモデルみたいだ。

「………………」

　青海さんは、無表情を保って俺にジッと視線を注いでいる。

　基本的にこれが彼女のデフォルトであり、怒ったりしているわけではない……たぶん。

「……わ」

　小さく口を開いた青海さんは、それだけ言って少し間を空ける。

「わかったわ」

　それから、そう続けた。

「付き合いましょう」

「……え？」

　一瞬その言葉の意味がわからず、呆ほうけた声を上げてしまう。

　正直なところ、玉砕覚悟の告白って感じだったから。

　なにせ相手は絵画で数々の受賞実績を持ち、勉強でも全国模試の上位に名を連ねる才色兼備の高たか嶺ねの花はなだ。家もお金持ちだって話だし。そんなバックグラウンドに変化の少ない表情も加わって、美術部内でも積極的に話しかけてたのなんて俺くらいだった。

　彼女は孤独を好んでいると、人は言う。実際、孤独を苦にはしていないとは俺も思う。

　だけど好んでるとは思えなくて、空気を読まずに話しかけた。最初は冷たくあしらわれたようにも感じたけど、それは彼女の不器用さの表れに過ぎないんだとだんだんわかってきた。話しているうちに、色んな一面が見えてきて……気が付けば、好きになっていた。

　俺からの、一方通行な感情かと思ってたけど……。

「聞こえなかった？　付き合いましょう、って言ったんだけど」

　どうやら、意外と好感度は高かったらしい。

　付き合ってもいい、と思ってもらえるくらいに。

「ありがとう、青海さん！」

　受け入れてくれたことへの礼と共に、彼女の手をギュッと両手で握る。

「………………」

　返ってきた言葉はなくて、ふいっと顔を逸らす青海さん。

　その頬ほおは、少しだけ赤くなっていた。




　こうして、俺に人生初の彼女が出来た。

　この時の俺は、間違いなく人生で一番浮かれていたと思う。

　その喜びが、翌日には粉々に砕かれるとも知らずに。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　次の日、俺から誘って初デートに出掛けた。

　俺は、張り切って約束より随分と前に待ち合わせ場所に着いた……はずなのに。

「……あれっ？」

　そこに青海さんの姿を見つけて、思わず疑問の声が出る。

　次いで、慌てて駆け寄った。

「ごめん、待たせちゃった？　ていうか、早いね……？」

　改めて腕時計を確かめてみても、待ち合わせ時間まではまだ三十分以上ある。

「別に、近くに他の用事があっただけ。それに、今来たところよ」

「そう……？」

　なんか、いつも以上に素っ気ないような……？

　まぁ、ともかく。

「それじゃあ、行こうか」

「……えぇ」

　俺たちは、連れ立って歩き出した。

　……の、だけれど。

「白しら石いしくん、近いわよ。もっと離れて歩いて」

「え？　あ、うん、ごめん」

　青海さんからそう言われて、俺は半歩分くらい距離を空けた。

　そんなに近かったかな……？　別に、普通の距離感だったと思うんだけど……。

　まぁ、それはそうと……初めて見るけど、私服姿の青海さんも素敵だな。

　薄紫のブラウスにベージュのジャケット、白のロングスカートって出いで立たちで、大人っぽい彼女に凄すごく似合ってる。

「青海さん、今日の服……」

「白石くん、あまりこちらを見ないでもらえる？」

　服装への感想を伝えようとしたところ、青海さんにギロリと睨にらまれてしまった。

「……ごめん」

　確かに、あんまり素敵だからジロジロ見すぎちゃってた……の、かな？




　そんな感じで、初デートは俺的にちょっと気まずい感じで始まった。

　そして、それからも青海さんはずっと不機嫌そうな仏頂面のまま。

　俺への返事も、

「そう」

「いいわよ」

「いいえ」

　といった、素っ気ないものばっかりだった。それでも盛り上げようと頑張ってはみたものの、やればやるほどに空回り感が強まっていく。




　焦りと不安がどんどんと加速していく中、気が付けばもう夕方だ。

「……ここまでね」

　突然立ち止まった青海さんは、俺の方を振り返ってそう言った。

「私、限界みたいだから」

「え……？」

　嫌な予感めいたものが、むくむくと胸に湧き上がってくるのを感じる。

　そして。

「別れましょう」

　その予感は、どうやら当たってしまったみたいだ。

「もう……」

　青海さんは、もう一度口を開いた後で少し躊ちゆう躇ちよするような様子を見せる。

「連絡も、してこないで」

　それから、そう続けた。

　心のどこかで、「やっぱりな」と自分自身が言う。

　元々、自分が青海さんと釣り合っているだなんて思い上がりは抱いちゃいない。

　今日だって、青海さんを少しも楽しませることが出来なかった。

　お試しのつもりだったのか、部活仲間のよしみだったのか……一旦ＯＫこそしてくれたものの、結局俺じゃお眼鏡に適かなわなかったってことなんだろう。

「……わかった」

　だから、情けなく引き止める言葉が出そうになるのをグッと堪こらえて別れ話を受け入れた。

「今日はありがとう、青海さん。楽しかったよ」

　せめて最後は笑顔で別れたいって見み栄えで、無む理り矢や理りに笑顔を作って礼を言う。

　一方の青海さんはやっぱり苦虫を噛かみ潰したみたいな表情のまま、踵きびすを返した。

「……わ」

　最後に何か言ったみたいだけど、ほとんど聞き取れない。

　結局俺は、最初から最後まで青海さんのことをちゃんと理解出来なかったみたいだ。




　こうして。

　俺に出来た初めての彼女は、翌日に彼女じゃなくなって。

　中学最後の苦い思い出として、胸に刻まれたのだった。








第２章　彼女たちとのラブゲーム






　中学を卒業してから、一年と少し。

「あのさ、孝こう平へい……アタシたち、付き合わない？」

　高校二年に進学した日の放課後、俺は人ひと気けのない校舎裏で告白を受けていた。

「やっ、その、全然重い感じで考えてほしくないんだけどね！　まずはお試しって感じでもいいしっ！　むしろお試ししてください的な!?」

　相手は、紅くれ林ばやし優ゆう香か。

　中一で同じクラスになって以来ずっとクラスメイトだから、付き合いは長い。

「ウチら、結構趣味とか合うしさっ！　付き合えば楽しいんじゃないかって！」

　いつも明るい笑みを浮かべている、愛あい嬌きようのある顔立ち。今はそれがほんのり紅潮していて、ブラウンのショートカットを揺らしながらワタワタと慌ただしく手を動かしている。

「……思うん、だけど」

　徐々に、声が自信なさそうに萎しぼんでいく。

「アタシじゃ……駄目、かな？」

　上目遣いにこちらを見つめてくる優香。

　彼女に対する好意があるかないかでいえば、間違いなくある。周りまで明るくしてくれるような笑顔に救われたのは、一度や二度のことじゃない。特に、この一年間は。

　そんな彼女に惹ひかれていく自分がいるのも、自覚していた。

　だから。

「ありがとう、優香」

　俺の一言目に、優香はビクッと震える。

「俺でよければ……付き合ってください」

　差し出した俺の手を恐る恐るって感じで見たまま、フリーズすること数秒。

「……うんっ」

　一つ、大きく頷うなずく。

「孝平がいい！　孝平だから付き合いたいって思うの！」

　そして、俺の手を握り返してくれた。

「あっあっ、そのね！　さっきはなんか軽い感じで言っちゃったけどね！　気持ち的には、全然軽い感じじゃなくて！　その、アタシ……！」

　優香はまたワタワタ言ってから、何かを決意するみたいにゴクリと唾を飲み込む。

「孝平のこと……好き、だから。ずっとずっと、好きだったから」

　これまで以上に、その顔は真っ赤に染まっていた。

「大丈夫、伝わってる」

　それがなんだかおかしくて、ついついクスリと笑ってしまう。

「俺も好きだよ、優香」

　それから、気持ちを伝えた。

「ひゃわ……！」

　ぽっかりと大きく口を開けた後、優香が俯うつむく。

「どうした？」

「ヤバ……今アタシ、絶対めっちゃニヤけてるから……こんな顔、見せれないって……」

　俺から隠れるみたいに、更に両手で壁を作った。

「ははっ、なんでだよ。可愛かわいい彼女の笑顔を見せておくれ？」

「もう、アタシの彼氏さんはイジワルだよぅ……！」

「嫌いになったかな？」

「なるわけないでしょ……バカッ」




　この日、俺に人生で二人目の彼女が出来た。

　だけど……まさか、この選択があんな事態を引き起こすことになるなんて。

　この時点では、想像もしていなかった。




　　　　◆　　　◆　　　◆




「ねぇねぇ、この後早速デート行こうよ！」

「部活はいいのか？　陸上部のエースさん」

「今日は先生が新入生受け入れ準備うんにゃらで忙しいからって、お休みなんだよー」

「そっか、じゃあどっか行くか」

「うんうんっ！　あっ、ゲーセンでプリ撮ろっ！　付き合った日記念に！」

　なんて会話を交わしながら、鞄かばんを回収するため一旦教室に戻る。新学年開始日とあって交友関係を広めるためか、まだ教室には結構な数のクラスメイトが残っていた。

　そんな中、ついつい目がいってしまうのは自分の右隣の席。その主……姿勢良く座っているのは誰あろう、青お海うみ玲れ奈なさんである。

　彼女もこの織おり山やま高校に進学してるのは知ってたけど、新しいクラスメイトに彼女の姿を見つけた時は驚いたもんだ。それも、隣の席なんだもんな……顔を合わせないよう、高校じゃ美術部に入るのもやめといたってのに……。

　今朝一年ぶりに顔を合わせた時はめちゃくちゃ気まずかったんだけど、青海さんの方は最初にチラリと視線を向けてきただけで特にコメントもなかった。

　それ以降は、俺には一いち瞥べつもくれることなく放課後を迎えていた……はずなのに。

　なぜか今、彼女の視線は真まっ直すぐこちらに向けられていた。

「孝平くん」

　立ち上がった青海さんが、こちらに歩み寄ってくる。

　……んんっ？　今、『孝平くん』って言った？　前は、『白しら石いしくん』だったよな……？

「時は満ちたわ」

　そんで、どういう意味だ……？

「……ところで、さっき妙な言葉が聞こえた気がするのだけれど」

　チラリと優香を見る青海さん。

「付き合った日記念、がどうとか……」

「い、言ったけどそれがどうしたの？」

　若干気け圧おされた様子ながらも、優香は対抗するかのように胸を張った。

「誰と誰が、付き合ったと？」

「アタシと、孝平が」

「……ふぅ」

　優香の言葉を受け、青海さんは「やれやれ」とばかりに首を横に振る。

「浮気とは感心しないわね、孝平くん」

　そして、俺を睨にらんできた。

「……んんっ？」

　が、何を言っているのかちょっとわからない。

「ちょっとちょっと青海さーん！」

　と、優香が俺たちの間に割り込んできた。

「急に出てきて、何を言いがかり付けてるの？　貴女あなたに口出す権利なんてないでしょ？」

「私は孝平くんの彼女なんだから、権利はあるに決まっているでしょう」

「は？　彼女はアタシですが？」

「浮気相手までそう呼ぶのなら、そうなのかもしれないわね」

「だから浮気じゃないんですけど!?　正式な彼女なんですけど!?」

「可哀かわいそうに……孝平くんを想おもうあまり、そんな妄想をするようになったのね……貴女、一歩間違えばストーカーになりそうだから気をつけた方がいいわよ」

「その台詞せりふ、そっくりそのままお返しするけど!?　えっ、ていうか青海さん……まさかそれ、しれっと元サヤに戻ろうとしてんの!?　孝平のこと一日でフッといて今更それは、流石さすがに都合良すぎでしょ！」

「話が通じないわね。私と孝平くんは、付き合って一年以上経過しているカップルよ」

「いや、ちょっ、怖……孝平、アタシなんかこの人のこと怖くなってきたんだけど……完全に目がマジじゃん……」

「まぁ、浮気相手が本命を恐れるのは当然のことよね」

「そういう意味じゃないんだけど!?」

　徐々にヒートアップしていく二人……というか、主に優香。

　って、ボーッと見てる場合じゃねぇな。

「ちょっと、二人共落ち着こうか」

　今度は俺が、二人の間に割り込む。

「ていうか、一旦話を整理させてもらえるか……？」

　実際、俺自身も混乱の最さ中なかにあって状況が理解出来ていなかった。

「まず、根本のところなんだけど……青海さん。俺たち、別れたよね……？」

「……？」
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　青海さんに確認すると、なぜか「何言ってんだコイツ？」みたいな顔をされる。

「別れていないけれど？」

「えっ……？　初デートの日の最後、『別れましょう』ってハッキリと言ったでしょ？」

「そうね、言ったわね」

　んんっ……？　なんで、「だから？」とでも言いたげな表情なんだ……？

「あの日はあそこで解散しないと、もう私の心臓が限界みたいだったから」

　……解散？

　あれ、もしかして……。

「『別れる』って……『今日はもう解散』って意味だった、ってこと……？」

　まさか、とは思いつつも尋ねる。

「もちろん、そうだけれど？」

「そうだったの……!?」

　一年越しに判明した、驚きよう愕がくの事実だった。

「えっ、でも、もう連絡もしてこないでって……」

　流石にこれは、他に意味の取りようもないだろう。

　そう、思ったんだけど。

「あの日、私は悟ったの」

　青海さんは、なぜか少し遠い目となって語り始める。

「私は、貴方あなたのことが好きすぎるって」

「っ……!?」

　思ってもみなかったことを真顔で言われ、思わず言葉に詰まった。

「け、けど青海さん、あの日はずっと不機嫌そうで……」

「不機嫌？　初デートに緊張はしていたけれど、気分はウキウキだったわよ？」

「そうなの……!?」

　再び、一年越しに明らかになった驚愕の事実。

「だからこそ、私は反省した」

　もう、ここまで来たら何を言われても驚かない気がする。

「そして、『孝平くん断ち』を決意したのよ！」

　気のせいだった。

　というか、意味がわからなかった。

「男は、女に追われるよりも追いかけたがるもの。なのに当時は、完全に私の方が孝平くんを追いかけていたわ。孝平くんのことが好きであると、全身で主張してしまっていた」

　いや、めちゃめちゃ俺の方が一方的に追いかけてるつもりだったんだけど……。

「このままでは、遠からず破局してしまうかもしれない。だから私は、断腸の思いで孝平くんと一旦距離を置くことにしたの。中途半端はよくないから、一切連絡もとらずに」

　連絡もしてこないで、っていうのはそういう意味だったのか……。

「まずは、自分で描いた孝平くんの絵を相手にすることから始めたわ。それでもドキドキしてしまって、最初はあえて崩して描いたもので慣れていった。それからどんどん精緻な絵、写真、動画とランクアップしていって……そうして、『修行』すること一年」

　青海さんは、小さく息を吐く。

「今朝、一年ぶりに実物の孝平くんを間近で見たことで確信したわ」

　それから、誇るように胸を張った。

「完璧に、仕上がったと！　修行の甲か斐いあって、今の私はこの距離で孝平くんと話してもあまり動揺していないもの！　一年前は結局呼べなかった『孝平くん』という呼び方だって、こんなに自然に使いこなせているし！」

「……あのさ、孝平」

　ここまで黙って青海さんの話を聞いていた優香が、ちょんちょんと俺の袖を引いて口元に手を当てながら小声で話しかけてくる。

「青海さんって、もしかしてちょっとアホの子なの？」

「いや、その、まぁ……どうだろうね」

　否定することが出来なかった。

「孝平くん」

　こっちの心情なんて知る由もなく、青海さんは己の胸を手の平で指す。

「今の私を見て、何か思うところはない？」

　言われて、ジッと青海さんのことを観察してみた。

　そうすると……俺の方も、ずっと動揺してて気付けていなかったけど。

「綺き麗れいに、なった」

　自然と、その言葉が口を衝ついて出た。

「一年前より、一段と大人びてて。少しだけ、お化粧もしてるんだね。自然なその彩りが、青海さんの素材をますます魅力的に見せていると思う。あと、ちょっとした仕草にも華やかさみたいなものが感じられるようになってる気がするな」

「っ……！」

　青海さんが、なぜか突然顔を伏せた。

　なぜかっていうか、たぶん照れてるんだろうけど。

「そ、そう……私は孝平くんに慣れるための訓練と同時に、この一年自分を磨いてもきた。追いかけてもらえるような女になるためにね。どうやら、その成果も上々みたい」

　再び上がってきた青海さんの顔には、やはり自信が満ち溢あふれて見えた。

「さぁ、孝平くん」

　その手が、こちらに向けて差し出される。

「一年前のやり直しを、始めましょう？」

　俺は、それに対してどう返すべきなんだろうか。

　ようやく気持ちの整理も付いてきたところだったし、何より今の俺には……。

「……なるほどね」

　視線を向けたところで、ちょうど優香がそう口にする。

「そういうことなら勝負しよう、青海さん」

「……？」

　何を言っているかわからないらしく、眉根を寄せる青海さん。

「アタシと青海さん、それぞれが孝平にアプローチして……そうだね、期間は三ヶ月くらいにしようか。三ヶ月後に、孝平に惚ほれられていた方が勝ち」

　優香は、淡々と告げる。

「どう？　シンプルでしょ？」

「……どういうつもり？」

　それに対して、青海さんは訝いぶかしげな表情だった。

「このまま、どっちも自分が彼女だーって主張し続けても不毛でしょ？　青海さん、譲るつもりとかほんの少しでもあるの？」

「あるわけないでしょう」

「だよね。もちろん、アタシだってそんなつもりは欠片かけらもない。だったら、ルールを決めて勝負してハッキリさせた方がいいでしょ」

「……だけど、正直に言えば」

　ここにきて初めて、青海さんはどこか自信なげな表情を見せた。

「私も、今となってはわかっているの。客観的に見て、一年も連絡すら取っていなかった男女を恋人関係と見み做なすというのは少し……ほんの少し、無理があるんじゃないかって」

　良かった、一応その認識はあったんだ……。

「その上で、貴女が新しく孝平くんの彼女になったというのなら……貴女の方に彼女としての正当性があると、そういう見方もあるでしょう」

　青海さんが優香に向けるのは、探るような目つきだった。

「なぜ、わざわざ私と対等な舞台に立って自分の有利を捨てるというの？」

「アタシは、青海さんに借りがあるから」

「借り……？」

「中学時代、孝平がアタシに向ける感情は純粋に友情でしかなかった。孝平の気持ちは、青海さんにだけ向いていたから」

　それは……まぁ、その通りだったと思う。

「だけど、青海さんにフラれた……と思っていた孝平を慰めたり励ましたりしているうちに、ちょっとずつアタシのことを女の子として意識してくれるようになっていった。つまりアタシは、結果的にではあるけど青海さんを利用して彼女の立場を手に入れたことになる。そして、青海さんに孝平をフッたつもりなんてなかったっていうなら」

　優香の目に籠もる力が、一段と増したような気がした。

「アタシたちは、公平な立場で戦うべきだと思う」

　優香らしい、真まっ直すぐな主張だ。

「それに……」

　チラリと優香はこちらに視線を向け、すぐに青海さんの方へと戻した。

「たぶん、孝平の青海さんに対する気持ちはまだ残ってる」

　……これもまた、その通りだ。優香には、本当に申し訳ないけど……青海さんが俺を好きだって言ってくれたこと、想像以上に嬉うれしく思っている自分がいる。

「だからこれは、アタシにとってもチャンスなの」

　優香は、ニヤリと好戦的な笑みを浮かべた。

「青海さんと直接勝負して、孝平の未練を完全に断ち切ることが出来るんだからね」

「……そう」

　青海さんは、静かに一度頷うなずく。

「貴女あなたの思惑はともかく、貴女の方から私に利する勝負を持ちかけてきたのは事実」

　こちらの目に籠もる力も増したように感じられた。

「そんな貴女に敬意を表すると共に、私も過去の失敗を認め……ここは、あえて『元カノ』を自称しましょう」

　それが、彼女にとっての譲歩ということか。

「そして、『今カノ』である貴女から孝平くんを奪ってみせるわ！」

　優香に指を突きつけ、堂々と宣言する。

「よし、『今カノ』として受けて立つよ！」

　優香も、胸を張ってそう答えた。

　……うん。

　俺を巡る勝負が、俺の意見不在で始まってしまった……。

　……だけど、元はと言えば俺の主体性のなさが招いた状況だ。

　一年前、ちゃんと青海さんの気持ちを確かめていれば。

　青海さんへの想おもいを引きずったままで、優香の告白を受け入れなければ。

　こんなことには、ならなかった。

　ならば。

「正直に言うよ」

　そう切り出した俺に、二人の視線が集まった。

「優香が言った通り、今でも青海さんのことを好きだって気持ちは残ってる」

　二人の表情が、少しずつ変化する。

　青海さんが安あん堵どしたように、優香が痛みを堪こらえるように。

「だけど優香を想う気持ちにも嘘うそはないって、ハッキリ言える」

　今度は、さっきと真逆の変化。

「だから」

　二人には、嫌な思いもさせてしまうかもしれないけれど……。

「俺も、その勝負に真摯に協力するよ！　二人共、『彼女』として全力でアプローチしてきてくれ！　俺も二人の『彼氏』になったつもりで接しよう！」

　この決断が、正解なのかはわからない。

　……というか、なんか違う気がするな？　と思っている自分がいるのも事実だ。

　それでも、二人がそう決めたのなら俺も全力で応えよう。

　それが、今の俺が示せる精一杯の誠意だと思った。

『おぉっ……！』

　俺の宣言に対して、なぜかクラスメイトからそんな声と共に拍手が巻き起こる。

　……ちなみに、この騒動は残っていたクラスメイトたちにずっと注目されつつのものだった。そりゃ、新しいクラスで初日から修羅場が展開されたらみんな興味津々にもなるよね。俺だって、他人ひと事ごとだったら野や次じ馬うまになるよ。

「白石の奴やつ、なんて男らしく優柔不断なことを叫ぶんだ……」

「学年の二大美少女に対して、堂々と二股宣言か……」

「青海さんと紅林さんも、前向きなのか後ろ向きなのかわかんねぇなこれ」

「いやぁ、楽しいクラスになりそうだなー」

　この瞬間、向こう三ヶ月は俺たちが野次馬対象とされることが決定したのだった。








第３章　新たな日々のプロローグ






　俺を巡る『勝負』が始まった、翌朝。

「おっはよー、孝こう平へい」

「おはよう、優ゆう香か」

　昨日は各自色々と消化したい想いもあるだろうってことであのまま解散したんだけど、日を跨またいで再会した優香は意外な程に平常運転だった。

「あっ、もう！　また寝癖付いてるよー！」

「いや、ははっ。今朝ちょっとバタバタしててな……」

「いつもそんなこと言ってるじゃん。ほら、ちょっと頭下げて」

「んっ……」

　優香の方に向けて頭を下げると、優香は鞄かばんから小型の霧吹きを取り出しシュシュッと俺の頭に吹きかけて髪を整え始める。

　なんか、撫なでられてるみたいでちょっと恥ずかしいな……。

「ふふっ、いい子でちゅねー」

　優香も同じ認識だったのか、からかうような調子でそんなことを言ってくる。

「それは勘弁してくれ……」

　思わず、苦笑が漏れた。

「はい、オッケーだよ！」

　最後にポンポンと撫でられ、寝癖直しは終了したらしい。

「っと、ネクタイも曲がってる。しょーがないなー」

　かと思えば、今度は俺の首元へと手を伸ばしてくる優香。

　ネクタイの位置を少しズラして、真っ直ぐにしてくれた。

「いつも悪いな」

「ふふっ、こういうとこはホントだらしないんだから」

　こんな会話も、慣れたものだ。前々から、優香とは割とこういう距離感だった。

　優香は、男子相手でも距離感が近いから……と、ずっと思ってたけど。

　今にして思えば、ここまでしてくれるのは俺にだけだったな。

「……あの、さ。こういう風にしてると」

　ふと、優香が少し俯うつむく。

「アタシたち、周りからどう見えるかな……？　なんて」

　そう言いながら、少し赤くなった顔を上げてきた。

「そうだな、この距離感だと友達ってよりはやっぱり……恋人、じゃないかな？」

「んふふぅ、やっぱりぃ？　やっぱりそうかなぁ？」

　俺の答えに、優香は満足げに笑った。

「……ん？」

　そんな中、ふわりと心地良い香りが漂ってきた気がして俺は片眉を上げる。

「おはよう、二人共」

『おうわっ!?』

　次いで青お海うみさんが俺たちの間に無む理り矢や理り割り込んできて、俺と優香の声が重なった。

「ちょ、ちょっと青海さん！　なんでわざわざアタシたちの間に割り込んでくるわけ!?」

「言いがかりはやめてもらえる？　私は、ただ真っ直ぐ歩いてきただけ。たまたまその先に、貴女たちがいたのよ」

「それはそれで物理的にゴーイングマイウェイすぎて問題だと思うけど!?」

「それより」

　優香の抗議を意に介した様子もなく、青海さんは俺へと視線を向ける。

「私に、挨拶を返してはくれないの？」

　ジッと見つめてくるその様は、睨にらんでいるようにも感じられた。

「あぁ、うん。おはよう、青海さん」

「………………」

　挨拶を返しても、その目は変わらず……むしろ、抗議の色が強まったような気がする。

「孝平くん。貴方あなたは昨日、私たちの勝負に対して真摯に協力すると言ったわね？」

「そうだね、言ったよ」

　突然話題が変わったようにも思えたけど、事実なので頷いて返した。

「なら、私たち二人に対して平等であるべきよね？」

「もちろん、そのつもりでいる」

「今の状況、少し不公平だと思わない？」

「……？」

　今の状況？　優香とイチャついたから、今度は青海さんとイチャつけってことか？

　……いや、もしかして？

「あの……違ってたら、悪いんだけど……こういうことかな？」

　その思いつきを、口にしてみることにする。

「玲れ奈な」

「っ……！」

　名前で呼ぶと、青海さんは勢いよく顔を背けた。

「ごめん、やっぱ違ってたかな……？」

「い、いえ……」

　顔を逸そらしたまま、青海さんは軽く深呼吸をしているようだ。

　そのまま、しばし。

「正解よ。流石さすがは孝平くん、私の秘めた想いをよく汲くみ取ってくれたわね」

　再びこっちを向いた青海さん……もとい、玲奈の口元はヒクヒクと痙けい攣れんするように動いていた。たぶん、ニヤけそうになるのを堪えてるんだろう。

「あんまり秘めれてなかったと思うけどねー」

　と、優香が唇を尖とがらせる。

　ここまで口を挟まなかった辺り玲奈を名前呼びすること自体は黙認する構えみたいだけど、やっぱり思うところがないわけでもないようだ。

　というか、単純に俺との時間を邪魔されたのが面白くなかったのかも。

「……ところで貴女、それいつも持ち歩いているの？」

　優香の言葉をスルーして、玲奈は優香が手にしている霧吹きを指差す。

　すると、途端に優香が笑顔になった。

「そうだよー。孝平の寝癖を直してあげるために、持ち歩くのが癖になっちゃったっ」

「……そう」

「いやー、ごめんねー？　ずっと前から彼女みたいなことしちゃっててさー」

「それを言うなら私も中学時代の三年間、孝平くんと美術室で蜜月を過ごしたわ」

「むっ、そんなんただの部活仲間じゃん」

「多くの部員たちと一緒にいても、不思議と孝平くんと二人きりの気分になったものよ」

「……それは、単純に孝平の他に青海さんへ話しかける人がいなかったからなのでは？」

「そうとも言うわね」

「そこは認めるんだ……」




　そんな風に。

　玲奈が加わりはしたものの、優香との関係はそこまで変化しなかった。

　……この時点では、そう思ってたんだ。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　昼休みになって。

「孝平孝平、ちょっと待ってっ」

「ん？」

　いつも通り購買へと向かおうとしていたところを、優香に呼び止められる。

「今日も購買、だよね？」

「そうだけど？」

　高校生になってからというもの、昼食は購買でっていうのがいつものパターンだ。

「じゃあねぇじゃあねぇ」

　優香はどこか勿もつ体たいぶった調子で、自分の鞄に手を入れた。

「じゃん！」

　そして、一つの包みを取り出す。

「お弁当、作ってきちゃいました！」

　それを、目の前に掲げた。

「食べて……くれる、かな？」

「あぁ、もちろん」

　上目遣いで問うてくる優香に、ノータイムで答える。

「優香、料理凄すごい上手だもんな。楽しみだよ、ありがとう」

「んふふっ、そうでしょそうでしょ」

　俺の言葉に、優香は気分良さげに胸を張って俺の机に弁当を載せた。

　ちなみに、優香の席は俺の目の前。今は、自席に逆向きに座っている形だ。

「……ふっ」

　隣の席で、玲奈がなぜか小さく笑ったのが見えた。

「ねぇほら、見て見てっ！」

　そう言われて、優香によってオープンされたお弁当箱へと意識を戻す。

　一段目には唐揚げに卵焼きに生しよう姜が焼きにエビフライ、きんぴらごぼうや煮物が所狭しと並べられていた。二段目に詰められたご飯は、三色丼になってるみたいだ。

「凄いしっかり作ってくれてるなぁ。しかもこれ、俺の好きなのばっかだよ」

「ふふっ、でしょー？　孝平の好みに合わせたからねっ！」

　得意げな優香の顔を見ているうちに、ふと疑問が浮かぶ。

「あれ……？　でも俺、好きなおかずの話とかしたことあったっけ……？」

「中学の頃は、孝平もお母さんにお弁当作ってもらってたでしょ？　蓋開けた時のテンションで、大体好みが見分けられたんだよねー」

「よく見てるな……」

　流石、付き合いが長いだけある。

「それより、ほら」

　優香が卵焼きを箸で摘つまみ、こちらに向けてくる。

「あーん」

　む……なるほど、そうきたか。正直に言えば、クラスメイトの注目がまぁまぁ集まっているのを感じる中で応じるのは若干恥ずかしいけど……せっかくの優香の好意だ。

「いただきます」

　手を合わせてから、パクッと食いついた。

　舌の上にふんわりとした食感、上品な甘みと程よい出だ汁しの味が広がっていく。

「うん、美味うまいっ。めちゃくちゃ俺好みの味付けだよ」

「んふふぅ、なら良かったよ」

　微笑ほほえんで感想を伝えると、優香もはにかんだ。

「……ん？」

　卵焼きを飲み込んだ後で、ふと気付く。

「ていうか今の卵焼きの味、ウチの母さんが作るやつと凄い似てた気がするな」

　母さんの作る卵焼きと、味がほとんど変わらなかったってことに。

「ふふっ、よく気付いたね。何度か、孝平とおかず交換したことあるでしょ？　あの時に味を覚えてね、再現してみたの」

「へぇ……？」

　なんか簡単そうに言ってるけど、そんなことが出来るものなんだろうか……？

「やっぱり、ご家庭の味が一番だもんね！」

「まぁ、そう……なのかな？」

　実際、なんとなく落ち着くというかスッと受け入れられたのは事実だった。

「貴女あなた、それ……」

　隣の玲奈がポツリと呟つぶやくけど、優香には届かなかったみたいだ。

「ほらほら孝平、こっちも食べてみて！　あーん！」

　今度は、煮物が目の前に差し出される。

　食べてみると、これも我が家の味がした。

「そろそろご飯も欲しいよね？　はい、あーん」

「いや、ちょっと待った」

　今度はご飯を載せて差し出されるお箸に、ストップをかける。

「ずっとこれじゃ、優香が食べられないだろ？　後は自分で食べるからさ」

「アタシは後でいいの。それより今は、孝平にずっと『あーん』してたい気分だから」

　そう言われても、やっぱ一方的に食べさせてもらい続けるのはなぁ……あぁ、そうだ。

「じゃあ、こうしよう。優香、自分の分の弁当も出してくれないか？」

「？　いいけど」

　首を捻ひねりつつも、優香は鞄かばんからもう一つ包みを取り出して机に置く。そして、包みを解いて弁当箱の蓋を開けた。どうやら、おかずの構成は俺の分と同じみたいだ。

　俺は、そこに添えられている箸を手にとって……。

「ほら、あーん」

　卵焼きを摘んで、優香の口の前へと差し出す。

「わわっ、孝平からの『あーん』だなんて……！」

　少し頬ほおを赤くした優香は、キョロキョロと周囲を見回した。

　する方なら大丈夫だけど、される方になると羞恥心が生じるのか……？

「い、いただきまーす」

　少し緊張した面持ちで、卵焼きにパクッと食いつく。

「んっ！　やっぱり、孝平んちのご家庭のお味は美味おいしいね！」

　それから、ニパッと笑った。




青海玲奈




　いやいやいや……おかしいでしょう。百歩譲って孝平くんの表情から好物を読み取るまではいいとして、味の再現？　確かにしっかり味を覚えれば後は試行回数でどうにかなるのかもしれないけど……その執念はどこから来るというの……？

　ま、まぁいいわ。いずれにせよ……孝平くんのためにお弁当を作ってきたってわざわざ声高に主張するだなんて、愚の骨頂ね。

　男は、自分の方から女を追いかけたがるもの。

　これは、数々の恋愛指南本にも書かれていたこの世の真実なんだから。

　つまり……これが正解よ！

「さて……私も食べようかしら」

　さりげなく言いながら、自分のお弁当を取り出す。

　蓋を開けると、我ながら豪華な内容に仕上がっていた。

　素材から厳選した、特製のお弁当。一目見れば食べたくなること請け合い……さぁ孝平くん、食べさせてほしいと言いなさい！　紅くれ林ばやしさん、女は自分から差し出すんじゃなくて請われてこそ一流だというところを見せてあげるわ！

「はい、今度はアタシの方が……あーん」

「ありがとう……うん、これも美味いよ」

　……いや、全然こっち見ないわね？

　というか、めちゃくちゃイチャついてて羨まし……いえ、決して羨ましいなどということはないけれど。所詮、私の勝利のための踏み台でしかないのだもの。

　とはいえ……仕方ない。少し癪しやくだけれど、こちらからアピールすることにしましょう。

「あら……我ながらこの西京焼き、なかなか良い仕上がりね。京都から取り寄せた味み噌そと、市場で見繕った銀ぎん鱈だらを使った甲か斐いがあったわ」

「へー？　玲奈、凄いこだわりなんだな。ていうか、玲奈の手作りなのか？」

　よし、食いついたわっ！

「えぇ。やるからにはとことんやるタチなの」

　さぁ、一言「ちょうだい」と言いなさい！

　それだけで、このこだわりの逸品は貴方あなたのものよ！

「なるほど、玲奈らしいな」

　……？

　あら？　それだけ？

「こ、孝平くん。この西京焼き、美味しそうだと思わない？」

「あぁ、すっげぇ美味しそうだな。玲奈だったら、料理人を目指しても大成功間違いなしだと思うよ。ホント、色々出来て尊敬する」

「そ、そうかしら……？　ふふっ」

　って、褒められて照れている場合ではないわ……！

　そう思うなら、なぜ「ちょうだい」の一言が出てこないというの……!?

　くっ……仕方ない、もう少し譲歩しましょう。

「孝平くんが欲しいと言うなら、食べさせてあげてもいいのよ？」

「ありがたい申し出だけど、そんなこだわりの逸品を分けてもらうのは申し訳ないよ」

　ぐむ……！　しまった、私が好きになった人はこういう人だったわ……！

　な、なら……！

「その……交換という形でもいいのだけれど」

　どう？　これなら、罪悪感も湧かないでしょう！

「や、せっかく優香に作ってもらったお弁当を交換するのはちょっと……」

　ぐむぅ!?　くっ……！　せっかくの作戦が、紅林さんのせいで台無しじゃない……！　やってくれたわね、この女……！

「えっ……？　なんかめっちゃ睨にらまれてるんだけど、アタシ何かしたっけ……？」

「いや、たぶん何もしてないと思うけど……あぁ、なるほど」

　あっ……孝平くん、ついに私の意図を察したようね！

　って、あら……？　どうして私の箸を手に取るの……？

　西京焼きを摘んで……？

「ほら、あーん」

　んんっ……！　そういうことではないのよ、孝平くん！　別段、それが羨ましかったわけではないの！　決してそういうわけでは……ないのだ、けれど……。

「あ、あーん」

　ここで断っては孝平くんに恥をかかせてしまうものね！

　今回は、これで許してあげるわ！




　　　　◆　　　◆　　　◆




白石孝平




　放課後。

「やべやべっ、思ったより時間かかっちまった……」

　先生からの頼まれ事で職員室まで行っていた俺は、駆け足で裏庭に向かっていた。

　今週、裏庭の掃除当番に当たってんだよなぁ……。

「あれっ、白石？」

　裏庭まで辿たどり着くと、なぜか他の当番メンバーに不思議そうな顔で迎えられた。

　どうやらもう掃除を終えて、教室に戻るところだったようだ。

「遅れて……」

　ごめん、と続けようとしたところ。

「いやぁ、白石が全部片付けといてくれたおかげで助かったわ」

「にしても、俺らが着く前に終わらせるとは見事な早業だな」

「戻ってきたのは、最終確認か？　流石さすが、最後まで抜け目がない」

　当番メンバーは、笑顔で労ねぎらうように俺の肩を叩たたいた後に去っていった。

「……？」

　状況がわからず、一人取り残された俺は首を捻る。

　……いや、残ってるのはもう二人いた。

「遅かったわね」

「あぁ、うん。ちょっと先生からの頼まれ事が長引いちゃって」

　一人は、玲奈。それはいい。彼女もここの掃除当番だったはずだから。

　けれど。

「なんで優香まで？　今日、当番じゃなかったよな？」

　こちらは謎だった。

　俺の記憶が確かなら、今週優香はどこの当番にもなってなかったはずだけど……？

「んふふぅ、どうしてだと思う？」

「え？　なんでだろ……」

　普通にわからん。

「この子、先に来てここの掃除を済ませてたのよ」

　と思ってたら、答えは玲奈の方からもたらされた。

　見回してみると、確かに周囲は木の葉の一枚も落ちておらず綺き麗れいなものだ。

「あっ、もう青海さんったら～！　それ、秘密だったのに～！」

「今にも言いたくてウズウズした顔してた癖によく言うわ……」

　抗議している割に優香は嬉うれしそうな表情で、玲奈は呆あきれ気味に肩をすくめる。

「でも、なんでまたそんなことをしてくれたんだ……？」

「うん。アタシ、掃除も結構得意だからねっ」

　なんか微妙に問答がズレてる気がするな……。

「それに、他の奴やつらの口ぶりからしてなんか俺がやったことみたいになってなかった？」

「紅林さんがそういう風に吹ふい聴ちようしていたから、そうもなるでしょう」

「ふふっ、夫の功績を作り出し広めるのも内助の功ってやつでしょ」

「なるほど」

　いや、なるほどか？

　納得していいんだろうか、これは……。

　ま、まぁとにかく、俺のためにやってくれたのは事実だ。

「ありがとな、優香。今度、俺がフリーの週に優香のとこ手伝いに行くから」

「いいのいいの、アタシがやりたくてやっただけなんだから」

「それを言うなら、俺だってやりたくてやるだけさ」

「んふふ、そう？　じゃあ、今度手伝ってもらっちゃおっかな。あっ、それってそれって！　初めての共同作業ってやつだよね！」

「そうだな……そうかな？」




青海玲奈




　ふっ……掃除当番を代わってあげるだなんて、愚行ね。

　……うん。これに関しては、本当に好感度アップに繋つながっていなくない……？

　ま、まぁいいわ。

　貴女あなたがそうして足踏みしている間に、私は孝平くんとの仲をどんどん深めていくから。

　そうね……確か明日は物理の授業があったし……。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　現在、場所は物理講義室。

　私はここでも孝平くんの隣だけど、紅林さんは少し離れた席が割り当てられていた。

　ふっ……座したまま、私の作戦に瞠どう目もくするがいいわ。

　そんな風に考えながら、そっと手を動かす。

　孝平くんの手に、ほんの少し……僅かに触れる程度の、接触。

　ふふっ、女子からのボディタッチ……気になるでしょう？

　でも、今くらいの接触じゃ偶然かもしれない……あぁでも、わざとだったら……？　一体この子は、どういうつもりなんだ……!?

　今頃、孝平くんはそんな風に私のことで頭がいっぱいになって……。

「っ……!?」

　に、握り返してきたですって!?　それも、めちゃくちゃ力強く！

　驚いて、思わず孝平くんの顔を見てしまう。

「………………」

　頬ほおをちょっと赤くしつつも、孝平くんは前を向いたまま。

　言葉じゃなくて、行動で語るってことかしら……？　つまり、この孝平くんの手に彼の意図が……美術部で見ていた頃は繊細だとしか思っていなかったけれど、こうして実際に触れていると、大きくて、私の手よりずっとゴツゴツしていて……意外なほどに男らしいのね。ふふっ、当たり前か。いや、じゃなくてこの手に意図が……。

　……何か、視線を感じるわね？

「っ……！」

　振り返ってみると、紅林さんがギリギリと歯を食いしばりながらこちらを見ていた。

　ふっ……これが、良い女の攻め方というものよ。こちらから握るのではなく、握らせる！　見事に、彼の方から行動させてみせたわ！　……ま、まぁ、当初の目的地はそこじゃなかった気もするけれど。結果オーライというやつね。

「……？」

　というか……なんだか、紅林さん以外からも妙に見られてる気がするわね。

　周囲のみんなの視線が、やけに生温かいというか。

　まるでバカップルに向けるみたいなものに見えるけど、どうしたのかしら？




白石孝平




　授業中に手を繋ぐとか、すっかりバカップルだな……。

　だけど、玲奈の今の行動は偶然じゃなくて明確な意思が込められているように感じられた。ていうか、直前までめちゃくちゃチラチラ俺の手に視線向けてたし。

　手を繋ぎたい、ってメッセージかと思ったんだけど……合ってるかな？

　凄すごく満足そうな顔してるし、たぶん合ってると思うんだけど。

　……それはそうと、優香からの視線をすげぇ感じるな。




紅林優香




　青海さんめ……めちゃくちゃ積極的に自分から手を握りにいったな……!?

[image: ]

　孝平も孝平だよ、あんなに強く握り返しちゃって……まぁでも、そうやってちゃんと応えようとしてくれる優しいところはしゅきぃ……！　……じゃなくて。

　正直、青海さんのこと舐なめてたよ。お高く止まって、「そっちから追いかけてきなさい？」とか言いそうなイメージだったのに……まさか、こんなにグイグイいくとは……。

　アタシも、負けてられないよね！




　　　　◆　　　◆　　　◆




白石孝平




　とある休み時間。

「白石くーん、こないだのアンケートの結果そろそろ集めといてくれるー？」

「はーい、了解しましたー」

　授業終わりに、このクラスの担任でもある一いつ色しき先生からそんな用件を仰せつかる。

　なぜ俺なのかというと、クラス委員なんてものに選出されてしまったせいだ。新学年初日からクラスで最も目立つ存在となった男に送られた栄誉である。うん、凄くいらない。

「孝平孝平っ」

　サクッと集めるかぁ……と考えていたところで、前の席から優香が振り返ってくる。

「はい、これっ」

　そして、少し分厚いＡ４サイズの封筒を差し出してきた。

「……？　これは？」

「アンケの結果。そろそろ集めないといけない頃だと思ったから、集めといたよ」

「……んんっ？」

　ウチの学校じゃクラス委員は各クラス一人で、もちろん優香はそれじゃない。

「みんなから集めるの、大変だもんねっ」

　しかし、ペカーッと輝く笑みを浮かべている優香は何の疑問も抱いていなそうだ。

「えーと……ありがとう、優香」

「うんっ！」

　とりあえずお礼を伝えると、その笑みがますます輝いた。

「あっ、あとね、それとね」

　と、優香はゴソゴソと自分の鞄かばんを漁あさる。

「はいっ」

　かと思えば、今度は一冊のノートを差し出してきた。

「明日の数学、日付的にたぶん孝平が当てられるよね？　当たりそうなとこの問題、全部解いといたから！　ちょっと苦手な科目だけど、孝平のために頑張っちゃった！　たぶん合ってると思う！　合ってると思いたい！」

「ちょ、ちょっと待って？」

　流石さすがに、ストップをかけざるをえない。

「えっ、問題を……？　なんで……？」

　純粋に、疑問が口を衝ついて出た。

「うん？　だから、明日って孝平の出席番号と同じ日付で……」

「や、そうじゃなくて……なんで、優香の解答を俺に渡そうとしてるんだ……？」

「だって、そしたら孝平が楽出来るでしょ？」

　なんか、当然のことのように言ってるけど……えっ、これ俺がおかしいの？

「あとあと、明日からモーニングコールしようと思ってるんだけどどうかなっ？　アタシは朝から孝平の声聞けるし、孝平はバッチリ起きられるしで一石二鳥じゃないっ？　本当は身だしなみもちゃんと家で整えてあげたいんだけど、流石にそれは結婚……いや、同どう棲せいするまでお預けだよねぇ……でも代わりに、ちゃんと通学中にやってあげるから安心してね！　あっ、そうだ、せっかくだし朝ご飯用のサンドイッチとかおにぎりも持っていってあげようかっ？　その方がお母さんも助かるでしょ？　よし、名案！」

　怒ど涛とうの勢いで来るな!?

　いやなんだろうな、この……胸に湧き上がってくる得体の知れない感情を、何て表現すればいいんだろうか……。

「……ダメ男製造機」

　ポツリとした呟つぶやきは、隣の席……玲奈からもたらされたものだ。

「ちょっと青海さん、なんて言い方するの！」

　優香は憤慨した様子だけど……。

「ただの愛情表現ですー！　好きな人には尽くしてあげたい、って思うものでしょ！　それに孝平は昔からちょっとだらしないところがあって、私がいないと駄目なんだから！」

「典型的なダメ男製造機の発言すぎて、わざとじゃないなら逆に引くレベルね」

「ムキー！」

　すまん、優香……！　これに関しては、正直俺も擁護出来る要素がない……！

　昔から優香は面倒見の良いところがあったけど、どうやらそれが暴走してるみたいだ……いやその、俺のためを想おもってくれてるのは本当に嬉うれしいんだけど……。

「……とりあえず、数学の件は自分でやるから」

　まずは、そう返す。

「えっ、そう？　遠慮しなくてもいいんだよ？」

　すると優香は、意外そうに目を瞬かせた。

「遠慮とかじゃなくて、自分でやらないと自分のためにならないだろ？」

「そっか、確かにね！」

　ちゃんと伝えれば、説得は通じるらしい。これは朗報だ。

「だけど、他にやってほしいことあったら何でも言ってね？　何かない？　ん？　ん？　あっそうだ、そろそろ喉渇いてる頃でしょっ！　ジュース買ってきてあげるね！」

「待て待て待て！　行かなくていい！」

　閃ひらめいたとばかりの表情で立ち上がる優香の手を掴つかんで、慌てて引き止めた。

「その、優香……色々してくれようとする、その気持ちは本当に嬉しいんだけどさ」

　どうすればこの暴走を抑えられるのか、頭をフル回転させる。

「だけどほら、なんでもかんでもやってもらう男って情けないだろ？」

「大丈夫、アタシはどんな孝平でも好きだよ！」

「ありがとう。でも、俺だって格好つけたいんだよ。特に……好きな子の前だと、さ」

「孝平……！」

　俺の言葉に、優香は大きく目を見開いて頬を朱色に染めた。

「そっか……うん、なるほどね。わかった、これからはちゃんと孝平のことも立てるように考えつつ色々してあげるね！」

　とりあえず、説得出来たみたいだ……出来たんだよな？

　にしてもこれは、気付いたらダメ男になってた……なんてことにならないよう気を引き締めとかないといけないかもなぁ……。




青海玲奈




　普通にドン引きなのだけれど？

　孝平くんの寝癖を直すための霧吹きを持ち歩いてるって時点で、薄々そんな気はしていたけれど……この女、思考回路がバグってるわね。尽くすといっても、程度というものがあるでしょうに……まぁいいわ。

　そもそも、尽くしてあげるとか言っている時点で論外オブ論外！

　紅林さん……この勝負、始まる前から勝敗は決まっていたようね。

　私が、お手本というものを見せてあげるわ。

「ねぇ、孝平くん」

「うん？」

　まずは、紅林さんの方に向いていた孝平くんの意識を私の方に向ける。

「これは、特に他意のない質問なのだけれど」

「めちゃくちゃ他意がある時の切り出し方じゃん……」

　貴女あなたは黙っていなさい、ダメ男製造機。

「孝平くんの一番好きな食べ物って、何なのかしら？」

「んー、一番は唐揚げかなー」

「そんなに好きなの？」

「そうだな、この後の人生で何か一種類の食べ物しか食べられないとしたら唐揚げを選ぼうと思うくらいには好きかもしれない」

「へぇ、そうなの」

　よし、良い流れね。

「じゃあ、私と唐揚げならどっちの方が好き？　……なんて」

　そう問いかけると共に、小悪魔スマイルを浮かべてみせる。

　ふっ……これで孝平くんは、「玲奈の方が好き」と答えざるをえないでしょう。

　自然と「好き」という言葉を引き出しつつ、孝平くんを照れさせることで私が手玉に取っている感じを……。

「もちろん、比べるまでもなく玲奈の方が好きだよ」

　感じを……あらぁ？

「一生唐揚げを食べられなくなるか一生玲奈と会えなくなるか、どっちかを選ばないといけないってなってもノータイムで玲奈を選ぶ」

　あらららららぁ？

　照れるどころか、真顔で一片の躊ちゆう躇ちよも感じられない……!?

　って、私から話を振ったんだから何か応えないといけないわよね……えーとえーと……クールに、私も孝平くんに好意を持っているということをさり気なく伝える方向で……。

「私もしゅきぃ……」

　さりげなかったかしら？

　さりげなかったわよね？

　ほら、声もとっても小さかったし。

「むぅ……孝平、アタシのことはー？」

「もちろん、好きだよ。玲奈と同じくらい……って、言い方にはなってしまうけど。もしも、今後優香と玲奈のどっちかとしか会えないって選択だったら……正直、答えを出すことが出来ないと思う。今は……まだ、さ」

「んー……ま、今はそれで我慢しといてあげますか」

　紅林さんと同格というのは、少し癪しやくだけれど……私も今は納得しておきましょう。

　クールに彼の口から私への好意を引き出す作戦も、成功したことだしね。

　この調子でこれからも私を追いかけてきなさいね、孝平くん？




白石孝平




　玲奈、やけに積極的だな……それだけこの『勝負』に真剣ってことか。

　俺は別に構わないというか、嬉しいくらいなんだけど……。

「青海さん、めちゃくちゃ自分から白石のことを追いかけとるなぁ……」

「ていうか最近、構ってオーラが凄すごいね……」

「顔も、概おおむねデレデレしてるしな……」

　玲奈的に、クラスメイトからのこの評価は構わないんだろうか……？








第４章　勉強会て名のコンバット






「勉強会をしましょう」

　中間テストも近づいてきた頃、玲れ奈ながそんな提案をしてきた。

「俺は構わないよ、玲奈と一緒に勉強出来るんなら助かるし」

　特に悩むこともなく頷うなずく。これも玲奈からのアプローチの一環なら受けるべきだし、そうじゃないとしても普通にありがたい。玲奈は学年トップレベルの成績で、意外と……って言ったら失礼だけど、教えるのも上手うまいんだよな。

「………………」

　一方で、優ゆう香かはなんだか疑わしげな表情で黙していた。

「で、場所はどうする？」

　そちらを気にしつつも、話を進める。

「私の家とか、どうかしら？」

「はい！　反対です！」

　すると玲奈が意見を口にした瞬間、優香が素早く挙手して否定した。

「そんな危険なところに孝こう平へいを放り込めるわけないでしょ！」

「まぁ、なんて酷ひどいことを言うのかしら」

　玲奈は、悲しげな表情で溜ため息を吐つく。

「なら、初回は紅くれ林ばやしさんの家にしましょうか？　一回しかやっちゃいけないってこともないし、私の家での開催は次回で構わないわ」

「むむっ……？」

　次の玲奈の発言が意外だったのか、優香は言葉に詰まった様子だ。

　何を企たくらんでるの？　顔に、そう書いてある。

「………………」

「………………」

　一方で、玲奈も何かしらの意図が込められたような視線を返し……お互い、黙ったまま目を合わせることしばし。

「そうだね、それならいいよ」

　やがて、優香がニコリと笑って承諾した。

　さて、二人共何を企んでいるのか……。




青海玲奈




　ふっ……掛かったわね。

　お互いにメリットを享受するために、相手のメリットには目を瞑つぶりましょう？

　私が紅林さんに目で伝えたメッセージは、そんなところだ。

　だけど、無論これはトラップ。聞いている限り紅林さんはあまり成績の良い方ではないらしい──というか、元々成績的にウチの高校は圏外だったのに孝平くんと一緒の学校に行きたいがために猛勉強してギリギリで合格したらしい。そこまでやるとは、やはりこの女侮れない──から、この期間は流石さすがにある程度勉強に集中する必要があるでしょう。

　対して私は、学年首席として入学生代表のスピーチも務めた女。普段から勉強は欠かしていないし、今更焦ることなんて何もない。孝平くんとのことに集中出来るというわけ。

「ふふっ、楽しみね」

「えへへ、楽しみだね」

　私たちは、それぞれの思惑を秘めた笑みを交わし合った。




　　　　◆　　　◆　　　◆




白石孝平




　そうして迎えた、優香の家での勉強会当日。

「いらっしゃい、二人共！」

「っ!?」

　玄関の扉を開けて優香が出迎えてくれた瞬間、早速動揺してしまった。

「な、なかなか大胆な格好だな……!?」

「そ？　最近暑いしねー。アタシ、家だと大体こんな格好だよー」

　丈短めのキャミソールに、ホットパンツ。

　かなり露出が多くて、目のやり場に困る……いや。

　これも優香からのアプローチの一環なら、むしろ見るべきなのか……？

「そっか。うん、そういうのも優香らしくていいな。よく似合ってる」

「んふふー、ありがとっ」

　いずれにせよ褒めると、ニコリと微笑ほほえむ優香。

「ほら、そんなとこに突っ立ってないで。上がって上がって」

　俺の手を取って、自宅の中へと引き入れる。

[image: ]

　……ちょっと動く度に胸がぷるんぷるんと揺れて、やっぱり目のやり場に困った。

　んんっ、これは流石に紳士として目を逸そらすべきなんじゃ……？

　……いや。この日のために、優香があえて選んだ服装なんだ。

　ここはしっかり目に焼き付けるのがこの『勝負』における俺の役割だろう。

　……あくまで『勝負』のためであり、俺の願望ではないのである。うん。




青海玲奈




　なかなかやってくれるわね、紅林さん。

　正直、私だったらこの戦略は選べない。羞恥心の問題もあるけれど、単純に私がこの格好を選ぶメリットが薄いから。これは、彼女のスタイルがあってこそ映える戦装束だ。

　別に、羨ましくなんてない。私は、自分の今の身体からだがベストプロポーションだと自負しているから。何事も、適正値というものがある。大きければいいってものではないのだ。

　本当だし……だから、靴を脱ぐ時にぷるんと揺れても、家に上がる時にぷるんと揺れても、階段を上がる度にぷるんぷるん揺れてようと気にはならな……いや、やっぱり気にはなるわね!?　というか、いくら薄着だといっても揺れすぎでは……？　下着の構造上、あんな風に揺れることなんてないはずだけど……。

「っ……!?」

　そこで私は、とある可能性に気付いた。

　ま、まさかこの女……！

「ふっ……」

　私が気付いたタイミングを見計らったかのように、紅林さんは勝ち誇った笑みを向けてくる。それが、私に確信を抱かせた。

　やはり……ノーブラ!!

　こ、ここまでやるというの……!?　というか普通に、羞恥心はないの!?　い、いくら他の異性に見られる可能性がないとはいえ……。

　……いいえ、過度に動揺しては紅林さんの思うツボよ。

　今日、紅林さんは勉強に集中せざるをえない。

　これが、せめてもの抵抗ということなんでしょう。




　……そう、思っていた私だけれど。

「ねぇねぇ孝平ー、ここってどうやって解けばいいのー？」

「うん、そこは解の公式をそのまま当てはめればオッケーだよ」

「なるほどね！　それじゃ、次のここは？」

「こらこら、ちょっとは自分で考えないと身にならないぞ？」

「だって、わかんないんだもーん」

「まったく、仕方ないな……」

「んふふっ、なんだかんだで教えてくれる孝平が好きだよ！」

「俺は、この問題が解けるようになった優香の方がもっと好きになれる気がするなー」

「あっもう、その言い方はずるーい」

　この女、さっきから孝平くんとイチャつくばかりで全く勉強する気が感じられない！

「ん[image: ん゛]っ」

　咳せき払ばらいして、二人の注意を引く。

「紅林さん？　流石にそろそろ、勉強に集中した方がいいんじゃないかしら？」

　正直、これは半ば以上本気の忠告だった。

「まーまー、アタシも普段から結構やってるし？　大丈夫だって」

　嘘うそだ。先程から垣かい間ま見みえる彼女の理解度的に、とても中間テストを乗り切れるとは思えない。一夜漬けで詰め込むにしても限界があるし、今からじゃ一日だって無駄には出来ないはず。いくらなんでも、仮にも織山高校ウチの受験を乗り越えた人がそんなことも理解していないとは思えないのだけれど……。

「っ……!?」

　ここで、またも私はとある可能性に思い至って衝撃を受ける。

　ま、まさかこの女……！

「優香、マジでそろそろちゃんと集中した方がいいんじゃないか……？」

「大丈夫大丈夫、一年の時だって結局はなんとかなってたでしょ？」

「確かにまぁそうだけど……」

「それより孝平、喉渇いてない？　ジュースのおかわり持ってこよっか？　それとも、麦茶とかの方が良かったかな？　あっ、肩凝ってない？　揉もんであげよっか？」

「や、俺のことは気にしなくて大丈夫だから」

「好きな人のことは常に気になっちゃうってー」

　自分の成績を投げ捨ててまで、孝平くんとのイチャつきを優先しようというの!?

　いや、それは普通に大丈夫なの!?

「ふっ……」

　驚きよう愕がくする私へと、今回も紅林さんは勝ち誇った笑みを向け………………いえ、違う……？　これはそう……例えるならば、死地に赴く戦士の最後の笑顔……！

　──覚悟は、決まってるよ……！

　そんな意思が、目から伝わってくるみたいだった。

　貴女あなた、赤点が怖くないというの……!?

　──怖い……怖いよ。だけど、やらなきゃいけないことだから……。

　いやなんだか悲劇のヒロインみたいなこと言っているけれど、普通に勉強すればいいだけの話よね……？　そもそもそれ、やらなきゃいけないことでもないわよね……？

　──赤点も、三科目までは覚悟してます！

　一応、ある程度は回避するつもりなのね……。

　──ウチの高校、四科目以上赤点取ると補習で部活行けなくなるから……。

　微妙に計算高いのが腹立つ……というかさっきから、凄すごい詳細までアイコンタクトで伝わってくるわね!?　本当に合ってるのかしらこれ!?

「ねぇねぇ孝平、疲れてない？　そろそろ休憩しよっか？」

「俺はまだ疲れてないけど……まぁ、優香が疲れたんなら休憩にするか？」

「うん、もう疲れちゃって全然集中できなーい」

「ははっ……じゃあ仕方ないな」

　私が色んな意味で驚愕している間も、紅林さんは孝平くんにベタベタしている。

　……いいでしょう。犠牲を払ってでも孝平くんとイチャつきたいという貴女の執念に免じて、今回だけは目を瞑ってあげようじゃない。

「じゃあねじゃあね、膝枕してあげるっ！」

「それだと、優香が余計に疲れちゃうだろ？」

「いいの、そうした方がアタシは癒やされるんだから」

「そう……？　わかった、それじゃあお言葉に甘えるよ。失礼して……うおっ!?　この格好だと、視界いっぱいに……!?」

「んふふー、どうかなー？」

「あー……その、うん、凄いな。凄い。今はその言葉しか出ないよ」

　目を瞑……ろうと思った私だったけれど。徐々にエスカレートしていく目の前の状況に、こめかみがビキビキと動き始めているのを自覚する。

「ふぇっ……ふぇっ……ふぇっくしょん!?」

「もがっ!?」

「って、この痴女が!?　何をやっているの!?」

　そして、紅林さん……もとい痴女が、くしゃみのフリをして自身の胸を思いっきり孝平くんの顔に押し付けたところでついにブチギレた。

「もう、青海さんったら。どうして急に『痴女』だなんて酷ひどいこと言うの？」

「貴女、その格好でよくそんなことが言えるわね!?　ノーブラの胸を男性の顔に押し当てるだなんて、どこからどう見ても痴女の所業でしょう！」

「いやぁ、参ったよねー。ついついくしゃみが出ちゃったから」

「だったらすぐにどけばいいでしょう!?　いつまでそうしているつもりなの!?」

「もがもがもふぁ……」

「やんっ……孝平、この状態で喋しやべられると……んんっ……そこ、敏感なとこだから……でも、孝平が望むなら、そのまま吸っても……」

「いやそれ、孝平くん窒息しかけてない!?」




白石孝平




　ここが……天国なのか……？

　なんだか意識が朦もう朧ろうとしてきた……。

　優香に膝枕してもらって……それから、どうしたんだっけ……？

　おっぱい。

　なぜだろう。頭の中に、その単語が無数に舞っているのは。

　なぜだろう。目の前に、二つの雄大な丘陵が見える気がするのは。

　あぁ、とても幸せな気分だ……。

「孝平くん!?　孝平くん、戻ってきて！　そっちに行っちゃ駄目よ！」

　ははっ、何を言ってるんだ玲奈。俺はどこにも行かないよ。

　ただ、今はちょっと眠くなってきただけさ……。

「孝平くーん!?」




　　　　◆　　　◆　　　◆




紅林優香




　ふぅ、この間の勉強会は充実した時間だった……。

　ちょっとやりすぎちゃったところもあった気はするけど、孝平と存分にイチャつけて大満足。だけど……その分、『逆襲』を警戒しないとだよね。

　……と、気合いを入れて乗り込んだ青海さんの家だけど。

「玲奈、ここってこの公式使うんで合ってる？」

「いいえ、そこは引っ掛けになっているわね。こっちが正解よ」

「あっ、そっか」

　勉強会は、拍子抜けするくらいスムーズに進んでいた。

　青海さんの服装もゆったりとした白いワンピースで、露出も大したことはない。あまりによく似合っていて、個人的にちょっと悔しくなっちゃったって程度だ。

　青海さん、一体何を企たくらんでいるの……？

「紅林さん、どうしたの？　手が止まっているわよ？」

「あ、はい……」

　青海さんに指摘されて、慌ててノートに視線を落とす。

「貴女、わかってる？　そのレベルじゃ、全教科赤点でもおかしくないんだからね？」

「あ、はい……」

　正直自覚はあったので、耳が痛かった。

「わからないところがあれば、遠慮なく聞いてきなさい。私は、今更ここで数時間失ったところで痛くも痒かゆくもないんだから」

「うん、ありがと……」

　実際、さっきから青海さんはアタシが質問すれば凄く的確に答えてくれていた。ぶっちゃけ、かなり助かっている。

　……もしかして。もしかして今回の勉強会、青海さんに他意なんてなかったんじゃ……？　単に、孝平と一緒に勉強したくて……いや、それどころか。まさか、アタシの成績が良くないのを知ったから開催してくれた……とか……？

　だとすれば……だとすれば、アタシはなんて浅ましい女だろう……！　勝手に、青海さんからの挑戦状だろうって勘違いして……前回は、あんな痴女紛まがいのことまでやって……！　くっ、青海さんの親切に対して申し訳が立たないよ……！

　よし、今からでも謝ろう……！

「あの、青海さん……」

「ふぅ、暑いわねぇ……エアコンの温度、もう少し下げましょうか」

　謝罪のために呼びかけたけど、青海さんの声が重なって聞こえなかったみたい。

　それじゃ、改めて………………んんっ？

　なんか、妙な違和感があるような……？

　暑い暑いと言いつつ胸元をパタパタさせる青海さんだけど、それにしては涼しい顔だ。汗の一つもかいてないし。うーん……でも、だからってそれが孝平へのアプローチに繋つながってるとも思えないんだよなぁ……青海さんの正面の孝平からだと、ブラチラが見えるわけでもなし……嗚あ呼あ駄目だ、アタシはまた薄汚れた心で青海さんのありもしない思惑を探ってしまってる……きっと青海さんに他意なんてないんだ。

　ほら、孝平だって……。

「………………」

　……んんんっ？　そういえば、さっきから孝平の視線が妙に泳いでるような……？

　だけど、青海さんの方を見てるってわけでもなし……じゃあ、どこを……。

　……姿見？

「っ……!?」

　まさか……!?　いや、きっと考えすぎだよ……でも……そ、そう、確かめるだけ……これで何もなかったら今度こそ青海さんにちゃんと謝ろう……！

「お、おっとぅ、シャーペンが転がり落ちてしまったぁ」

　だいぶ大根役者な演技で、孝平の後方にシャーペンを転がす。

　そして、孝平と同じ視点で姿見を見てみた。すると……。

「っ!?」

　こ、この女……！　鏡に映して孝平にだけブラチラが見えるよう調整している!?

　やっぱり思いっきり自分のフィールド利用してんじゃん！

　し、しかもこのブラ……！

「エッロ!?」

　思わず、そう叫んでしまった。それくらい、大人っぽくてエッチなブラだったから……清せい楚そな青海さんが身に着けることで、むしろ威力を増している……！　見破ったよ、青海さん！　『チラリズム』と『ギャップ』、これが今日用意した貴女の武器だったんだね!?

「優香、急にどうした……？」

「痴女の脳内ピンクが溢あふれ出たんじゃなくて？」

　孝平がちょっとビックリした表情でこっちを見て、青海さんは手を止めないまま。

　何をいけしゃあしゃあと……！

「どっちが痴女なのかな!?　そんなエッチな下着を見せといて！」

「っ……意外ね、気付かれるとは思わなかったわ……けれど、貴女よりは随分とマシでしょう？　私は、直接的な接触はしていないのだから」

「いや、あのキャミは布も分厚くてアウターとしても着られるやつだったし！　それに対して、ブラ見せは完全にアウトでしょ！」

「身を包んでいる布の枚数としては一緒でしょうに」

「その理屈が、もう痴女！」

「やかましいわねぇ……」

「……んんっ？　ちょっと待って青海さん、なんか不自然に身み動じろぎ多くない？」

「気のせいでしょう」

「って、あぁ!?　さっきから、身動ぎする度にスカートがちょっとずつたくし上がってる!?　なんなの、その謎の技術!?」

「気のせいでしょう」

「いやもう、完全に気のせいってレベルじゃないって！　ていうか、アタシが指摘したからって加速してるでしょ明らかに！　えっ、ていうか……そこまでいって見えないってことは……まさか、穿いてない!?」

「失礼ね、ちゃんと穿いてるわよ」

「穿はいてるんだとしたら、逆にその下着がヤバくない!?　やっぱり痴女だよ、痴女！」

「うるさいわよ、痴女」




白石孝平




「こらこら二人共、あんまり女の子が痴女痴女言うもんじゃないぞ……？」

　若干険悪な雰囲気になってきた二人を、宥なだめようと試みる。

「ちょっと孝平！　そう言いながらも、なんでまだチラチラ鏡の方見てんの!?」

　が、優香は更にヒートアップしてしまった。

　なるほど、言わんとしていることはわかる。わかるけども。

「いや、前回優香のことをしっかり見てしまった手前こうしないと不公平かな、と」

　これもまた、俺の譲れない一線だった。

　……決して、欲望に負けているわけじゃないのだ。うん。

「ぐむぅ……！　そこを突かれると抗議しづらい……！　……ハッ!?　まさかこれが、青海さんが先攻を譲った理由!?」

「ほほほ、何のことかしら」

　と、そんな感じで……結局、今回も勉強会はグダグダになった。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　そうして、青海家での勉強会を終えて。

「今後、誰かの家での勉強会は禁止な」

　俺は、厳かにそう告げた。

「全く勉強にならないからさ……」

『はい……』

　二人も流石さすがに反省しているのか、反論はない。

「ぐむぅ……！　自業自得とはいえ、勉強会自体が失われちゃったのは痛い……！　痛すぎるよう……！　主に成績的な意味で……！」

「本当に自業自得すぎて同情の余地が全くないわね」

「半分は青海さんのせいなんですけどぉ!?」

　冷ややかな目を向ける玲奈へと、優香が食ってかかる。

「ちょっと落ち着けって。別に、勉強会そのものを無くそうってわけじゃないからさ」

「えっ……？」

　俺の言葉に、優香はキョトンとした表情となった。

「言ったろ？　『誰かの家での』勉強会は禁止だってさ。勉強会自体は、放課後の教室ででも開催しよう。休日も、自習室とか図書室なら開放されてるし」

「助かるぅ！　それ、とっても助かるよぅ！　ありがと～！」

「まぁ、紅林さんの成績を考えれば仕方のないことではあるけれど……私としては、少し紅林さん贔びい屓きに感じないでもないわね……」

　両手を組んで礼を言う優香に対して、玲奈は表情に若干の不満が見られる。

「あぁ、だからこうしよう」

　だけどこうなることは、予想済み。

「玲奈、俺と中間テストの総合点で勝負しないか？」

「？　それに何の意味があるというの？」

「まぁそう焦るな、話はここからだ」

　この玲奈の反応も想定通りで、俺はニッと笑ってみせる。

「優香が一科目赤点を取るごとに、俺にハンデとして十点加点。その上で玲奈が勝てば、俺が一つ何でも言うことを聞く……ってのはどうだろう？」

「……！」

　俺の提案に、玲奈は目を見開いた。

「つまり、紅林さんに調きょ……もとい、勉強を叩たたき込むほどに私が有利になっていくということね……！　わかったわ、受けましょう！」

「いや怖い怖い怖い！　今この人、完全に調教って言いかけたよね!?　アタシに対して向ける目、完全に家畜を見るやつになってるよね!?　そりゃ赤点回避出来るなら嬉うれしいけど、今度はアタシのリスクが高すぎるっていうか何でも言うこと聞いてもらえるとか青海さんばっかりズルいと思います！」

　優香が、早口で一息に言い切る。

「もちろん、優香にも同じ特典を用意する」

　俺は、今度は優香へと不敵な笑みを向けた。

「一つも赤点取らなかったら、何でも一つ言うことを聞こう」

「ホント!?」

　優香の顔に、パッと笑みが咲く。

「覚悟なさい、紅林さん。貴女あなたに一つも赤点を取らせないよう、ビシバシいくから」

「望むところだよ！　アタシ、どんな厳しい指導にだって耐えてみせるから！」

　威圧感を放つ玲奈に、前向きな表情の優香。

　二人、ガッチリと固く握手を交わしあった。

　よし、どうにか上手うまい着地点に導けたんじゃないだろうか。何でも言うことを聞くっつっても、二人だってそんな無む茶ちやなことは……。

「にゅふふ、何でもかぁ……あれかこれか……いや、でもその程度じゃ勿もつ体たいない気もするからぁ……キャッ!?　そこまで踏み込んじゃう!?」

「うふふふ……何でも……何でもね……何でもということは、何でもという意味……つまり、孝平くんを自由に出来るということ……」

　無茶なことは言わない……よね？








第５章　テスト前後のエトセトラ










☆雨の日の心理戦






「テスト前だと部活がないから、孝こう平へいと一緒に帰れるのがいいよねー」

「同意はするけれど、貴女ちゃんと自宅でも勉強しているんでしょうね？」

「うっ……い、一応は？」

「この子の部屋に監視カメラでも付けてやろうかしら……」

「ははっ……頑張ろうな、優ゆう香か」

「はい……」

　そんな雑談を交わしながら、昇降口へと向かう。

　靴を履き替え、外へ……っとと、傘を忘れないようにしないとな。今日は天気予報じゃ夕方から雨って話だったし、実際分厚い雲に覆われた空は今にも降り出しそうだ。

　……なんて考えていたら。

　──ポツ……ポツ……ポツポツポツ……ザァーッ！

　最初に数滴の雨粒が降り注いできたかと思えば、瞬く間に土砂降りになった。

「間が悪いな……」

　なにも、今まさに帰ろうって時に降り出さなくても……。

　まぁでも、やっぱり傘持ってきて正解だったな。

　……って、あれ？

「二人共、傘は？」

「あははー、うっかり忘れちゃって」

「同じくよ」

　傘を取る様子がない二人に尋ねると、そんな答えが返ってきた。

　二人共、なんか嬉しそうに見えるけど……あぁ、なるほど。

　狙いは、『相合傘』か。

　とはいえ……。

「そっか、参ったな……」

　もちろん、どっちか一人だけなら俺の傘に入ってもらえばいいんだけど……。

「……ちなみに、この傘を二人で使って俺はダッシュで帰るっていうのは？」

『チィッ！』

　傘を差し出すと、盛大に舌打ちされた。

　まぁ、そうなるよな。しかし、もう一人を放ってどっちかとだけ相合傘するわけにもいかないしな……どうするのがベストか……。

「まー、しゃーないか……」

「仕方ないわね……」

　そんな風にボヤきながら、二人はほぼ同時に自分の鞄かばんへと手を入れた。

『っ!?』

　かと思えば、ハッとした表情で顔を上げてお互いを見る。

　二つの視線が交錯して──




紅林優香




　鞄に手を入れる青お海うみさんの姿を見て、アタシは瞬間的に悟った。

　この女、持っているな……!?

　折りたたみ傘を持ってるくせに、孝平と相合傘をしたいがために持ってないフリをするだなんて……！　なんて浅ましい女なの……！

　だけど、そういうことならまだチャンスはある！

　青海さんにだけ傘を出させれば、アタシが孝平との相合傘をゲットだよ……！




青海玲奈




　鞄に手を入れる紅林さんの姿を見て、私は瞬間的に悟った。

　この女、持っているわね……!?

　折りたたみ傘を持っているにも拘かかわらず、孝平くんと相合傘をしたいがために持ってないフリをするだなんて……！　なんて浅ましい女でしょう……！

　だけど、そういうことならまだチャンスはあるわ！

　紅林さんにだけ傘を出させれば、私が孝平くんと相合傘出来るというわけね……！




紅林優香




「どうしたのかな、青海さん？　もしかして、折りたたみ傘を持ってるとか？」

　まずは、軽いジャブ。

　持ってることは、お見通しだよ？　さっさと出しちゃえば？

「いいえ、タオルを出そうと思っただけよ。濡れた時に備えてね」

　と、鞄からタオルを取り出す青海さん。

　まぁ、流石にそう簡単にボロを出したりはしないよね……。

「紅林さんこそ……鞄に手に入れたまま固まってしまって、どうしたの？　折りたたみ傘、早く出せばいいじゃない」

　ふっ、向こうもお見通しってわけか……そりゃそうだよね。

「ふふっ、なんのこと？　アタシもこれを出そうとしてただけだよ。ちょっと、鞄の中がごちゃっとしてて探すのに時間がかかっちゃったけど」

　と、アタシも何事もなかったかのようにタオルを取り出す。

「いやぁ、困っちゃったなー。折りたたみ傘なんて持ってないしなー」

「そうね、困ったわね。折りたたみ傘なんて持っていないもの」

「……青海さん、本当に持ってないのぉ？　実は隠してるだけなんじゃなぁい？」

「そんなことをして何になるというの？　というか……そんな発想が出るということは、貴女の方こそ実は折りたたみ傘を持っているんじゃなくて？」

「ははっ、そんなわけないじゃーん」

　チッ……このままじゃ埒らちが明かないね……何か……何か、攻めどころはないかな……？

　さりげなく青海さんのことを観察してみると……おや？　あれって、もしかして……。

「ねぇ、青海さん。そのキーホルダー、いつもは付けてないよね？　どうしたの？」

「あぁ、これ？」

　尋ねると、青海さんは鞄に付けている簡素な車のキーホルダーを摘つまみ上げる。

「今朝の占いでラッキーアイテムが『お菓子のおまけ』だって言っていたから、ちょうど家にあったのを付けてきたの」

　青海さんの趣味とは合ってなさそうだし、もしかしてと思ったけど……ビンゴ！

　ふふっ、占い好きが裏目に出たね青海さん……！　残念ながら、そのキーホルダーは今日のアンラッキーアイテムだったみたいだよ！

「へぇ、そうなんだ？　占いって、もしかして『めざますテレビ』の？」

「えぇ、そうね」

「アタシもいつも見てるよー。あれ、意外と当たるよねー」

　まずは、雑談で油断させる……！

「まぁ、鰯いわしの頭も信心からという感じだけれど」

「いやぁ、アタシ今朝は見逃しちゃってさー」

　ここで、予防線も忘れずに張っておいて……！

「乙女座、何位だった？」

「残念ながら、十一位だったわね」

「あちゃー、そっかー。どうりで今日、なんか運が悪いと思ったよー」

　なんてね。むしろ、最高の結果だよ……！

「……あれれぇ？　でも、おかしいなぁ？」

　ここで、刺す！

「あの番組、十一位から発表していって最後に一位と十二位の発表だからぁ……十一位を知ってるってことは、占いを最初から見てたってことだよねぇ？　だとすれば、直前の天気予報を見てないってことはないんじゃないかなぁ？」

「っ!?」

　ふっ……今更自分の失態に気付いても遅いよ青海さん！

「まさかピンポイントで占いが始まる瞬間にテレビを付けただとか、そんな苦しい言い訳をしたりはしないよねぇ？」

「くっ……！」

　さぁ、認めちゃいなよ！　天気予報を見て、折りたたみ傘を持ってきてるって！

「……ふっ」

　小さく笑う青海さん。

　潔く負けを受け入れた笑みってことかな？

「そもそも私は、『天気予報を見ていない』だなんて一言も言っていないけれど？」

　それは、確かにそう……かな？

　だとしても、優香ちゃん大勝利って結果は変わらないけどね！

「そして、天気予報を見たからといって傘を持ってきているとは限らないでしょう？」

　ふふんっ、小こ賢ざかしい言い訳を……。

「いやいや、それこそおかしいでしょぉ？　用意周到な青海さんが、あの天気予報を見て傘を持ってこないはずがないじゃなぁい？」

「私、こう見えて案外抜けたところもあるのよ」

「なるほどそれは確かに」

　……ほぎゃぁしまったぁ!?　思わず頷うなずいちゃった!?

　だ、だって、今までのあれこれを思い出すと一ミリも否定出来る要素がないし……。

「……どういう意味かしら？」

「いや、なんで自分から言っといて半ギレ気味なの!?」

　えっ、待って待って？　まさかこの人、自分じゃ抜けたところがないと思ってらっしゃる……？　いやいや、まさかそんな……。

「まぁ、それについては今はいいわ」

　そ、そうだ。今は青海さんの自己認識について思いを馳はせたりしてる場合じゃない。

「そんなわけだから、意外と抜けたところがある私は天気予報で夕方から雨であることは確認していたけれどついうっかり傘を持ってくるのを忘れてしまったのよ」

　くっ……これは、アタシの攻め方が悪かったかもしれない……！

　よりにもよって、最強の免罪符『ついうっかり』を青海さんに与えてしまった……！

　これじゃ、どんなに追い詰めても『でも、ついうっかり』で済まされちゃう可能性が高いよ……！　青海さん、今までの己の失態を逆手に取るとはなんていう策士……！　たぶんそこまで考えての発言じゃないと思うけど……！

「それより……貴女あなたの方こそ、今おかしなことを口走ったわよね？」

　え……？　アタシ、なんか言ったっけ……？

　ちゃんと、『占いは見逃しちゃった』って言ったし……。

「『あの』天気予報？　それって、件くだんの天気予報を見てないと出てこない言葉よねぇ？」

「あっ……」

　し、しまったぁ……！　青海さんを追い詰めるのに集中しすぎて、終盤で自分のディフェンスが甘くなってたぁ……！




青海玲奈




　策士策に溺れるとはこのことね、紅林さん？

　己の迂う闊かつな発言を呪うがいいわ。

　一方の私は、『ついうっかり』という最強の盾を手に入れた。私に『抜けたところがある』だなんて、あらぬ疑惑の余地を残してしまうことにはなったけれど……まぁ今までの行動から考えて、風評被害だってことは自明だし気にすることもないでしょう。

　これで、私の勝利よ！

「い、いやぁ、アタシもその、ついうっかり……」

「あらあらぁ？　紅林さんに限ってそんなことがあるのかしらぁ？　もしそれが事実なら、孝平くんに色々としてあげる前にもっと自分のことをしっかりするべきではなくて？」

「ぐむっ……」

　ふふっ、今までのキャラ付けが仇あだになったわね？

　こう言い方をすれば、肯定するのは難しいでしょう。

　私の勝利は揺るがないわ！

「あっ！」

　んんっ……？　何か思いついたような表情ね……？

「そうそう、しっかり者のアタシはちゃんと折りたたみ傘は持ってきたんだけどねー。登校途中に、野球のボールが飛んできてさー。咄とつ嗟さに鞄でガードしたら折りたたみ傘に当たっちゃったみたいで、壊れちゃったんだよねー。いやー、参った参った」

　チッ……そういう方向できたか。

「そんな、明らかに今作ったお話が通じると思って？」

「困るなぁ青海さん、そんな言いがかり付けられちゃ。事実だから仕方ないじゃない」

「さっき、『あっ！』って言ったでしょ」

「それはほら、ボールが飛んできた時の衝撃を思い出して」

「そんなに言うなら、その壊れた傘というのを見せてみなさいよ」

「それが、もう壊れちゃったから捨てちゃったんだよねー。参ったなー、こんなことになるなら証拠として持っとけば良かったかなー」

「白々しい……！」

　とはいえ、彼女がこう言い張る以上はなかなか攻めづらいわね……あとはもう、折りたたみ傘の実物を見つけて無事である事実を突きつけるくらいしか……。

「それより青海さん、ついうっかり持ってきた事実を忘れちゃってたりするんじゃないの？　アタシも一緒に探してあげよっか？　ほら、その辺りに……」

「ちょっ……!?　人の鞄かばんの中を覗のぞき込まないでもらえる!?　マナー違反よ!?」

　この女、ついに物理に訴えてきたわね……!?

「いやいや、あくまで親切心だから。こういうのって、自分じゃ見つからなくても他人が探すと一発だったりするじゃない？　ほら、そんなに隠さないで」

「くっ、流石さすが陸上部だけあって素早い……！」

　単純なフィジカル勝負になってくると、分が悪いと言わざるをえないわね……。

　だけど、絶対に折りたたみ傘を所持しているとバレるわけにはいかないわ……！

　最初の段階ならまだしも、今となっては絶対に……！

　だって……だって……本当は傘を持っているのにこんなに頑かたくなに隠しているだなんてことがバレたら、まるで私が孝平くんと相合傘したくてしたくてたまらないみたいじゃない！　ここまできたら、なんとしても隠し通す必要があるわ……！

「というか貴女はキャラ的にバレてもノーダメージなんだから、ここは譲りなさいよ！」

「急に何の話!?」




白石孝平




　ふむ……このやり取り、さては二人共持っているな？

　それを指摘するのは簡単だけど、二人の望むところじゃないだろう。

　そうなってくると……よし。

「二人共、こっちに寄ってきてくれないか？」

『……へ？』

　言い争っていた二人は、俺の言葉にキョトンとした表情となる。

「いいけど……」

「どうしたっていうの……？」

　怪け訝げんそうな顔ながらも、二人はこちらに身を寄せてくれた。

　それに対して、俺は両手を広げて。

『わひゃっ!?』

　二人をギュッと抱き寄せると、二人の声が重なる。

「ちょ、ちょっと孝平!?」

「いきなりどうしたの……!?」

「窮屈で悪い。だけど、こうして三人で一つの傘に入るのがベストかなって」

　間近に見える二人の顔が、見る見る朱色に染まっていった。

「そ、そういうことなら仕方ないわね……！　私たち傘を持っていないものね……！」

「んぅっ……孝平を抱きしめるのも好きだけど、抱きしめられるのも好きかもぉ……！」

　顔を逸そらす玲奈と蕩とろけ顔の優香を伴い、傘を広げて雨の中へと歩き出す。

「二人共、もうちょっと近づいて？　このままじゃまだ濡ぬれちゃいそうだ」

「そうね、濡れないために仕方ないわね……！」

「うふふぅ……孝平の腕、力強いよぅ……！」

　腕に力を込めると二人は更に密着してきてくれて、どうにか雨に濡れずに進めそうだ。

「おい、なんかえらい格好で出てきた奴やつらがいるぞ……」

「誰か傘貸してやった方がいいんじゃないか……？」

「やめとけ……本人たちは幸せそうだ……」

　なお、周囲の声については聞かなかったこととする。








☆金かな森もり日和ひよりから見た三人






「ねぇねぇ、愛してるゲームしようよ！」

　とある休み時間、優香がそんな提案をしてきた。

「愛してるゲームって、あれか。確か『愛してる』って言って、照れたり笑ったりした方が負けっていう感じのやつだよな？」

「そうそう、それそれ！」

　俺が知っていたことが嬉うれしいのか、優香はニパッと笑う。

「面白そうなゲームね。私もやってみたいわ」

　と、玲奈も乗り気みたいだ。

「……青海さんて、アレだよね。必敗の勝負に乗ってくる度胸が凄すごいよね。そういうとこ、割と普通に尊敬するよ」

「どういう意味かしら……？」

　本当にわかってなさそうな顔だな……。

「うん、まぁ、もう結果は見えてるなって思って」

「そうね、私の勝利で。あまりに私に有利すぎるゲームで申し訳なく思うくらいだし」

「……そうだね、青海さんの言う通りだね」

「なぜ優しい笑みを浮かべるの……？」

　生温かい目を向ける優香を、玲奈は不気味そうに見ている。

「しかし、やるなら審判役がいた方がいいかもな」

「別に、お互いで判定すればいいでしょう？」

『うーん……』

　玲奈の言葉に、俺と優香が唸うなった。たぶんだけど、俺や優香が指摘しても玲奈は照れてるって認めない気がするんだよな……。

「ほら、第三者の目もあった方が公平感あるだろ？」

「まぁ、そうかもしれないわね」

　とりあえず、納得はしてくれたみたいだ。

「それじゃあ……」

　誰に頼むか……と考えながら、教室を見回してみる。

　が、タイミングが悪いのか談笑してたり勉強してたりしてる人が多い。それを邪魔してまで頼むもんでもないしなぁ……誰か、暇そうにしてる人とかいないかな……おっ！




金森日和




　自分で言うのもアレだけど、私はとってもモブっぽいと思う。

　クラスで目立たない存在。友達がいないわけじゃないし、イジメられたりしているわけでもない。そんな特徴さえもない、一般ピーポー。

　だからってわけでもないけど、時々あの人たちのことが羨ましく思うことがある。

　白石くんに、青海さんと紅林さん。間違いなく、ウチのクラスで一番有名な人たち……というか、割と他クラスにも知れ渡っているみたい。

　まぁ、それはそうだろう。

　白石くんを巡る勝負なんて名目で、所構わずイチャイチャしてるんだから。

　だけど……そうじゃなくても、元から目立つ人たちだ。

　白石くんは、人当たりが良くて友達が多い。私は去年も同じクラスだったけど、去年もクラスの中心人物だった。空気を読むのが上手うまくて、気遣い上手。喧けん嘩かの仲裁とかにも積極的に入ってくれるし、彼を頼りにしている人は沢山いる。今でこそこんな状況だけど本来は成績も優秀な優等生で、先生方の信頼も篤あついと思う。

　紅林さんは、言わずと知れた陸上部のエース。二年生にして全国区の選手で、何度も集会で表彰されてる。そして、男子の中心人物が白石くんなら女子の中心人物は紅林さんだ。明るい性格で、ムードメイカー的存在って感じ。あと、誰が言い出したのかは知らないけど学年二大美少女とやらの一人ともされてる。

　そして、紅林さん以上に言わずと知れた存在が青海さん。小さい頃からいくつも絵で賞を取ってるらしいし、彼女も集会じゃ表彰の常連だ。勉強でも全国模試上位常連の、完璧人間。だけど青海さんの場合、目立つ何よりの理由はその見た目かも。凛りんとして人を寄せ付けないような孤高の雰囲気は、見る人を否いや応おう無なしに魅了する。もちろん学年二大美少女のもう一角は彼女だ。

　憧れなのか羨望なのか自分でもよくわからないけど、そんな三人が気になって私はよく観察していた。遠目にだから、会話の断片くらいしか聞こえないけど……。

「っ……！」

　ヤバッ!?　白石くんと目が合っちゃった……！

　何見てんだよキメェ、とか思われちゃったかな……って、こっちに来た!?

「金森さん」

「あっ……私の名前、知ってるんだ……」

　開口一番、思わずそう言ってしまった。

「ははっ、そりゃ知ってるよ。去年も同じクラスだったんだしさ」

　いや、その上で私なんて認識されてないと思ってたんで……。

　にしても白石くん、私に何の用なんだろう……？

「今から俺たち、愛してるゲームっていうのをやるんだけどさ。あっ、知ってる？」

「あ、うん」

　さっき説明してるとこは聞こえてきてたからね。

「そりゃ良かった」

　これだけのことで、ニコッと爽やかに笑う白石くん。

　顔立ちも整ってるし、モテるのも納得だよなぁ……。

　なんて、ぼんやり考えていて。

「それで金森さんに、審判役をお願い出来ないかな？」

「あ、うん」

　流れで、さっきと同じように頷うなずいてしまった。

　……あれ、ちょっと待って？　私、今何を頼まれた……？

「ありがとう、助かるよ！　それじゃ審判、よろしく！」

　はい!?　私が審判!?

「実は……俺や優香じゃ、玲奈に『照れてるだろ』って言いづらくてさ」

　私の耳に口を寄せて、コソッとそんなことを囁ささやく白石くん。

　いやいやいや、私の方が百倍言いづらいんですが!?

「審判役、やってくれるってー」

「ホント？　ありがと、金森ちゃん！」

「手間をかけるわね、よろしくお願いするわ」

　正直、紅林さんまでが私の名前を知ってたことが意外だった。

　嬉しくなかったと言えば、嘘うそになる。

　あの三人の中に交ざるっていうシチュエーションに、ドキドキしている自分もいる。

　……けれど。

「だけどやるからには、くれぐれも公平なジャッジをお願いするわよ？」

「ひぇっ!?」

　いやこのドキドキは、たぶんお化け屋敷に入る時とかのに近い気がするなぁ!?

「あぁ、金森さんはもしかして玲奈と話すの初めて？」

「う、うん……」

　というか青海さんに関しては、話したことのある人の方がレアだと思う。

「最初はちょっと怖く見えちゃうかもしれないけど、脅したりしてるわけじゃないから安心してね。本人に他意はないんだ」

「そーそー、目付きが悪いだけだもんね」

　そう……なの？　さっき、『誤審なんてしたら首を刎はねるわよ？』って感じの目で睨にらまれた気がするんだけど……。

「失礼ね、誠心誠意お願いしているっていうのに」

「ははっ……玲奈の誠意は伝わりづらいから」

「ていうか青海さん、誠意なんて概念持ってたんだね？」

「貴女あなたはさっきから普通に失礼なことを言っているわよね？」

　だけど……確かに。紅林さんを睨んだりはしてるけど、なんだかそれもじゃれ合ってるような感じ……なの、かな？　思ってたより怖い人じゃないのかも……。

「さて、それじゃあ始めようか。審判、最初は誰から誰への『愛してる』にする？」

　えっ、そこも私が決めるんだ……。

「えっと、じゃあ……ぴぅ!?」

　青海さんが『私と孝平くんを選ばないと縊くびり殺す』とばかりの目で見てくる!?

　い、いやいや、落ち着け……思ったより怖い人じゃない……思ったより怖い人じゃない……だけど、せっかくだから青海さんを選ぶね？　べ、別に怖いからじゃなくて……その、厳正な抽選の結果そうなっただけだから……。

「し、白石くんが青海さんに『愛してる』で……！」

「よしきた」

「孝平くん、手加減は無用よ」

　あっ、良かったなんだかちょっと機嫌よくなったっぽい……かな？　たぶん……。

「もちろんだ。いくぞ、いいか？」

「いつでもどうぞ」

　澄ました表情でそう言う青海さん。

　……だけど、なんか既にちょっと顔が赤いような？

「玲奈……愛してる」

　はわっ……キリッとした表情の白石くんが言うと絵になるなぁ……全然正面から言われたわけじゃない私でさえもなんだかドキドキしてきちゃった……。

　こりゃ、青海さんは……と、目を向けると。

「っ……！」

　あぁ、やっぱりめちゃくちゃ赤くなってる！　口元が凄いニヤけてる！　なんかプルプル震えてるから耐えようとしてるんだろうけど、一ミリも耐えられてない！

　これは、同じクラスになって……というか、この『勝負』が始まって初めて知ったことなんだけど。青海さんは一見、無表情でほとんど笑ったりしないように見えて……というか、実際普段は割とそうなんだけど。白石くんの前では、感情ダダ漏れになるんだよなぁ……恋する乙女って、可愛かわいいな。

　なんて思って、クスリと笑いながら。

「照れちゃったから、青海さんの負けですねー」

「は？」

「ぴぁ!?」

　判定を下したら、なんか凄すごい目で睨まれたんだけど!?

　い、いやいや、落ち着きなさいって私……別にこれも脅してるわけじゃなくて……たぶん、ちょっと驚いて思わずこっちを見ちゃっただけ……きっと、そう……。

「照れてないわよね？」

「はいはい青海さん、脅すの禁止ー」

　やっぱり脅してたんじゃん!?　『判定を覆さないと埋めるわよ？』ってメッセージを読み取った私が正しかったんじゃん！　思った通り怖い人なんじゃん！

「ははっ……まぁ実際、ちょっとだけ照れが見られたかもな？」

「……そう。第三者と孝平くんがそう言うなら仕方ないわね」

　ホッ……流石さすがは白石くん、上手いこと収めてくれた……。

　うぅ、だけどまだドキドキしてるよ……もちろん白石くんの『愛してる』を引きずってるわけじゃなくて、青海さんの暗殺者の目が怖くて……。

「じゃ、じゃあ次は白石くんから紅林さんに『愛してる』で……」

「わかった」

「よーやくアタシの出番だねっ！」

　だけど、怖いゾーンはもう終わりだよね……良かった……。

「あっ、そうだ金森ちゃんさ」

「はい？」

　紅林さんは、優しいしね。

「事前に、一つだけ確認なんだけどさ」

　んんっ……？　ど、どうして至近距離にまで顔を近づけてくるの……!?

「アタシたち、お友達だよね？」

「ぴぅ!?」
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　怖っ!?　笑顔なのに目だけ笑ってない分、もしかしたら青海さんより怖いかも!?

　い、いやいや、きっと紅林さんには脅す意図なんてなくて……。

「こらこら、脅すな優香」

　やっぱ脅してるんじゃん!?

　なんなのこの人たち!?　なんで毎回欠かさず脅してくるの!?　前世で山賊か何かだったの!?　思ってたより全然怖い人たちだったよ！

　も、もしかして白石くんも……!?




白石孝平




　ははっ……優香の奴やつ、なんか緊張してる感じの金森さんを和ませようとして冗談で脅しみたいなこと仕掛けたわけだけど……。

「怖い……怖い人たち……とんでもないところに来てしまった……」

　普通に逆効果だったみたいだな？

　流石にこのままだと金森さんも可哀かわいそうだし、誤解を解いてフォローしとかないとな。

「あの、金森さん……」

「何もせずとも屈するので脅さないでください！」

　お、おぅ……だいぶ食い気味に叫ばれてしまった……。

　いや、ていうかそんなことを大声で言われると……。

「おぉ、白石が金森さんを脅して屈させとるぞ」

「いや、何もせずとも屈するって言ってるんだから脅してはいないんじゃないか？」

「じゃあ、単に屈させたんだな」

「何を言ってるかよくわかんねーが、脅して屈させるより酷ひどい気がするな？」

　この日、俺の風評被害が新たに広がった。




　なお、この後金森さんにはちゃんと話して誤解は解きました。

　解けた……と、思う。たぶん。

　なんか、涙目で震えながら「わかっています……全て理解しています……だからもう何も言わないでください……」って言われたんだけど……解けてる……といいなぁ。








☆俺様なカレ






　とある昼休み、廊下にて。

「おっと。玲奈、よそ見してると危ないぞ」

　優香と言い争っていて、前方不注意になっていた玲奈。沢山の荷物を抱えて前が見えてないらしい男子生徒とぶつかりそうだったんで、咄とつ嗟さに引き寄せて壁際に退避する。

　結果。

「あー、いいなーいいなー壁ドン！」

　優香が言う通り、壁ドンみたいな形になった。

「あ、ありがとう……なるほど、こういうのも悪くはないわね」

　少し目を逸そらしながら、玲奈は口元をもにょもにょさせる。

「孝平、アタシもアタシも！」

「ははっ、了解」

　両手を上げてアピールする優香へと、頷いて返す。

「はいっ、いつでもどうぞ！」

　壁際に背を付けて、準備万端といった感じの優香。

　そこに半ば覆いかぶさるような形で、壁に手をつく。

「こんな感じか？」

「んー！　いいねぇこの距離感！」

　優香も笑顔で、ご満悦の様子だ。

「……あー、でも」

　かと思えば、その笑顔が引っ込んだ。

「なんていうかこう……荒々しさが足りないっていうか？　もうちょっと、襲われてる感みたいなのがほしいところだよね」

「貴女、マゾっ気もあったの……？」

「や、そういうのじゃなくて！　好きな人に襲われたい的な願望、あるでしょっ？」

「理解しかねるわね」

「えー？　そっかなー？　あると思うけどなー？」

　眉を顰ひそめる玲奈に対して、優香は首を捻ひねる。

「なかなか難しいんだな」

　壁ドンの姿勢のまま、俺も苦笑を浮かべた。

「んー、でもこうして常に気遣ってくれる優しさが孝平だし……」

「そんなに真剣に考えることじゃないでしょうに……」

　むむむと唸うなる優香に、玲奈が呆あきれた目を向ける。

「あっ、そうだ！」

　何か思いついた表情で、優香がパンと手を打った。

「ねねっ、こっち来て」

　と、小走りで教室に戻っていく。

『……？』

　俺と玲奈は顔を見合わせ、疑問を浮かべた後で優香に続いた。

「ちょーっと待っててねー……」

　優香は自分の机に駆け寄り、鞄かばんから財布とソーイングセットを取り出す。

　財布から抜き出したのは、五円玉。次いで、ソーイングセットから糸を伸ばしてチョキンとハサミで切る。そして、五円玉の穴に通した。

「じゃん！」

　それを、得意げに掲げて見せる。

　これって……。

「催眠術、やってみよう！」

　まぁ、そうだよな。

「催眠術で性格を変えちゃえば、荒々しく壁ドン出来るかもでしょ？」

「なるほどな？」

　なるほどか？

　まぁでも、優香がやりたいって言うなら付き合おう。

「わかった、やってみてくれ」

　さて……一応かかる努力をしてみようとは思うけど……催眠術にかかる努力って何だ……？　あるいは、かかったフリをするのが正解なのか……。

「じゃあ、いくよー」

　優香は、俺の目の前に五円玉をぶら下げる。

「あなたはだんだん俺様キャラになーる、俺様キャラになーる」

　俺様キャラなー、ちゃんと演じられるか………………んんっ？

　あれ……？　なんだか意識が……？




青海玲奈




「俺様キャラになーる、俺様キャラになーる。さぁ、どんどん唯我独尊な気持ちになっていくよー。周りの人間は全員家畜だよー。俺様だけが正義だよー」

　そんな男、普通に嫌じゃない……？　本当に、理解に苦しむわ……。

「口癖は『おもしれー女』だよー」

　というか、無駄なことを。素人が催眠術なんて……って、あら？

「それじゃ、アタシがパンッて手を叩たたいたら俺様な孝平が目覚めるからね？　いい？」

「あぁ……」

　なんだか孝平くんの目、トロンとしてきてない……？

「さん、にぃ、いち、はい！」

　紅林さんがパンと手を叩くと、孝平くんはハッとしたような表情になる。

　いや、まさかそんな……。

「ねぇ孝平、アタシのことどう思う？」

「ふっ……俺に催眠術をかけようとするとは、なかなかおもしれー女だな」

　いやいや、孝平くんが演技をしているだけに決まって……。

「俺様のハーレムに加えてやってもいいぜ？」

　あ、顎クイ……！　それに、なんて傲慢な表情なの……!?　この自信満々で荒々しい顔、まるで別人みたいに見えるわ……えっ、まさか、本当に……!?

「ふ、ふんっ！　誰もがアンタに靡なびくと思ったら大間違いなんだからね！」

　それはそうと、紅林さんのそのキャラは何なの……？

　言葉の割に、思いっきりニマニマ笑ってるし……。

「くくっ……俺様にそんな態度を取った女はお前が初めてだぜ」

　というか、さっきから何か寸劇が始まってない……？

「唇を塞がれても、同じことを言えるかな？」

　孝平くんは、紅林さんに顔を近づけていって……って。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　流石さすがにやりすぎよ！　紅林さんも目を瞑つぶらない！　さっきの一旦拒絶するみたいなキャラはどこにいったっていうの!?」

　思わずストップをかける。

　なんとなく、今の孝平くんなら本当にキスまでやりかねない気がするもの……。

「ふっ」

　孝平くんの目がこちらを向いて、思わずドキッとしてしまう。

　いつもの優しげな表情ももちろんいいけど、この鋭い視線もこれはこれで……。

「心配しなくても、お前のことを忘れちゃいないさ」

　こ、今度は私に顎クイ……!?

『お前』って呼ばれるのも、なんだか新鮮に感じるわね……！

「あ、貴方あなたに『お前』呼ばわりされる筋合いなんてないのだけれど……!?」

　……ハッ!?　なのに、口では真逆なことを言ってしまった……!?

　これが『俺様キャラ』とやらの力だと言うの……!?




紅林優香




　青海さんは、この孝平を前にしても普段とあんまり変わんないなぁ……。

　……って、あれ？

　よく考えたら、俺様キャラでグイグイ行っちゃう孝平って謎のツンデレ感を見せる青海さんとガッチリ相性噛かみ合っちゃうのでは……？

「なかなかおもしれーことを言う女だな」

「人のことを『女』呼ばわりだなんて、失礼だと思わないの？」

「ふっ……なるほど、初めて言われた意見だ」

「今まで、よっぽど周りの人に恵まれなかったのね」

「くくっ、そうかもしれないな」

　ほら、なんかもうガッチリ噛み合ってる感じするもん！

　ていうか青海さん、ズルい！　そういうの、アタシがやりたかったやつなのに！　なんかゾクゾクしてる感じの表情だし、普通に楽しんでるでしょ!?

　ここは、早めに催眠を解いた方が良いかも……。

「孝平孝平、ちょーっとこっち見てくれるかな？」

「なんだ？」

　こっちを向いた孝平の目の前に、五円玉を吊つるす。

「もう戻してしまうの……？」

　案の定というか、青海さんはちょっと残念そうだ。

「もう昼休みも終わっちゃうしねー」

「それはまぁそうね……」

　だけど、アタシの言葉に納得してくれたみたい。

「あなたはだんだん、元の孝平に……」

「ふっ」

「あっ、ちょっ……!?　手を掴つかまれると催眠術が……！」

「素直になれよ」

「こ、孝平……!?　顔が近いよ……!?」

「お前が本当にやりたいのは……こんなことなのか？」

「あひゅ!?　耳元で低音ボイス……!?　そ、そうでしゅぅ！　アタシ、本当は俺様な孝平にもっと攻められたいと思ってましゅぅ！」

「貴女あなた、欲望に負けるの早すぎでしょう……」

「っと、いけないいけない……！　孝平、しっかりこの五円玉を見て！」

「俺様に命令するとは、なかなかおもしれー女だ」

「今ホントそういうのいいから！　元の性格に戻っていく～元の性格に戻っていく～！　手を叩けば、元の孝平に戻ってるよ～！　はいっ！」

「……ハッ!?　俺は一体……？」

「よし、これで戻って……」

「この状況……俺が催眠術にかかっていた確率、九十八パーセント……」

「ねぇちょっと、紅林さん……これ、今度は何か別のキャラになってない……!?　本当に元に戻ってるんでしょうね……!?」

「あ、あっれー？」
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「孝平？　孝へーい？」

「んんっ……？」

　あれっ……？　俺、寝てたのか……？

　ここ、どこだ……？　教室……？

「孝平くん、私のことをどんな女だと思う？」

　玲奈、なんでそんな心配そうな表情なんだ……？

「どんなって……文武両道、容姿端麗、格好良くて素敵な女の子だと思ってるけど」

「そ、そう………………そんな風に思ってくれてたのね」

　後半は、ゴニョゴニョと消え入るような声だった。

「ちょっと青海さん、ドサクサに紛れてなに抜け駆けしてんの!?」

「確認のために必要な措置よ」

「まぁそうだけど……あっ、じゃあ孝平、アタシのことはどんな女の子だと思ってる？」

「周りまで明るくしてくれるような、元気で笑顔が素敵な女の子……かな？」

「にへへ、そっかぁ。そう思ってくれてるんだねぇ」

　と、頬ほおを緩ませる優香。

　いや、これ何の質問なんだ……？

「ともあれ、無事戻ってくれたようね」

「だねぇ」

　そして、なぜそんなホッとした表情に……？

　って、いつの間にか昼休み終わりかけじゃないか。

「俺、ちょっとトイレに……」

「わわっ……!?」

　慌て気味に立ち上がると、ちょうど通りかかっていたらしい金森さんを驚かせてしまったようで。グラついた彼女の身体からだを、咄とつ嗟さに支える。

「失礼。その可愛かわいい顔に傷が付くようなことがなくて何よりだったよ、子猫ちゃん」

「うぇっ!?　白石くん、急に何!?」

　んんっ!?　なんか今、勝手に口が動いたような……!?

「紅林さん……」

「はい……」

「催眠術は、金輪際禁止ね」

「はい……」




　なお、その日はなぜか一日通して妙なことを口走ってしまうことが多かったものの。

　翌日になったら、なんか治ってた。

　一体、何だったんだ……？








☆初夏の夜の恐怖体験






　既に放課後の恒例になっている、教室での勉強会を終えて。

「結構遅くなっちゃったなー」

　ふと窓の外に目を向ければ、すっかり日も暮れていた。

　教室に残っているのは、もう俺たちだけだ。

「でもその甲か斐いあって、紅林さんもようやく仕上がってきたわ」

「青海さんのスパルタのおかげでね……ありがたさとツラさがちょうどいい塩あん梅ばいでブレンドされすぎてて怖いんだけど、どっかで調教のお仕事とかやってらっしゃった……？」

　涼しい顔で言う玲奈に、優香が死んだ目を向ける。

「帰ってからも、ちゃんと復習を忘れないようにしなさいね？」

「はぁい、女王様……」

「誰が女王様よ」

「ははっ、確かに玲奈は女王様っぽいよな」

「孝平くんまで……」

　三人、雑談を交わしながら立ち上がる……そんな時だった。

　それが、現れたのは。

「ひょえっ!?」

　最初にその存在に気付いたのは、優香だった。

　教室の隅の方を見て、顔を引きつらせる。

『……？』

　俺と玲奈も、そちらに目を向け……即座に、その理由を理解した。

『Ｇ……！』

　三人の声が揃そろう。

　名前を呼ぶのも悍おぞましい、アレ。

　その存在を認識した瞬間……俺は、心を無にした。




紅林優香




　げぇっ、Ｇじゃん……アタシ、あんま得意じゃないんだよなぁ……いやまぁ、アレが得意な女子なんてそうそういないとは思うけど……。

　あっ、だけどこれって逆にチャンスでもあるんじゃない？

「やぁん、怖ぁい！　孝平、どうにかして～！」

　ちょっと甘い声で、目を瞑つぶりながら孝平に抱きつく。

　ふふっ、ここぞとばかりにか弱い女子アピールよ……！

　それに対して孝平は、力強く返事してくれる………………ようなこともなく。

　というか、何の反応もなかった。

「……？　孝平？」

　不思議に思って、目を開けて孝平の顔を確認する。

　すると、穏やかな顔で目を閉じ脱力している孝平の姿が目に入って。

「し、死んでる!?」

　思わずそう叫んじゃった。

　いや、ホントなんか真っ白になって安らかに力尽きてるみたいな感じだからさ……。

「咄嗟に心を閉ざすことで、目の前の事象を拒絶し精神が壊れるのを防いだのね……」

　顎に指を当て、青海さんが神妙な顔でそんなことを言った。

「Ｇ如ごときでそんなに……？」

　ていうか人間、そんな器用に心を閉ざすこととか出来るもんなの……？

「あー……でも、そういや孝平って虫駄目系男子だっけ……」

　なんか思い出してきた。

　中学の頃、山へキャンプに行った時も虫にビビってたっけ……。

　えー、でもじゃあどうしよ。

　アタシも、普通に近づくの嫌なんだけど……。

「……仕方ないわね、ここは私が対処するわ」

「えっ、ホント？」

　と思ってたら、青海さんが溜ため息混じりに名乗りを上げてくれた。

「青海さん、虫いける系女子なんだ！　頼れる～！」

　今回ばかりは心からの称賛を送りながら、彼女の方を見る。

「……って」

　すると。

「いや、めっちゃ腰引けてんじゃん……」

　絵に描いたような、って言葉が相応ふさわしいくらいにめっちゃ腰を後方に引いている青海さんの姿が目に入ってきて、思わず半笑いを浮かべてしまった。

「別に引けてなどいないわ」

　なのに、表情だけは澄まし顔で青海さんはそんなことを言ってくる。

「引けてるよ。ウィキ○ディアに『腰が引けている』のページがあったら今の青海さんの写真を貼り付けたいくらい見事な腰の引けっぷりだよ」

「言いがかりはやめてもらえる？　私は、虫如きにビビる安い女じゃないわ」

　ファサッと髪を振り払う青海さんだけど、めっちゃ腰が引けてる状態だから全然格好がついてなかった。ていうか、その体勢で髪を振り払えるとか器用だね……。

「なんでこんなとこで強がるの……？　高い女も、普通に虫にはビビると思うよ……？」

　前々から思ってたけど、青海さんって変なとこで謎のプライドを見せるよね……。

「いいよもう、アタシがやるから……」

　しゃーなしで、アタシから申し出る。

　まぁ苦手ではあるけど、どうしても無理ってほどじゃないし。

「いいえ、ここは私に任せて貴女は引っ込んでいなさい」

　だけど、なぜか青海さんに引く様子はない。

「ここ張り合う意味なくない……？」

「私は、貴女に何一つとして負けるつもりはないもの」

「アタシは別に、こんなとこは負けてもいいんだけど……」

　というか、負けられるなら積極的に負けたい場面ですらある。

　けど……。

「どう見ても青海さん、近づくのも無理だよね……？」

　絶賛腰引けスタイルの青海さんは、それどころかこのままじゃ歩くのもままならないと思う。むしろ、よくその格好で立ってられるね……辛つらくない……？

　……と思ったら、全身がプルプル震えてるね。

「いいえ、やってみせるわ……！」

　にも拘かかわらず、何がそこまで意地を張らせるんだろう……。

「そう、この命に替えてでも……！」

「覚悟が重い……」

　ていうか、Ｇ退治で命を失う方が難しいと思う……。

「……待ってくれ、二人共」

　そんな中、孝平が声を上げた。
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　虚無の世界に旅立っていた俺は、再び現世に舞い戻ってきた。

「俺が、やる」

　そう、宣言するために。

「二人に、こんな危険な役割を負わせるわけにはいかない」

「孝平くん……」

「孝平……」

　力強く言い切ると、玲奈が目を潤ませ、優香はなぜか半笑いを浮かべた。

「そんな……孝平くん、駄目よ！　見ただけで心を閉ざしてしまうような貴方あなたが万一実物に触れでもしたら、もう二度と笑うことが出来なくなってしまうかもしれない……！」

　悲痛な表情で、玲奈が縋すがり付いてくる。

「青海さん、過剰な仮定の上に過剰な仮定を重ねて妄想するのやめない？　不毛だから」

「私は……私は、貴方の笑顔を失いたくはないの……！」

「いや……それでも」

　俺は、ゆっくりと首を振った。

「それでも、俺がやる」

　そしてもう一度宣言する。

　もう、覚悟は決まっていた。

　男として……そして、二人の『彼氏』として！

「二人のことは、俺が守る！　ベットするなら、俺の命だ！」

「これ、Ｇ退治の話だよね？　いつの間にか戦場に行く行かないの話にすり替わってたりしないよね？　命、どこにベットするつもりなの？」

「孝平くん……」

　玲奈が大きく目を見開く。

「……わかった」

　それから、フッと微笑ほほえんだ。

「そこまで言うなら、止めはしないわ」

　その表情は、どこか晴れやかなもの。

「だけど……私も行く」

「いや、それは……！」

「死ぬ時は一緒よ」

　玲奈、そこまで俺のことを……！

「ねぇ、もう駆除しちゃっていい？」

「玲奈……」

「孝平くん……」

「いや、この流れでなんか好感度稼ぐのは流石さすがにズルくない!?　馬鹿になれなかったアタシが馬鹿みたいじゃん！　ほら、見つめ合って二人の世界作ってないで！　もうやっちゃうからね!?　Ｇ、駆除しちゃうよ!?」

　と、その時だった。

「っ、きゃあ!?」

『っ!?』

　優香の悲鳴に、俺と玲奈もハッと我に返る。

　優香は引きつった顔で一点を見つめていて、その先では……。

「ほらもう、二人がうだうだやってるから飛んじゃったじゃん!?」

　奴やつが、こっちに向けて一直線に飛び立っていた……！

「危ない！」

　俺は、咄とつ嗟さに二人を庇かばう形で飛び出し両手を広げる。

　二人のための盾になって散れるなら本望だ……！

　そんな俺の覚悟を前に、奴は……
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　アタシたちのことはスルーして、Ｇは開けっ放しの窓から飛び出していった。

『………………』

　三人で、それを呆ぼう然ぜんと見送る。

　そのまま、なんとなく沈黙することしばし。

「……帰るか」

「そうね」

　何事もなかったかのように孝平が鞄かばんを手に取って、青海さんもそれに倣った。

　いや二人共、切り替え凄すごいな。さっきまでの謎テンションを演じてた人たちと同一人物とは思えない落ち着きっぷりだよ……まぁ、帰ること自体に異論はないけどさ……。

　……って考えたところでふと思う。

「ていうかさ……アタシたちもう帰るだけだったんだし、駆除とか考えずさっさと帰っちゃえばよかったんじゃない……？」

『ははっ、確かにー』

　確かにー、じゃねぇわ。

　はー、なんだったんだろうこの無駄な時間……。








☆金森日和から見た三人・２






　ある日の、ホームルーム。

「はーい、そんなわけで『世界の音楽』と『日本の伝統芸能』の二択なので。どっちがいいか、意見がある人は言ってくださーい」

　俺は、先生の代わりに教壇に立ってクラスメイトのみんなの方を向いていた。

　ウチの高校には年に一回芸術鑑賞会ってのがあって、クラスによってどっちか好きな演目を選べるようになっている。というわけで、今年の芸術鑑賞会でどっちに参加したいのかを決めるのにクラス委員の出番ってわけだ。

「どっちでもよくねー？」

「なんか、どっちもあんまよくわかんなそうだしねー」

「てか、『無し』って出来んの？」

　しかし、クラスの雰囲気はお世辞にも前向きとは言い難い。

　まぁ今はテスト前だし、芸術鑑賞会自体はしばらく後なわけで。こんなことやるくらいならホームルームも自習に充てさせてくれ、って気持ちもあるんだろう。それもわからんではない……が、クラス委員の立場としてはそうも言ってられないからな。

　ここは……ちょっと、『協力』してもらうか。
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　あー、白石くん大変そう……こういう雰囲気になっちゃうと、仮に意見があっても言いにくくなっちゃうんだよね……誰かが先陣を切れば雰囲気も変わるのかもだけど……うぅ、ごめんなさい白石くん、私にその役割は無理ですぅ……。

　なんて思って、万一にも当てられたりしないよう俯うつむいていたところ。

「はいはーい！　アタシは、『世界の音楽』がいいと思いまーす！」

　流石というべきか、停滞した空気感なんて物ともしない感じで紅林さんが元気よく手を挙げながら立ち上がった。クラス中の視線が集まっても全く動じた様子はなくて、見られ慣れている感じがする。

　実際、普段から紅林さんに集まる視線は多い。男子の……特に、『一部』への視線が……あぁいうの、傍はたから見ててもわかるものなんだね……。

「音楽は世界共通っていうし？　たぶん、知らない国の音楽でもノれると思うんだよね」

　という、紅林さんの意見に対して。

「確かにー」

「能とか歌舞伎とか、意味わかんなそうだしねぇ」

「音楽でいいんじゃなーい？」

　クラスの雰囲気は、瞬く間に『世界の音楽』の方に傾いていった。

　元々ほとんどの人はどっちでもいいと思ってるんだろうし、とりあえず最初に出てきた意見に同調してさっさと終わらせとけって感じなんだと思う。

　あんまりこういう決まり方は良くないと思うけど、まぁ仕方ないのかなー……。

「私からも、いいかしら？」

　既に半ば決定って空気感をやっぱり物ともせず、今回立ち上がったのは青海さんだった。クラス中の注目が集まるけど、青海さんにも全く動揺は見られない。

　凛りんとした立ち姿に送られる視線には、女子からの憧れ混じりって感じのもあった。

「世界に目を向けることも大切だけれど、やはり自国の文化は大切にすべきじゃなくて？　日本にいながら、一度も能や歌舞伎を観みたことがないという人も多いでしょう？」

　淀よどみなく、つらつらと述べられた青海さんの意見に対して。

「確かになー」

「一回も観たことないってのもなんか勿もつ体たいない気がするよね」

「伝統芸能もアリじゃなーい？」

　青海さんが言うとなんだか説得力が凄くて……あと、たぶん内心では伝統芸能の方に興味があったけど雰囲気で黙ってた人もいたんだと思う。

　次々、そっち側の意見も出始めた。

「でもさー、青海さーん。アタシも、能とか歌舞伎とかって観てもあんまり意味がわからない印象があるんだけどー」

「能にせよ歌舞伎にせよ、ちゃんとストーリーはあるの。事前にパンフレットも配られるでしょうし、軽くでも目を通しておけば問題ないわ」

「なるほど、そうなんだね」

「そういう意味では、音楽の方が本当の意味では理解が難しいと思うわよ？　歌詞があるにせよないにせよ、他国の音楽というのは想像以上に馴な染じみのないこともあるから」

「そこはまぁ、パッションさえあれば大丈夫じゃない？」

「確かに、そういったものがある種の本質ではあるのかもしれないけれど……もうちょっと、具体的な表現は出来ないものなの……？」

　あっあっ、ヤバい……！　ここで二人が言い合いを始めちゃうと、ホームルームどころじゃなくなっちゃうよ!?　白石くん、まだ比較的穏やかなうちに早く止めてあげてぇ！

　……って、あれ？　白石くん……笑ってる？

　あっ、これってもしかして……。
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「能とか歌舞伎を観たら古典の勉強にもなりそうだし、お得じゃね？」

「でもさ、世界の音楽なんてそれこそこういう機会じゃないと自分から触れなくない？」

「それを言うなら、伝統芸能だって……」

　計算通り、議論が活性化し始めた。

　興味がないなら、持たせてやればいい。

　優香と玲奈には、そのための呼び水の役割を負ってもらった。

　アイコンタクトを送っただけで、二人共しっかりと俺の意思を汲くんでくれて助かる。

　サンキューな、二人共！
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　結局あの後は議論が積極的に交わされて、最終的にはみんな納得の上で『日本の伝統芸能』に決まった。みんな満足げだったし、有意義な時間だったと思う。

　流石だなぁ、白石くん……それに、言葉にしなくてもその意図を読み取って即座に実行に移す紅林さんと青海さんも。

　普段は珍妙なところばっかりが目立つけど、やっぱり凄い人たちだと思う。

「あっ、ねぇねぇ金森ちゃん！　ちょっといい？」

「クラスの総意とは別に、紅林さんとは議論の決着をつける必要があるの」

「だから、悪いんだけどさ。金森さんには客観的な立場で二人のプレゼンを聞いて、最終的にどっちの方が魅力的に思えたのか判定してほしいんだ」

　だけど、私を珍妙なことに巻き込むのはホントやめてもらえないかなぁ!?








☆激辛






「いやー、終わった終わったぁ！　よーやく終わったぁ！」

　中間テスト最終日の日程を全てこなし、優香が清すが々すがしい表情で伸びをする。

「終わったのはいいけれど……別の意味で終わったりしていないでしょうね？　貴女あなたの成績如何いかんによって、私の運命まで変わってくるのよ？」

　ギロリ、と鋭い目で玲奈が優香を睨にらむ。例の『何でも言うことを聞く』の件を言ってるんだろうけど、運命とはまた大げさだな……。

「大丈夫だいじょーぶ！　どの教科も大体解答欄埋めたし！　半分くらい勘だけど！」

「こんなにも安心出来ない『大丈夫』を聞くのは人生で初めてね……」

　自信満々って表情で胸を張る優香に対して、玲奈は不安げに眉根を寄せた。

　つーか、ホントに大丈夫なんだろうか……まぁ、今更言っても仕方ないけど。

「ねぇねぇ孝平！　このあと、パーッとどっか食べに行こうよ！　アタシ、頭使いすぎてめっちゃお腹なかすいちゃってさー！」

「いいけど、今日から部活じゃないのか？」

「や、ウチの部ってテスト最終日まで活動自粛なんだよねー。テスト当日にちゃんと自己採点して復習するように、ってさ」

「……なら、早く帰って復習するべきなんじゃなくて？」

「んなの真面目にやってる子なんていないってー。てか、そう言うなら青海さんは一人で先に帰って復習でもなんでもすればー？」

「それは普通にやるけれど、私の場合は復習が必要な箇所が少ないからすぐ終わるもの。多少寄り道して帰ったところで問題ないわ。貴女と違って、ね」

「ぐうの音も出ないとはまさにこのことだよね……！」

　ちょっと悔しげに呻うめいてから、優香は顔に笑みを戻す。

「って、今はそんな辛気臭い話よりご飯だよー！」

　どうやら頭を切り替えたらしい。

　俺としても空腹感はあったので、その提案に否はない。

「今の話の感じ、玲奈も行くんだよな？」

「えぇ、今はまだコンクールまでかなり余裕もあるし」

「オッケー」

　玲奈の返答に、一つ頷うなずく。

「ちなみに、どっか行きたいとことか食べたいものとかあるか？」

「んー、ガッツリ系？」

「せっかくだし、家では出てこないようなものが良いわね」

　二人の答えを受けて、頭の中で候補を検索。

　一つ、思いついた店があった。

「二人共、辛いのは平気だっけ？」

「むしろ超得意だよー」

「私も、好きな部類ね」

「んじゃ、ちょっと行きたい店があってさ……」

　今度行った時こそは、是非挑戦したいと思ってたんだよなー。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　というわけで、やってきたのは。

「激辛の殿堂」

「辛しん辛しん館かん、ね」

　優香と玲奈が、それぞれ看板の文字を読み上げる。

　そう、店名から真っ赤な看板から全力でアピールしている通りこの『辛辛館』は辛さをウリにしているラーメン屋なのだ。

「らっしゃせー！」

「三人、お願いします」

「はーい！　こちらへどうぞー！」

　元気の良い女性店員さんに案内され、端っこの方の席に着く。

「他にお客さんがいないようだけど……大丈夫なの？　このお店」

「中途半端な時間だからじゃなーい？」

　店内を見回しちょっと不安そうな表情を浮かべる玲奈と、対照的に気楽げな優香。

「それもあるだろうけど、やっぱ客を選ぶ店だからな。ほら、メニューは一種類だけで選ぶのは辛さだけって潔さだし」

　机に用意されたメニューに目を向けると、真っ赤なラーメンの写真の隣に『辛さ控え目』『普通』『辛め』『超辛い』『究極の辛さ』と書かれている。

「ご注文、お決まりですかー？　当店、メニューは『クソ辛ラーメン』一種類のみで辛さだけ選んでいただく形となっておりまーす」

　さっきの女性店員さんが、伝票を手にそう説明してくれた。

「俺はこの、『究極の辛さ』で」

　迷いなく、一番上の辛さを指す。

「じゃあ、アタシもー」

「私も同じもので」

「あ、いや、ちょっと待ってくれ」

　軽い調子で続く二人を、慌てて止めた。

「この店の一番上の辛さはマジで辛いらしいから……ですよね？」

　俺が説明するより説得力があるかと、店員さんに水を向けてみる。

「はいー、当店の『究極の辛さ』は作ったヤツはイカレてんのかってくらいマジでバチクソに辛くなっておりましてー。わたくしバイト初日に『究極の辛さ』を何の説明もなく試食させてきた店長に対して未いまだ色いろ褪あせない新鮮な殺意を抱いておりますー」

　いや、それは知らんけども……。

「てなわけだから、まずは『辛め』くらいからチャレンジした方がいいと思う。俺は前回『超辛い』まで挑戦してるけど、それでも結構な辛さだったしさ」

「平気平気ー。言ったでしょ？　アタシ、辛いの超得意だから」

「私も、問題ないわ」

　うーん……まぁ、警告はしたし後は自己責任か……？

「じゃ、『究極の辛さ』三つで」

「ご愁傷さまで……間違えました、かしこまりましたー！」

　ニンマリ笑って、踵きびすを返す店員さん。

　この人、明らかに俺たちが地獄を見ることを期待してるよな……。

「ふふっ、大げさな店員さんだよねー」

「そうね、そういう部分もエンターテインメントとして提供しているのかも」

「なるほど、色々と考えるもんだねー」

　いやぁ、たぶんガチなんだよなぁ……。




　気楽げな二人とは違って、若干の緊張を抱きながら待つこと数分。

「お待たせ致しましたー、『究極の辛さ』でーす！」

　爽やかなスマイルと共に、店員さんが真っ赤なラーメンを三杯運んできてくれた。

「わたくしと致しましては、永久に待ってた方が良かったと思いますけどねー」

　なんかこの店員さん、だんだん遠慮がなくなってきてない……？

「わー、真っ赤で美味おいしそー！」

「なかなか期待出来そうね」

　二人の台詞せりふがフラグでないことを祈る……。

「いただきまーす！」

「いただきます」

　優香が元気よく、玲奈が丁寧に手を合わせて、箸をラーメンへと向ける。

『ズルズルズルッ！』

　二人共、いきなりそんなに勢いよくいって大丈夫か……!?

　赤は警告色だぞ……!?　本能が警鐘を発しないのか……!?

　と、俺がハラハラ見守る中……二人の動きが、ピタリと止まった。




紅林優香




　いや……いやいやいやいや。

　マッッッッッッッッッッッッジでバチクソに辛いな!?　これ作った人、明らか正気失ってるでしょ!?　だってもうこれ、食べ物じゃなくて兵器だもん！　アタシ今、口内に攻撃を受けてるよ!?　もはや、辛さを感じるフェーズすらなく痛かったもんね!?

　駄目だ、事前にあんなこと言った手前ちょっと格好悪いけどギブアップしよう……流石さすがに兵器は想定してなかったもん、仕方ないよね……。

　うっわ、一口食べただけでめっちゃ汗出てきたよ……。

　………………ん？　汗？

　……閃ひらめいた！




青海玲奈




　いや……いやいやいやいや。

　本っっっっっっっっっっっっ当にバチクソに辛いわね!?　これ作った人、どう考えても精神に異常をきたしているでしょう!?　確かに、辛味は味覚じゃなくて痛覚で感じると言われてはいるわよ!?　だけど普通、少なくとも『辛い』とは感じるじゃない！　こんなダイレクトに『痛い』に繋つながる食べ物なんてある……!?　これ、二口目以降を食べ続けられる人なんていないでしょう……！

　孝平くんと店員さんの忠告に従っておくべきだったわね……せっかく作ってくれたものを廃棄することになって申し訳ないけれど、ギブアップするしかないわ……。

「まぁ二人共、ギブアップするのは恥じゃないからな？」

　まったく、その通りね……と思いながら孝平くんの方を見ると、『チュルチュルッ』とまずは数本の麺を慎重に啜すすっていた。なるほど、私もそうすべきだったのね……。

　まぁ孝平くんもギブアップするというのなら、私もギブアップしやす……。

『チュルチュル……ズルッ……ズルズルズルッ！』

　ちょっ……孝平くん、正気!?　二口目以降を……それも、徐々に豪快に啜り始めるだなんて……！　まさか、この痛みを乗り越えたというの……!?

「なるほど、噂うわさ通りの辛さだけどしっかり旨うま味みが感じられるな……」

　旨味!?　旨味ですって!?　私はそんなもの、一ミリも感じられなかったけれど!?　痛みオンリーだったけど!?　というか今も新鮮な痛みしか感じていないけれど!?

「ふ、ふふっ……確かにそうだねー……」

　紅林さんまで……!?

　……って、いや貴女あなたの場合はそれ明らかに無理してるでしょう!?　なんだかちょっと痙けい攣れんし始めているような気がするし！

「あー、辛い！　辛いけど、好きだからなー！　好きだから食べちゃうなー！」

　あぁっ、だというのに二口目を!?　何がそこまで貴女を駆り立てるというの……!?　ほら、ますます汗が噴き出して……。

　……ん？　紅林さん、どうしてチラチラと自分の胸元を見ているのかしら……？　別にいつも通り無駄な脂肪があるだけで、今は汗でちょっと透け始めているくらい……。

「っ!?」

　瞬間、私の中に閃いた単語……それは、『透けブラ』！

　まさか、紅林さん……この場で透けブラを発生させようというの!?

　考えたわね……！　基本的に、透けブラとは雨に降られた時などに発生するもの。少なくとも、こんな屋内で生じるとはきっと孝平くんも考えていないでしょう。だからこそ、不意打ち的に目にした時のドキドキは格別なものになるというわけね……！

　それに、この場に他にお客さんはいない。フロアの店員さんは女性一人だけだし……どれだけ透けても、他の男性には見られないって寸法か。

　ふふっ……そういうことなら、私も利用させてもらうわよ！

「えぇ、そうね。なかなか良い辛味と旨味ね」

　ふ、二口目……痛っ!?　やっぱり痛みしかない！　もう完全に舌の感覚は麻ま痺ひしているのに、その麻痺を貫通して痛い！

　だけど、見事に汗が噴き出してきたわ……胸の辺りも、だいぶびっしょりになってきたし……さぁ孝平くん、私のこのセクシーショットを刮かつ目もくしなさい！




紅林優香




　いった!?　痛いって!?　一口毎ごとに痛い！　ホントなんなのこれ、食べ物に対する感想じゃないでしょ!?　なんか色々とトッピングも載ってるけど、どれ食べても『痛い』以外の感情が生まれないし！

　だ、だけど狙い通り汗はびっしょりになってきた……！　ブラも、完全に透けちゃってるよ！　さぁ孝平、アタシのこのちょっぴりエッチな格好をよく見てよね！




白石孝平




　なるほど……『辛め』の時から感じてたけど、辛さの奥に感じる魚介の香りがポイントだな。辛さを増す毎に、この香りも強さを増してる。ふっ……ただ辛いだけじゃないってわけだ。それに、トッピングのバランスも抜群だな。チャーシューは程よい厚さに切られてて、しっかりと味の染みた肉の旨味が感じられる。味玉は味玉でまた別の味が染みてる辺りが、流石のこだわりだ。散らされたネギも、良いアクセントになってるな。おっと……こんなところに、生しよう姜がの姿が。これが、どこか爽やかな味わいの正体か……ふふっ、本当に全部の要素が抜群のバランスでハーモニーを奏でてやがるぜ……店長、アンタの手腕には脱帽だよ……今は、この味を楽しむことだけに全ての意識を割こう……。




紅林優香・青海玲奈




　いや、食べるのに夢中で全然こっちの方見ないな!?

　割と本気で命懸けてる感じなんだけど!?




青海玲奈




　くっ……！　これじゃ私たち、完全に食べ損じゃないの……！　いえ、自分で注文した商品を食べてるんだから別に損しているわけではないんだけれど……！

「いやー、だいぶ汗かいてきちゃったなぁ。ねぇ、青海さん？」

　……なるほど紅林さん、とりあえずは孝平くんの気を引かないとということね。

　いいでしょう、ここは協力するとしましょう。

「えぇ、私は本来あまり汗をかかない体質なのだけれど。流石にこれは効くわね」

「ここまで汗かいちゃうと、もう雨に降られたみたいな感じだよねー」

「そうね。もはやびしょ濡ぬれと言っていいレベルね」

　そんな会話を交わしながら、孝平くんの方を窺うかがい見る。

「二人とも、あんまり喋しやべらない方がいいんじゃないか？　下手に舌を動かすと刺激されて辛さが余計にしんどくなるぞ？」

　ぜんっぜんこっちの方見る気配ないわね!?

　あと、舌の方はおっしゃる通り喋る度にめちゃくちゃ痛いわよ！

「ねっねっ、孝平。ちょっとアタシの方を見てみない？　ちょっとでいいから」

「今なら……珍しい私の姿を見れるかも、しれないわよ？」

　紅林さんに合わせて、私もさっきより直接的な物言いに切り替える。

　少々スタンスには反するけれど、この際やむを得ないでしょう。

「ごめん二人共、今はこの目の前の山を登るのに集中したいんだ」

　くっ……！　私たちよりもこの激辛の方に夢中だと言うの……!?

　割と敗北感が半端ないのだけれど!?

　これは手て強ごわいわよ、どうする……？　という意思を込めた目を、紅林さんに向けると。

「………………」

　紅林さんはいつの間にか手を止め、ジッとただ孝平くんを見つめていた。

　……？　これは、どういう作戦なのかしら……？　この私にも読ませないとは、なかなかのポーカーフェイスね……まるで、何も考えていないアホ面にしか見えない完璧な擬態……んんっ？　いや、というかこれ……。

「……うへへ、孝平の汗を舐なめ取ってあげたぁい」

　こ、この女……！　早々に諦めて、孝平くんの汗だく姿を楽しむ方向に切り替えただけだわ!?　なんて薄弱な意思……！　やはり、本来脳に必要な栄養がその無駄な胸部の脂肪に吸い取られているのね……可哀かわいそうに……。

　惰弱な豚と違って、私は初志を貫くわよ！

　……まぁでも、食べながらチラチラ見るくらいはいいわよね？

　孝平くん、基本的に文化系だからここまで汗だくになっているのを見るのは初めてかも……はぁ、こういう姿も新鮮ねぇ……。




白石孝平




「ズズッ……ふぅ、ごちそうさまでしたっ！」

　スープまで完飲し、手を合わせる。

　いやぁ、堪能したぁ。

「って、うおっ!?」

　満足感と共に顔を上げた途端、驚きの声をあげてしまった。

　二人が、なぜか無言でジッとこっちを見つめていたから。

　しかも、なんでそんなにニヤニヤしてるんだ……？　俺が食べてるとこなんて見てても、何も面白いことなんてなかったろうに……。

「ん[image: ん゛]っ、見事な食べっぷりだったわね」

　と、玲奈が咳せき払ばらいしながら表情を改める。

「孝平も汗だくだね、拭いてあげるよっ」

　一方、優香はタオルを手にこっちに身を乗り出して……って。

「おいおい……」

　その段階でようやく二人の状態に気付いて、咄とつ嗟さに目を逸そらす。

「二人共、凄すごい格好になってるぞ……？」

　たぶん汗のせいだろう、シャツがびしょ濡れで下着が完全に透けていたから。

『……？』

　視界の端で、二人が首を捻ひねる様が見て取れた。

『あっ』

　二人共、ようやく今の自分たちの状態に気付いたみたいだ。

『っし！』

　なのに、なぜか二人してガッツポーズを取った。

「うふふ、大丈夫だよ。フロアには、孝平しか男の人いないし」

「そうね。店主さんも、厨房から出てくる人じゃないみたいだし」

　それはそうかもしれないけど……。

「いや、帰り道はどうするんだ？」

『……あっ』

　俺の指摘に、二人はまた声を重ねた。

　明らかに「今気付いた」って顔だ。

「……どうしようね？」

「どうしようかしら……」

　途方に暮れた感じの二人。

「……仕方ないな」

　俺は苦笑しながら立ち上がり、まず上着を脱いで優香の背にかけた。

　それから、今度はシャツを脱いで玲奈の背にかける。

　インナーだけになってちょっと肌寒いけど、まぁその程度は受け入れよう。

「これで、どうにか隠しながら帰れるだろ」

「孝平……」

「孝平くん……」

　二人の目がちょっと潤んで見えるのは、感動しているのか辛さを引きずっているのか。

「うへへ、なんか孝平に包まれてるって感じぃ……」

「これも彼シャツということになるのかしら……なるほど、なかなか悪くはないわ……」

　かと思えば、二人共少し……優香に関してはだいぶ緩んだ笑みを浮かべて、それぞれ俺の上着とシャツをギュッと身体からだに巻きつける。

「でも、それじゃ流石さすがに孝平くんが寒いでしょう……？　孝平くんだって沢山汗をかいて、これから冷えてくるでしょうし」

「た、確かに！　今日、結構涼しいしね……！」

　玲奈の指摘に、優香もハッとした表情となった。

「ははっ、気にすんなって。それくらい……」

「お客様ぁ」

『っ!?』

　笑って肩をすくめたところで、店員さんが急接近してきて三人でビクッとなる。

「その格好でお外に出るには、本日の気温は少々低めかと思いますがぁ」

「はぁ、まぁ……」

「そこで、こちら！」

　と、後ろ手に隠していた何かを前に出す。

「当店、スペシャルジャケットの販売も行っているのですがいかがですかぁ？」

　営業スマイルで、そんなことを提案してきた。

「こちら、本来は汗で透けてしまった女性の皆様にご購入いただくことを想定したマッチポンプ商品となっておりまぁす」

　マッチポンプって言っちゃったよ。

　あれ……ていうか、そういうことなら二人がこれを買えば問題ないんじゃ……。

「元はと言えばアタシたちが原因なんだし、お金はこっちが出すね」

「私も、それで異論ないわ」

　そう思って視線を向けると、二人はサッと目を逸らして財布を取り出した。

　まぁ一着で済むならその方が安上がりだし、いいんだけどね。




　こうして、俺は『激辛の殿堂　辛辛館』という字がデカデカとプリントされてるジャケットを着て帰ることになったのだった。

「……考えてみれば、アタシもジャケット買えばペアルックになったんじゃ？」

「このジャケットじゃ、ペアルックと呼ぶに相応ふさわしい構図にはならないと思うわよ……」

「周りからは、店員さんが並んで歩いてるようにしか見えないだろうな……」

　なんて会話を交わしながら。








☆金森日和から見た三人・３









金森日和




「執事ゲーム、というのをやってみない？」

　青海さんのその言葉を聞いた瞬間、私は席を立って早足に廊下へと向かった。

　今度こそは……今度こそは巻き込まれないようにしないと……！　白石くんは空気の読める人だし、私のこの急いでる感を察して今度こそ話しかけてくることは……。

「審判の人、ちょっと待ってもらえるかしら」

　ほぎゃあ!?　あんまり空気とか読む気なさそうな人に捕捉されたぁ!?

　ていうか、なんか審判の人呼ばわりされている!?

　まぁそりゃ、青海さんは私の名前なんて覚えてないだろうけど……。

「ねぇ、執事ゲームって知っている？」

「い、いえ……」

「王様ゲームと似たようなものよ。だけど執事ゲームでは選ばれた人が直接命令するんじゃなくて、事前に参加者全員でいくつかの紙に命令を書いて抽選箱に入れておくの。そこからくじを引いて番号と執事を決める、という流れは名前が違うだけで王様ゲームと同じね。それで、執事は抽選箱から命令を引く。このランダム性が、王様ゲームとの違い」

「は、はぁ……」

　淀よどみなく説明してくれたけど……ちょっと意外だなぁ。青海さん、こういう俗っぽい？　ゲームとかには疎そうなイメージだったんだけど……。

「なんか青海さん、詳しいね。ちょっと意外かもー」

　紅林さんもそう思ったのか、そんなコメントを口にする。

「孝平くんを落とすために、合コン系のゲームを一通り学習してきたのよ」

　そうなんだ……なんかドヤってるけど、白石くんを落とすのに合コン系のゲームってあんまり有効とは思えないような……青海さん、こういうとこちょっとズレてるよね……。

「それで……本来であれば、このゲームに審判役なんて必要ないのだけれど。このメンバーの場合、一つ懸念事項があってね」

　青海さんは、スッと目を細めて紅林さんの方を見た。

「金森さんには事前に命令の内容を確認してもらって、そこの脳内ピンク一色女が変な命令を入れていたら弾はじいてほしいの」

「ちょっとー、誰が脳内ピンク一色女よ失礼な！」

　あっ……私の名前、青海さんも覚えててくれたんだ……。

「えと、なんでそれを私に……？」

　ただ、青海さんがわざわざ私に声をかけてきた理由がよくわからなかった。

「私、こんなことを頼める友達なんて他にいないもの」

「あ、はい……」

　めちゃくちゃ断りづらい理由きたね!?

　ていうか青海さん、私のこと友達だと思ってくれてるんだ……。

　嬉うれしいような、青海さんの交友関係を思うと悲しくなってくるような……。

「ま、まぁ、いい……けど……」

　今までと違って、事前に弾くだけなら揉もめたりはしない……よね？

　そう思って、小さく頷うなずいて返す。

「ありがとう、助かるわ」

「ありがとね、金森ちゃん！」

「毎度悪いね、金森さん」

　流石に私も、多少は慣れてきたしね……。

「それじゃ、一人五個くらい書くか？」

「そうね」

「オッケーイ」

　白石くんの言葉に頷いて、三人はそれぞれ手元に目を落としてペンを走らせ始めた。

　そのまま、待つことちょっとの間。

「じゃあ金森さん、よろしく頼むね。公序良俗に反するようなのがあったら弾く感じで」

「うん」

　合計十五枚の紙を受け取って、三人からは見えないような形で広げていく。

『一番が二番の顔を正面からギュッと抱きしめてあげる』

　これは、たぶん紅林さんが書いたやつかな……。

　うーん……絵的に怪しいお店みたいになっちゃいそうだし、アウト……だよね。

『三番が一番に情熱的にキス』

　これは青海さんが書いたやつかなぁ……？

　なんとなくの傾向が見えるね。

　ていうか二人共、なんか自分と白石くんが番号に合致することを前提として書いてない……？　キスとか、紅林さんと青海さんが当たったら完全に事故だと思うんだけど……そういう意味でも、まぁアウト。

『二番が三番にデコピン』

　あっ、これは白石くんだな。

　これはセーフ、っと。

　あとは……アウト……アウト……セーフ……アウト、アウト、アウト……。




　そうして、選別を終えた結果。

「あの……五枚しか、残らなかったんだけど……」

　それも、残ったのは全部白石くんが書いたと思われるやつ……。

「はんっ！　正体を現したわね、この脳内ピンク一色女！」

「今の数字聞いてなかったの!?　青海さんの方こそピンク一色でしょ！」

　おずおずと告げた私の言葉を受けて、二人がバチバチと火花を散らす。

　ていうかお互い、相手が出した案がアウトだったんだろうって信頼感が凄すごいね……。

「つーか、これじゃゲームになんねーな」

　白石くんがそう言って苦笑を浮かべる。確かに、このままじゃ白石くんは全部の命令の内容知ってることになっちゃうからね……サプライズ感ゼロだよ……。

「あっ、そうだ！」

　とそこで、紅林さんが何かを思いついたような表情で指を立てた。

「金森ちゃんも一緒にやろうよ！」

「えっ……？」

　続いた言葉に、私は思わずキョトンとしてしまう。

　だって、私が一緒にだなんて……考えたこともなかったから。

「そうね、今回の審判としての役割はもう終わったし」

「いつも審判だけやってもらうのも申し訳ないしな」

　わ、私も参加する方向で話が勝手に進んでる……！

「え、えっと、でも、それだと……今度は、私の書いた命令を判定する人が別途必要になってくるんじゃ……？」

　なんとなく思い浮かんだことが、勝手に口から飛び出した。

「ははっ、金森さんなら変なこと書かないって信頼してるし大丈夫だよ」

「元々、この女を抑制するためだけに審判を頼んだのだしね」

「青海さん、なんでこの期に及んで自分は違うって面なの……？」

　三人は、当然って表情で……わわっ、なんか……嬉しい、な……。

「あ、うん、じゃあ……！」

　口をもにょもにょさせつつ、慌てて私も手元を隠しながらペンを走らせる。

　ふふっ……こういうゲームに参加するの、初めてだけど……楽しい、な……！




　私からの『命令』五つを加えて、紙で作った即席の抽選箱に入れる。

「そんじゃ、くじ引いてな」

　それから白石くんの手にある、割り箸で作ったくじを一斉に引いた。

「あっ……執事、私だ」

　すると、私が引いたのに書かれたのは番号じゃなくて★マーク。

　執事の印だ。

「それじゃ、今回は私が命令を選ぶね」

　そう断って、抽選箱から四つ折りになった紙を一枚取った。

　開いてみると……。

「『一番が三番に思いっきりビンタ』、だね」

『えっ……？』

　私が読み上げると、三人はなぜかギョッとした表情に。

「孝平くん……そういう趣味があったの……？」

「孝平の全てを受け入れてあげたいとは思ってるけど、流石さすがにこれは……うーん……」

「いや待ってくれ、俺が書いたわけじゃないぞ!?」

『えっ……？』

　もう一度声をハモらせながら、青海さんと紅林さんがゆっくりとこっちを見る。

「あ、うん、書いたの私だけど……？」

「……よく考えてみれば、仮に孝平くんが書いたものだとしても金森さんの検閲は乗り越えているということだったわね」

「どっちにしろ、戦犯金森ちゃんかぁ……」

　なんでそんな、「信じ難い」って感じの目なんだろう……？

「ていうか金森ちゃん、自分が三番になった時のこと想定してなくない……？」

「えっ……？　むしろ、自分が三番だったらいいなって思って書いたんだけど……」

『えっ……？』

　あれー？

　何なんだろう、この空気感……私、ドン引きされてる？

　今回の命令は、五枚の中じゃ一番ソフトなやつなんだけどな……？








☆カレへのお願い






　中間テストの結果も、順次返却されて。

　ラストの数学の答案用紙が返ってきた後の、休み時間のことだった。

「んのあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　ラス一にして、赤点んんんんんん!?」

　俺が結果を尋ねる前に、振り返ってきた優香が頭を抱える。

　どうやら、そういうことらしい。

「そっか……残念だったな」

　俺としては、そう言う他ない。

「あれだけ教えてあげたのに、赤点だなんて。普段からの積み重ねが足りなすぎるのよ」

「ド正論すぎて何も返す言葉がない！」

　冷ややかな目を向ける玲奈に対して、優香は嘆くのみだった。

「ま、一教科……十点のハンデくらいなら、どうにかなるでしょう」

　早くも優香から興味をなくしたらしい玲奈は、俺の方へと目を向ける。

「さて……孝平くん。覚悟はいいかしら」

「ふっ、そっちの方こそ。正直、今回は俺もかなり自信があるぞ？」

　俺たちの手には、中間テストの合計点を記載した紙が握られていた。

『勝負！』

　それを、同時に見せ合う。

「………………九点、差？」

　結果は、呆ぼう然ぜんとした玲奈が口にした通り。

　俺より玲奈の方が、九点高い。

　つまり、優香が赤点を出した一教科分……十点のハンデを上乗せすると。

「俺の勝ち……に、なっちゃったな」

　思わず苦笑が漏れる。

「ちょっと紅林さん、完全に貴女あなたのせいなのだけれど!?」

「それ自体は大変申し訳なく思うんだけども、今アタシも同様に絶賛傷心中であることは考慮に入れていただきたい次第であります！」

　憤慨する玲奈に対して、優香は若干涙目である。

「まぁまぁ、二人共凄く頑張ってたのは事実だからさ」

　流石にわざと間違えて点数を下げるわけにもいかず、俺も全力でテストを受けたわけだけど。正直、これは俺としても不本意な結果ではある。だから……。

「頑張ったで賞ってことで、何でも言うことを聞こうじゃないか」

『ホントに!?』

　二人が、一斉にこちらを振り返ってくる。

「とはいえ、流石にそのままだと元の賞品の意味がなくなっちゃうから……今回は、今この場で出来ることなら、って制限にしようか」

「十分よ……！」

「やったー！」

　玲奈がホッと息を吐き、優香が両手を上げて喜びを表現した。

「何でも、ね……」

「何でもかぁ……」

　そして、二人同時に熟考モードに入ったみたいだ。




青海玲奈




　何でも、とは言うけれど。当然、実際には本当に何でもというわけにはいかない。

　例えば……彼女の座を競っているこの『勝負』の結果に私を選んで、なんてお願いを孝平くんが受け入れるわけがないもの。それでも孝平くんが『何でも』と言ってくれたのは、私たちの良識を信じてくれているからでしょう。

　そう……だからこそ難しい。あまり変なお願いをすると、孝平くんから『この女は良識がない』と思われかねない。まして今回は、『今この場で出来ること』って条件まで付いている。とはいえ、無難なお願いにしてはせっかくの権利が勿もつ体たいない。

　つまり、必要なのは『線引き』ね。どこまでがセーフで、どこからがアウトなのか。

　キスは、恐らくアウト。なら、間接キスは？　ハグはどうなの？　『デートの約束をする』なんていうお願いは許されるのかしら？

　難しい……けれど、ノーリスクでこの線引きのヒントを入手する手段は存在する。

「紅林さん？　ここは譲るから、お先にどうぞ？」

　それすなわち、紅林さんに先にお願いを言わせること！

　それが通るのか通らないのかで、かなりラインは明確になるわ！

「んー？　アタシまだ迷ってるし、青海さんが先でいいよー」

　チッ……！　まぁ、当然そっちも気付いているわよね……！　何も考えていなそうなアホ面を晒さらしているように見えて、やはりこの女は油断ならない……！




紅林優香




　何でもかー。何でもってことは、何でもだよねー。

　えー、どうしよっかなー。何でもって言われると、逆に迷っちゃうもんねー。

　孝平にやってほしいこと、いっぱいあるもんなー……うへへ。

　あー、でもなー……うーん……。




青海玲奈




　ハッ……!?　今気付いたけれど、『今この場で』というのは恐らく『この休み時間内』という意味も含んでいる……！　時間制限もあるというわけね……時間が経過する毎ごとにお願い出来ることも限られてくるし……このチキンレース、どこまで粘るのが正解か……。

「孝平、アタシ決めたよ」

　よしっ……！　どうやら、紅林さんも時間制限の件に気付いたみたいね……！

　焦って先走った分、ここは私が圧倒的に有利……！

「アタシと、握手して？」

　……？

　握手……？　それは、痴女だけに通じる隠語か何かなのかしら？

「握手って……そんなのでいいのか？」

「うん、これからもよろしく的な？」

　えっ……？　まさか、本当の本当に握手なの？

「考えてみれば、孝平って大抵のことは普通にお願いしたら聞いてくれそうだし？　それに……そういう色々は、孝平がアタシに対してしたいって思った時にやってほしいし」

　こ、これは、まさか……！

　欲望を抑えあえて権利を実質放棄することで、好感度を稼ぎに来たということなの!?

　この脳内ピンク女に、そんな理性があったとは……！

「そっか、わかったよ。それじゃ……これからもよろしくな、優香」

「うん、よろしくねっ！」

　二人、ソフトに手を握り合う。

　くっ……こうなったら、私の選択肢も実質一つしか残っていない……！

「それで、玲奈はどうするかもう決めた？」

「私も……握手で……」

　ここで下手に欲望まみれのお願いをしようものなら、浅ましい女扱いされること請け合い……！　そして、二番煎じだと私の好感度が大して上がることもない……！

「そっか、じゃあ玲奈も。これからも、よろしくな」

「えぇ、よろしく……」

　こちらの手を封じつつ、己の好感度だけを上げる……！　蓋を開けてみればこれしかないという、悪魔の一手だわ……！　完全にしてやられた……！

　紅林さん……！　どうやら私は、まだ貴女のことを見くびっていたようね……！




紅林優香




　いやー、流石になー。流石に、アレやソレを教室でやるっていうのはなー。アタシとしても、自重せざるをえないもんなー。そうなってくると、なんかもう握手みたいな無難なものしか思い浮かばなかったよねー。ちょーっと勿体ないかなって気もするけど、まー孝平の手をニギニギ出来たしいっかな！








第６章　青海玲奈のジ・オリジン






「プールに行こう！」

　ある日、優ゆう香かがそんな提案をしてきた。

「あのねあのねっ、お母さんが福引で無料チケット当ててきたの！　なんていったっけ？　駅前に、こないだおっきな温水プールの施設が出来たでしょ？　あそこのやつ！　お友達と行ってきなさいって、もらっちゃった！」

　テンションも高く、優香は三枚のチケットを掲げる。

「もちろん、青海さんの分もあるよ？」

「そういうことなら、俺はもちろん構わないよ」

　玲奈を差し置いてってことなら考えてたけど、そうでないなら俺に断る理由はない。

「青海さんも、いいよねっ？」

　優香は、邪気のない笑みを玲奈に向けた。

「………………」

　一方、玲奈は滅め茶ちや苦く茶ちや訝いぶかしんでいる表情で優香に視線を返す。

「……いいわよ、行きましょうか」

　けど、結局は了承を返した。

「そんじゃあ日程だけど、次の日曜でどう？　ちょうど練習が休みなんだよね」

「構わないわ」

「俺も大丈夫」

「オッケー、けってーい！」

　と、優香は喜びを満面の笑みで表現する。

「いやぁ、楽しみだなぁ。ねぇ？」

　だけど、横目で玲奈を見る視線にはどこか含みが感じられて。

「……そうね」

　玲奈も、未いまだ警戒しているようだった。




紅林優香




　ふっ……甘い。甘いね、青海さん。

　わざわざこっちの誘いに乗ってくるだなんて、甘々だよ！

　プールといえば、もちろん水着。

　そして水着といえば、アタシのフィールド……！　ちょーっと大人げないかもしれないけど……当日は、『戦力差』を存分に利用させてもらうよ！




　　　　◆　　　◆　　　◆




　……なんて、思っていたアタシだったけど。

　当日、一つの誤算が発生していた。

「おい、なんだあの子……レベル高たけぇな……」

「今日、何かの撮影……？」

「すげぇ……ただただすげぇ……」

　アタシは、正直スタイルには自信があった。陸上をやってるおかげで、無駄なお肉なんてほとんどない。だけど不思議と胸だけは成長し続けてて、高校生の平均よりもだいぶ大きく育ってる。この辺りは、部活仲間にも羨ましがられてるところ。

　あんまり気分は良くないだろうけど、孝こう平へい以外の男の人からの視線が集まるのは我慢するつもりだった。孝平がアタシを見てくれるなら、それでいいって。

　だけど、実際のところは。

「……随分と、品のない視線が多いわね」

　プールサイドの注目を集めているのは、アタシじゃなくて青海さんだった。

　男の人だけじゃなくて、女の人も憧れるような視線を向けている。

　そして……悔しいけれど、アタシにもその気持ちはよくわかった。

　端的に言って……『美しすぎる』。

　アタシでさえ、見み惚とれてしまうくらいに。

　長い手足に、程よく引き締まった身体からだ……神様が作ったって言われても信じてしまいそうな、そんな奇跡的なバランス。胸は大きい方じゃないし、露出だって多くない水着なのに……というかだからこそ、扇情的じゃなくてむしろ芸術的な美しさを作り出してるんだと思う。所作がまた綺き麗れいというか洗練されてて、ただプールサイドを歩いてるだけなのにまるでここがファッションショーの会場か何かなのかと錯覚しちゃいそうになる。

　えっ、ていうか。なんか、急に恥ずかしくなってきたんだけど。アタシ、結構チャレンジ気味の胸を強調する感じの水着選んできちゃってて……なんかこう、青海さんの隣を歩いてるとアタシが色ボケした浅ましい女みたいじゃない……？

「おぉ……」

　合流した孝平の視線も、当然の如ごとく青海さんの方に向けられていた。

　だけど、嫉妬の気持ちもあんまり湧かない。もう、これは仕方ないかなって。アタシの作戦負けだよ、青海さん……策士策に溺れたと笑うがいいよ……。

「お待たせ、孝平くん」

　孝平の前まで辿たどり着いた青海さんは、少し恥ずかしそうに身を捩よじる。

「どう……かしら？　せっかくだから、新しい水着にしてみたのだけれど……」

「あっ、うん、その……凄すごくよく似合ってるよ。何ていうか……凄く、よく似合ってる」

　語彙力を失ってるらしい孝平。うんうん、気持ちはわかるよ。なんていうか、言葉に出来ないというか……言葉にしちゃいけないような神秘性みたいなのがあるもんね……。

「……ハッ!?」

　と、青海さんに見惚れてた孝平が慌てた様子でこっちを見た。

「優香も、よく似合ってるぞ。セクシーで、優香の健康的な魅力が凄く引き出されてると思う。流石さすが、スタイルも抜群だな」

「あ、はは……ありがと……」

　せっかく褒めてくれてるのに、青海さんの後だと空虚に感じられて微苦笑しか浮かばない。ホント、アタシの完敗だよ……。

　……だけど、負けを認めるのは初戦だけだからね。

　ここから、絶対持ち直してみせるんだから！
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「それより孝平、色んな種類のプールがあって楽しそうだね！　どこから行こっか！」

「あ、あぁ……沢山あって迷っちゃうな」

　腕を取って抱きつくと、孝平はちょっと動揺した様子を見せて……視線は、思わずって感じでアタシの胸元に向いている。

　よし……アタシの『武器』だって通じてるよ！　今日はずっとこの距離感で接して、孝平を骨抜きにしてあげるんだから！




　……って、意気込んでたアタシだけど。

　ここでも、誤算が発生する。

「あの……キミ、めちゃくちゃ綺麗だね？」

「俺たちと遊ばない？」

　そんな声が聞こえて振り返ると、青海さんが男の人二人組に声をかけられていた。

　それに対して青海さんは、ゴミを見るような目で口を開いて……。

「あっ、すみません！　その子、俺のツレなんで！」

　何か声を発する前に、孝平が割り込んだ。

　うん、正解だと思うよ……ナンパって、下手に冷たく返すと逆上される可能性もあるからね……青海さん、軽くあしらうのとか下手そうだし……。

「あぁ、やっぱり彼氏が……」

「そりゃいる……よね？」

　ですよねーとばかりの顔を浮かべる男の人たちだけど、こっちに目を向けると怪け訝げんそうな表情になった。たぶん、アタシが腕に抱きついたままだから。アタシたちの関係性を図りかねてる、って雰囲気だ。まぁそれこそ、ですよねーって感じではあるけど。

「ガルルルル……！」

　孝平との時間を邪魔する者はさっさと排除！　という気持ちで威嚇してやる。

「あ、えと、じゃあ俺たちは……」

「これで失礼しまーす……」

　すると男の人たちは、ちょっとビクッとなった後で去っていった。

「ありがとう、助かったわ」

　と、青海さんが表情を弛し緩かんさせてお礼を言ってくる。

　やっぱり、青海さんでも男の人に声をかけられるのは怖い部分もあるんだね。

　それはそうと、トラブルも去ったことだし……。

「孝平、それじゃまずはあっちのプールに……」

「ねぇねぇお姉さん、めっちゃ美人だねー。モデルさんか何か？」

　行こっか、って声と青海さんをナンパする男の人の声が重なった。

　嘘うそでしょ、孝平の視線がアタシの方に向いたこの一瞬で……!?

「すみません、その子は俺のツレです」

「ははっ、なんだそう……か？」

「ガルルルル……！」

　さっきと同じ流れを繰り返す。

　その後も……。

「なんだかんだ、スタンダードなプールもいいよね！　孝平、アタシと競争……」

「へーい彼女ー、ちょっと時間いい？」

「すみません、その子俺のツレです」

「でもやっぱ、目玉のウォータースライダーは外せない！　孝平、後で二人で……」

「こんなところに女神が!?　僕と結婚してくれないか！」

「すみません、その子俺のツレです」

「流れるプール……」

「やぁやぁお姫様！　このわたくしめと……」

「すみません、その子俺のツレです」

　駄目だ、孝平がこっちを向いた瞬間に次々と男の人が声をかけてくるせいで全然孝平の気を引けない……！　ていうかもう、孝平の意識は完全に青海さんを守る方向にいっちゃってるし……！　ぐむむ……まさか、こんなことになるとは……！

　本当に、策士策に溺れるとはこのことだよ！




青海玲奈




　ふっ……策士策に溺れるとはこのことね、紅林さん。

　悔しげな紅林さんに対して、不敵な笑みを向けてやる。

　だけど……正直、内心では敗北感でいっぱいだった。今の笑みは、精一杯の意趣返し。

　だって、水着対決は私の完敗だもの。孝平くんも、紅林さんの水着姿は具体的に褒めていたのに私に対してはフワッとした評価だったし……。

　というか、あの胸は反則よ。私に声をかけてくる男たちだって、紅林さんに気付くと必ずそっちに目を奪われるし……孝平くんだって、もちろん例外じゃない。紅林さんに胸を押し付けられて、デレデレしちゃって……くっ！　この淫魔め！

「よぉ姉ちゃん！　ワイと……」

「すみません、その子俺のツレです」

　だけど、この状況はそう悪くない。むしろ、ちょっと気分が良かった。次々と声をかけてくる男の人から守ってくれる孝平くんは、私のナイトみたい。

　結果的にだけど、孝平くんが私のことを追いかける構図にもなってる。

　いいじゃない、いいじゃない。こういうのよ。

　せっかくだしこの状況、最大限に利用させてもらうわよ？




　……と、意気込んでいた私だけれど。

　数分後には、己のミスを後悔していた。

「こ、孝平くーん？　紅林さーん？」

　完全に、二人とはぐれた。

　孝平くんに追いかけさせようと調子に乗って、どんどん離れる方向に歩いていったのがマズかったわね……オープンから間もないこともあってか、施設内は大盛況。この人混みだと、ちょっと探すのは難しいかも……。

「お姉さん、一人？　せっかく来たんだし、俺と一緒にちょっと遊ばない？」

「結構よ」

　そして、一人になると改めて実感する。

「まぁまぁ、そう言わずに」

「友達と来ているから」

「そうなの？　じゃあ、はぐれちゃったんだ？　俺も探すの協力しちゃうよー」

「遠慮しておくわ」

「そう言わずに、人手はある方がいいっしょ？　あっ、俺の友達も呼んじゃうしさ」

「………………」

　孝平くんのナイトっぷりは、本当に頼もしかったわね……。

「あー、ついに無視？　それはちょっと酷ひどくなーい？」

「………………」

「ほら、一人じゃ寂しいでしょ？　友達が見つかるまでの間だけでもさー」

　というか、しつこい……！

「失うせなさい、私は一人を苦になんてしない」

　イラッとして、つい棘とげのある言葉を向けてしまった。

　私の、悪い癖。言葉選びをすぐ間違えてしまう。

　だけど、今言ったのは本音でもある。

　今すぐ視界から消えてほしかったし……私は、一人を苦にしない。

　ずっと一人だったし、それで良かった。

「おいおい、こっちが下した手てに出てりゃ……」

　そう……。

「すみません、その子は！」

　彼が、現れるまでは。

「俺の、大切な人なんで！」

　貴方あなたは、いつだって私の傍そばに来てくれるのね……出会った時から、変わらずに。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　小さい頃から、友達を作るのが苦手だった。

　というよりも……友達の必要性を感じなかった。

　私は私であり、他者との関係性が私の価値を高めるわけでも落とすわけでもない。

　一人でいることに、苦痛もなかった。

　ただ……正直に言うと、口下手で言葉足らずなところは少し気にしていたりする。

　私と話した相手のリアクションは、大体二通り。

　苦笑か、傷付いた表情を浮かべるか。

　どちらも、私が笑みの一つも浮かべず棘のある言葉しか口にしないから。

　そんなことを繰り返しているうちに、私の周囲に人は寄り付かなくなっていった。

　すると今度は私が孤独を望んでいるんだと思われて、ますます人が遠ざかる。

　別段その状況自体は構わないのだけれど、もう少し上手うまくやれないものかと自分に対する苛いら立だちはあった。私だって、好きで人を傷付けているわけじゃない。

　まぁそういう意味では、人が寄り付かないという状況は都合が良くはある。

　私は、静かで、ある種平穏ではある日々を送っていた。

　それが崩れたのは、中学一年生の春。

「青海さん、だったよね？　隣、いい？」

　美術部に入部した初日に、彼……孝平くんは、柔和な笑みと共にそう話しかけてきた。

　他の人は、上級生でさえも私に近づいてこようとはしなかったっていうのに。

「好きにすればいいでしょう」

　私の言葉は、たぶんとても冷たく聞こえただろうと思う。

「うん、ありがとう」

　なのに孝平くんは、少しも笑顔を崩すことなくそう答えた。

　とはいえ、この時点では「ちょっと変わった人なのかな？」と思った程度だった。

　だけど。




「うっわ！　青海さん、凄すごいね！　めちゃくちゃ上手いじゃん！」

「小さい頃からやっているんだから、この程度は出来て当然よ」

「だけど、いっぱい賞も貰もらってるって聞いてるよ？」

「その賞の評価基準で優れていると判断されただけで、それがすなわち絵が優れているということには繋つながらないわ」

「なるほど、そうなんだね……うん、そんな風に客観的に考えられるなんて凄いな」

「別に……貴方がどう思おうと構わないけれど」




「青海さん、画材ってどういうのがいいのかな？」

「……なぜ私に聞くのかしら？」

「だって青海さん、詳しいでしょ？」

「詳しいからこそ、安易にどれが良いどれが良くないとは言えないわ。人によって合う合わないはあるし、そもそも目的からして……」

「……ん？　どうかした？」

「ごめんなさい。私、否定ばかりね」

「ははっ、なんだそんなこと。真面目に考えてくれてる証拠だろ？　嬉うれしいよ」

「……そう」




「青海さん、お弁当一緒に食べようよ」

「……どうして？」

「ん？　俺が一緒に食べたいから」

「別にいいけれど……」

「ありがとう。わっ、凄い美味おいしそうなお弁当だね！」

「……ねぇ」

「うん？」

「どうしていつも私に話しかけてくるの？　……あぁ、いえ、ごめんなさい。今のは別に、迷惑だとか言いたいわけではなくて……」

「うん、大丈夫だよ」

「……え？」

「ちゃんと最後まで聞くから、焦らないで」

「……えぇ、ありがとう」




　他の人と違って、孝平くんが私から離れていくことはなかった。

　私の言葉を、理解しようとしてくれた。

　ありのままの私を、受け入れてくれた。

　私は、一人を苦にしない。別に、友達も必要ない。

　その考えは、今でも変わらない。

　だけど、確かに。

　孝平くんと一緒にいる時間を、一人の時より楽しいと感じるようになっていった。

　いつしか、孝平くんといる時間は私にとって特別なものになっていった。

　孝平くんが、私にとって特別な存在になっていった。彼と一緒にいると胸が温かくなって、なんだか嬉しい気持ちになって、心臓の鼓動が大きくなって……そして。

　それが恋と呼ばれるものであると自覚するのに、そう時間はかからなかった。




　　　　◆　　　◆　　　◆
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白石孝平




「はぁん？」

　玲奈の方に伸ばされた手をガッチリと掴つかんだ俺へと、男の人の苛立った視線が刺さる。

「すみません！」

　出会い頭、とりあえず全力で頭を下げた。

「ご不快にさせてしまったのなら謝ります！　だけど、どうか彼女に危害を加えるのはやめていただきたい！　もし殴るなら、俺の方を！」

「お、おぅ……？」

　どうにか玲奈だけは守らないと……と思って、精一杯叫ぶ。

「おい、殴るって……？」

「女を殴ろうとしてたってこと……？」

「最低だな……」

　すると、周囲からそんな声が上がり始めて。

「チッ……！」

　居心地悪そうに舌打ちしたきり、男性は俺の手を振ふり解ほどいて立ち去っていった。

「ふぅ……」

　安あん堵どの息を吐きながら、身体からだから力を抜く。

　必死だったとはいえ、あの人を悪者に仕立て上げちゃったみたいで申し訳ないな……別に、本当に玲奈を殴ろうとしてたわけでもあるまいし……。

「……ありがとう、孝平くん」

　なんて思っていたところ、玲奈がギュッと両手で包むように俺の手を握ってきた。

「だけど、私のために危ないことはしないでちょうだい」

　懇願するように、上目遣いでそんなことを言ってくる。

「そう思うんなら、はぐれないでほしいんですけどー？」

　俺が何か言う前に、背後から優香の声。

　俺の背中からひょこっと顔を出して、唇を尖とがらせていた。

「……そうね。浅慮だったわ、ごめんなさい」

　玲奈は、シュンとした表情で頭を下げる。

「むぐ……そこで素直に頭を下げられたら、アタシが嫌いや味みな奴やつみたいじゃん……」

　それを見て、優香はどこか居心地が悪そうな表情となった。

「優香も、凄い心配して探してたもんな。ここで玲奈を一人にするなんて、腹ペコ猛獣の群れの中にウサギを放つみたいなもんだーってさ」

　そうフォローしつつ、優香の頭をポンポンと撫なでる。

「そう……なの？」

「そりゃそうでしょ」

　意外そうな玲奈に対して、優香は当然とばかりに頷うなずいた。

　こういう場面で人を真摯に心配出来るのが、優香の美徳の一つだと思う。

「……そう」

　玲奈は、唇をキュッと引き結び。

「なら、お礼は言っておいてあげるわ！」

　顔を赤くしながら目を逸そらして、なぜか胸を張って傲岸不遜な感じで言い放った。

　なぜか、っていうか照れ隠しなんだろうけど。

「なんでさっきの謝罪はちゃんと言えて、こっちは素直に言えないんだろこの人……」

　半笑いを浮かべる優香に、内心でちょっと同意してしまった。

「あぁ、それから玲奈。さっきのお願いの件だけど」

　それはそうと、流れかけていた話を戻す。

　私のために危ないことはしないで、と言った彼女に対して。

「悪いけど、それは聞けない」

　俺の答えは、決まっていた。

「俺は、さっきみたいな場面ならこれからも何度だって同じように飛び込むよ」

　心からの言葉を伝える。

「玲奈のことが、大切だから」

「孝平くん……」

　玲奈は、感極まったような表情で口元に手を当てた。

「ちょっとちょっとー」

　そのまま見つめ合っていたところ、優香の不満そうな声が割り込んでくる。

「アタシはー？」

「もちろん、優香のことだって大切に思ってるよ。優香がさっきみたいな状況に陥ってたとしても、俺は迷わず同じように飛び込む」

「んふふ、ありがとねっ！」

　俺の言葉に、嬉しそうにニコリと笑う。

「……って、ことだからね？」

　次いで、その笑みをどこか好戦的なものに変えて玲奈へと向ける。

「……わかっているわよ」

　玲奈も、不承不承といった感じで頷いた。

「ま、とにかく無事で良かったよ。改めて、遊ぼう」

　二人の間に火花が散り始めたので、パンと手を叩たたいて話を変える。

「玲奈、今度ははぐれないようにな。もちろん、優香も」

　って、言ってる傍そばから人が多いな……。

「ほら、二人共もっと近くに」

『きゃっ……!?』

　肩に手を回して引き寄せると、二人の驚きの声が重なった。

「っと、悪い。不ぶ躾しつけだったな」

　慌てて離そうとした手が、ガッと二人に掴つかまれる。

「いやいや、いいんだよ！　ほら、はぐれないためにはこのくらいの方がいいしね！」

「そ、そうね、はぐれないためには仕方ないわね」

　優香が笑顔で、玲奈が赤い顔を逸らしながら、それぞれ自分の肩へと俺の手を置いた。

「おいなんだあれ、雑誌裏の広告のアレを撮影してんのか……？」

「にしては、札束要素がないぞ……？」

「まさか、ガチだっていうのか……？」

「この世に、本当にあの光景を実現出来る男が存在しただと……!?」

　ただでさえ目立つ二人を抱き寄せてるこの体勢、めちゃくちゃ注目されるな……。

　とはいえ二人がなんか満足げだったので、しばらくそのまま過ごすことに。




　その後は、特にトラブルらしいトラブルもなく──なお、優香と玲奈のバトルは『トラブル』には含まないこととする──なんだかんだ三人で一日楽しんだのだった。








第７章　紅林優香のジ・オリジン






「孝こう平へいくん、ここにこんなチケットがあるのだけれど」

　ある日、玲れ奈ながそんな言葉と共にチケットを見せてきた。

「あっ！　織おり山やまランドのチケットじゃん！　行く行く！　絶対行く！」

　それに対して、俺より先に優香が食いつく。

「オリンちゃんとヤマンくん、アタシすっごい好きなんだよねぇ！」

　ちなみに織山ランドっていうのはこの街に存在するちょっとショボ……もとい、小規模な遊園地。オリンちゃん、ヤマンくんはそのマスコットキャラクターだ。

「貴女あなたのことは誘っていないのだけれど……」

「えっ……？　アタシの分、ないの……？」

「べ、別にそうは言っていないでしょう。ちゃんと貴女の分まであるわよ」

　絶望の表情となる優香に、玲奈がちょっと焦った感じでそう返す。

「やったぁ！　ありがとう青お海うみさん！」

　パッ、と再び優香の顔に笑みが咲いた。

「別にいいけれど……それで、孝平くんも行くわよね？」

「あぁ、うん。でもチケット、使わせてもらっていいのか？」

「構わないわ。親が仕事の付き合いで貰もらってくるんだけど、ウチの家族は誰もこういうのに興味ないし。余らせるのも勿もつ体たいないから」

「そういうことなら、ありがたく行かせてもらうよ」

　言葉通り、玲奈自身は織山ランドに凄すごく行きたいって雰囲気でもなさそうだ。

　まぁ、遊園地ではしゃぐタイプでもないしな……。

　ってことは……また、色々と画策してるってことか。




青海玲奈




　ふっ……上手うまく食いついてくれたわね。

　……紅林さんの食いつきまでやたら良かったのは計算外だったけれど、まぁいいわ。

　実際に行ったことこそないけど、織山ランドについては調べ尽くした。

　完璧な遊園地デートで、孝平くんを虜とりこにしてあげるんだから！




　　　　◆　　　◆　　　◆




白石孝平




　そして、当日。

　俺たちは、朝から連れ立って織山ランドに入園していた。

「さて、それじゃ最初はどこから行こうか？」

　まずは、二人の意向を尋ねる。

「さ……」

「お化け屋敷！」

　何か口にしようとした玲奈に被かぶさる形で、優香が元気よく手を挙げた。

「あのねあのね！　ここのお化け屋敷、本当に『出る』って噂うわさでね！　最後に入っちゃうと家まで『憑ついて』きちゃうから、最初の方に入って園内で『撒まく』のが推奨されてるんだよ！　アタシも、毎回最初にお化け屋敷行くことにしてるんだ！」

「へぇ？　流石さすが、詳しいな」

「……って、ごめん。青海さん、さっき何か言い掛けてた？」

　一通り言い終わってから、優香は玲奈の方を振り返る。

「ついつい先走っちゃったけど、青海さんがくれたチケットだし青海さんが行きたいとこ優先で行こっ。アタシは、どのアトラクションも好きだし」

「……いつもそうしているっていうのなら、最初くらい譲ってあげるわよ」

「ホント!?　ありがとー！」

「別に……」

　素直に礼を言う優香に、玲奈はどこかやりにくそうだ。普段いがみ合ってるから、こういう時にどういう態度を取ればいいのかわからないのかもしれない。

「それじゃ、お化け屋敷にしゅっぱーつ！」

　やっぱり元気よく歩き始める優香に、俺たちも続いた。




紅林優香




　ふっふっふー。確かにさっき語ったみたいな噂があるのもアタシが毎回最初にお化け屋敷に行くのも事実だけど、今回は何もそれだけで提案したわけじゃない。

　お化け屋敷といえば……！

「やーん孝平、こわーい！」

　こうして、自然に密着出来るもんね！

　ぶっちゃけもうどこで何が出てくるかとか全部知ってるんだけど……だからこそ、要所要所でしっかり孝平に抱きついちゃうんだから！

「まったく、浅ましい女だこと……」

　青海さんは軽蔑するような目で見てくるけど、構うもんか。ていうか、羨ましいなら青海さんもやればいいのにね？　変なプライドが邪魔してるのかな？

　まぁ確かにキャラじゃないっていうか、青海さんはお化け屋敷とか全然平気そうだもんね。「作り物だってわかっているのに何を怖がることがあるの？」とか言いそう。

　おっ、もうすぐゾンビが飛び出してくるところだ。よーし……。

「きゃ……」

「ぽきゃっ!?」

　……ぽきゃっ？

　なんか、変な音に邪魔されて叫ぶタイミング逃しちゃったな……。

　よし、次の角で煙が噴射されるから今度こそ……。

「き……」

「ぱにゃっ!?」

　ぱにゃっ？

　何なの、この愉快な擬音みたいなのは……。

　……いやまぁ、わかってはいるんだけどさ。

「あのさ、玲奈……」

　孝平が、青海さんへと苦笑を向けた。

「そんなに怖いんだったら、今からでも戻るか？」

「は？　必要ないに決まってるでしょう」

　孝平の提案に、青海さんは涼しい顔で答える。

「こんなもの、作り物だってわかっているのに何を怖がることがあるの？」

　予想した通りの台詞せりふと一緒に、ファサッと髪を振り払う青海さんだけど……いや、足ガックガクじゃん。バイブ機能でも入ってんの？

「あー……」

　孝平は、何とも言えないような表情を浮かべている。

　たぶん、アタシも似たような表情になってるんじゃないかな。

「実は俺、結構怖がりでさ。良かったら、手を握っててもらえないかな？」

「孝平くんがそこまで言うなら仕方ないわねっ！」

　はっや。『手』って言った時点でもう握ってたじゃん。

　この人、なんでこれで取り繕えてると思ってるんだろう……。




青海玲奈




　怖い怖い怖い怖い！

　お化け屋敷とかいう概念を生み出した馬鹿はどこのどいつなの!?　恐怖とは、危険に対処するための人間の本能！　わざわざ怖がりに行って何がしたいの!?

「孝平くん、もうちょっと私に寄り添ってもいいのよ？」

「あぁ、そうさせてもらうよ」

　だけど、孝平くんが怖がりだっていうのは幸いだった。

　こうして孝平くんの温かさを感じていると、恐怖も和ら……。

『私を殺したのはお前かぁ!?』

「ぺぐっ!?」

　和らがない！　そんな程度で和らぐわけないでしょう！　普通に怖いわよ！

　い、いえ、落ち着きなさい青海玲奈。さっき自分でも言った通り、こんなものは全て作り物………………そういえば、紅林さんが『出る』とか言っていたような……ま、まさか今の声は本物……!?　あぁもう、早く出口に着か……。

「ぴゃんっ!?」




白石孝平




「大したことなかったわね」

　お化け屋敷を出て、玲奈はそう言いながらファサッと髪を振り払う。

　いつも通り、澄ました顔のクールビューティーって感じだ。

　……足が、ガックガクに震えてさえなければ。

　まぁ、ここは指摘しないのが優しさってやつだろう。

「えーと……次は、しばらく座ってられるアトラクションがいいな。ほら俺、まだ足が震えちゃっててさ。優香、近くにそういうのないかな？」

　とはいえ、このまま歩き回るのは厳しいと予想されたのでそう提案する。

「そだねー、じゃあねー」

　優香も察してくれているのか、玲奈に向けていた生温かい視線を外した。

「あれとか、いいんじゃない？」

　そして、指差したのは──




紅林優香




　アタシが提案したのは、ジェットコースター。

　すぐ傍そばにあったし、お化けの恐怖を振り払うならこういう爽快感のあるやつがいいっしょ。それに、ジェットコースターも自然に手を握ったり出来るしね！

　……と、思ってたんだけど。

「悪いな優香、一人後ろの席になっちゃって」

「あはは……ジャンケンで負けちゃったんだし、仕方ないよ」

　肝心の席決めで、青海さんに孝平の隣を取られてしまった……！

　ぐむぅ、みすみすライバルに塩を送ることになるとは……！

　青海さんのことだから、ここぞとばかりに攻め……。

「……孝平くん」

　んんっ？　攻めるような気配が感じられない……？

　ていうか、なんかいつもの覇気みたいなのがないような？

「少しだけ、私の話を聞いてもらっていいかしら？」

　あと、妙に顔色悪くない？

　……あっ、まさか。

「いいけど……もうすぐ頂上だぞ？」

「だからこそ、伝えておきたいことがあるの」

　青海さんは、そっと目を閉じる。

「貴方あなたと過ごした日々……幸せだったわ……」

　穏やかな表情で告げる様は、まるで『最期の言葉』。

「ま、まさか玲奈……!?」

　孝平も、それで気付いたみたい。

「ジェットコースターも苦手だったのか……!?」

「別に苦手ではないわ」

　いや、この期に及んでそこ強がる意味って何？

「ただ、私の命はその頂までだと思うから」

　どれだけジェットコースターが苦手だろうと、ジェットコースターに命を奪われるようなことはないから安心していいよ……。

「さよなら、孝平くん……愛して……いるわ……」

「逝くな！　玲奈ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　いや別に逝かないし、何なのこのノリ？

「きゅまぺぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　そんで青海さん、さっきから叫び声が独特だね？




青海玲奈




　怖い怖い怖い怖い！

　ジェットコースターとか何なの!?　意味がわからない！　こんな、高速で上下するだけの物体に乗って何が楽しいというのよ!?　どうせ落ちるなら、最初から登らなきゃいいじゃないの！　あっあっ、また登りに……死刑台に登る受刑者というのはこういう気分なのかしら……あっ、駄目、落ち……。

「ぴょきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」




白石孝平




「ぜぇ……ぜぇ……大したことなかったわね……」

　ジェットコースターから降りた後、玲奈はファサッと髪を振り払う。

　息は荒く、足も生まれたての子鹿の方がまだいくらかしっかりしてるだろうってくらいに震えてるけど……何がそこまで玲奈を駆り立てるんだろう……。

「俺は、ちょっとキツかったかもな……悪いんだけど、一旦休憩にしないか？」

　俺に出来るのは、そう提案することくらいだ。

「うん、そうだね。それがいいと思うよ」

　優香も、慈愛に満ちた笑みで追随してくれる。

「そう……私は全然平気だけれど……二人が言うなら仕方ないわね……それなら、そこのベンチで……うっぷ……少し、休みましょう……」

　フラフラと、ゾンビのような頼りない足取りでベンチの方に向かっていく玲奈。

「悪いけど肩を貸してくれ、玲奈」

「仕方ないわね……」

　表面上のやり取りとは真逆に、俺が肩を貸して玲奈をベンチまで運ぶ。

「ちょっと、飲み物買ってくるな」

　そして、玲奈をベンチに座らせてから近くの自販機に向かった。




紅林優香




「青海さん、大丈夫？」

　青海さんの隣に座って、ハンカチでパタパタと風を送ってあげる。

　これでちょっとはマシになればいいんだけど……。

「何の確認、なのかしら……？　最初から、何の問題もないけれど……？」

「お、おぅ……」

　ここまで強がれるのも、ある種の才能なのかもしれないね……なんて、一周回ってちょっと尊敬の念さえ湧いてきたような気がする。

　と、半笑いを浮かべていたところ。

「いいからほら、こいよー！」

「やっ！　もうあるきたくない！」

「わがままいうなって！」

「やーっ！」

　そんな、幼い二つの声が聞こえてきた。

　そっちに目を向けると……兄妹きようだいかな？　小さな男の子が、彼より更に年下だろう女の子の手を引っ張ろうとして抵抗されてるみたい。

「あっ、フーセン……！」

　お兄ちゃんとのやり取りに気を取られてたせいか、女の子が手にしてた風船を放しちゃった。風船が、宙へと舞っていく。

「ごめん青海さん、ちょっと行くね」

「……えぇ」

　早口で青海さんに断ってから立ち上がって、即全力ダッシュ。

「ふっ……！」

　二人の手前で、大きく踏み切った。

　精一杯、風船へと手を伸ばして……よしっ、掴つかめた！

「……っとと」

　風船に集中してたせいでちょっとフラついたけど、着地も無事成功。

「はいっ、風船。今度はしっかり持っててね」

　しゃがんで風船を女の子に差し出すと、女の子はしばらくポカンと口を開けてたかと思えば男の子の後ろに隠れちゃった。

「あ、ありがとう、おねーちゃん」

　代わりに、男の子の方が風船を受け取ってくれる。

「うん、ちゃんとお礼言えて偉いね」

「ん……」

　頭を撫なでると、男の子はちょっとくすぐったそうに身を捩よじった。

「ほら、いくぞ！」

「やっ！」

　それから、また男の子が女の子の手を引っ張って抵抗されるって光景が繰り返される。

「こらこら、無む理り矢や理りに手を引っ張っちゃ可哀かわいそうでしょ？」

　アタシは、極力優しい声を意識しながら男の子を窘たしなめた。

「お、おねーちゃんにはかんけーない！」

　男の子は、唇をキュッと引き結んでそう反論してくる。

「でもね？　お兄ちゃんなら、妹を守ってあげなきゃでしょ？」

「そんなの、わかってるもん……！」

「そっか、偉いね。じゃあ、無理に引っ張っちゃ駄目なのもわかるよね？」

「でも……だ、だって……ぼく……」

　あっあっ、ヤバい泣いちゃいそう……！　言い方がキツかったかなぁ……!?

「やぁこんにちは！」

　どうしようかとワタワタするアタシの後ろから、そんな声。

　同時に、円形に切られた紙を持った手がニュッと伸びてきた。

　そこに描かれているのは……。

「僕の名前、わかるかなー？」

「あっ！　ヤマンくんだ！」

　若干ラフ気味ではあるけど、確かに織山ランドのマスコット、ヤマンくんだ。

「うんっ、そうだよ！」

　そして、それを手にして……アタシの背中に隠れる形で喋しやべってるのは、孝平。

　裏声だけど、アタシが聞き違えるはずはない。

「君たちのお名前も、教えてもらえるかなっ？」

「ぼく、そうた！」

「……わたし、はな」

　さっきまで泣きそうになってた二人の涙は、すっかり引っ込んでいた。

「教えてくれてありがとう！　そうたくん、はなちゃん！」

　孝平は、ヤマンくんの絵をぴょこぴょこと動かす。

「今日は、お父さんとお母さんときたのかなっ？」

「うんっ！」

「そうなんだね！　お父さんかお母さんは、近くにいるのかなー？」

「……それが」

　その質問で、またそうたくんの表情が沈んだ。

「おとうさんもおかあさんも、どっか行っちゃって……」

　あぁ、迷子だったんだね……。

「ぼく、さがしにいかないとっておもって……」

「なるほど！　それで、はなちゃんと離れないようにしてたんだねっ！」

「う、うん……」

　あっ……そう、だったんだ。無理矢理引っ張ろうとしてたのも、自分も心細い中でしっかりとはなちゃんも連れていかないとっていう使命感からで……なのに、アタシったら一方的にそれが悪いことだって決めつけちゃって……。

「安心して！　僕なら、君たちのお父さんとお母さんを探すことが出来るから！」

「ほ、ほんとっ？」

「うん！　なんたって、ここは僕のおうちだからね！」

　裏声ながら、孝平の声はとっても頼もしく聞こえる。

「それじゃ、案内のお兄さんを紹介するからその人についていってくれるかなっ？」

「うんっ！」

　そうたくんが頷うなずいたところで、ヤマンくんが描かれた紙を引っ込めて。

「やっ、こんにちは。案内のお兄さんだよ」

　今度は地声で、私の後ろから孝平が姿を現した。

「こんにちはっ」

「……こんにちは」

　そうたくんが元気よく、はなちゃんはちょっと気弱な感じでそれぞれ挨拶を返す。

　二人共、さっきまでよりずっと安心した表情だ。

「うん、しっかり挨拶出来て偉いね」

　そんな二人の頭を、しゃがみこんだ孝平が優しく撫でた。

「それじゃ、お兄さんについてきてくれるかなー？」

「はーい」

「……うん」

　二人の返事を受けて立ち上がった孝平は、一度だけこちらを振り返る。

「悪い、ちょっと迷子センター行ってくるわ」

　それから、小声でアタシにそう言ってから二人と手を繋つないで歩き始めた。

「あ、うん……」

　アタシは、ぼんやりとそれを見送る。

　やっぱり……凄すごいなぁ、孝平は。

　誰も傷つかないようにって気を使って、考えて。

　昔っからそうやって、みんなにとって良い結果になるよう立ち回るんだ。

　あの時だって……。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　中学一年生になって、そう経たっていない頃。

　アタシは、ちょっと女子の一部と対立……ってほどでもないんだけど、微妙に険悪な空気になっていた。別に、何かの事件的なものがあったわけじゃなくて。当時からアタシは割と考えなしに思ったことをそのまま口にしちゃうタチで、ちょっとしたことを注意した時に言い方でカチンとさせちゃった感じだと思う。

　そんな時期のことだった。

「そんじゃ、好きに班を組んで調査するように。発表は一ヶ月後だぞ」

　とある授業で、班を組んで自分たちの街の歴史について調べるって課題が出された。

「さて、と……」

　クラスメイトがワイワイと喋りながら班を組んでいく中、アタシも周囲を見回す。

　険悪になってる子たちを上手うまく避けないとなぁ……なんて、思ってたんだけど。

「ねぇ、紅林さんもウチの班に入ってくれない？」

「えっ……？」

　孝平が急に話しかけてきて、アタシは結構ビックリした。

　確か、これが孝平との初会話だったと思う。

「あっ、でも……」

　チラリと、既に孝平の班に入っているらしい女子二人の方に目を向けた。

　まさしく今、ちょっと顔を合わせたくない相手だ。

「入ってもらっても、問題ないかな？」

　孝平も振り返って、彼女たちに確認する。

「あー……紅林さんは……」

「んー……」

　言葉を濁しながら目を逸そらす二人。

　はっきり「今、喧けん嘩か中だから」とは言いづらいだろう。もっとも、それは流石さすがにアタシも同じで……まったくもう、空気読んでよ白石くん。と、この時点ではそう思ってた。

「ん？　何か問題がある感じかな？」

「いや、別に……」

「問題とかは、ないけど……？」

　当時、孝平は既にクラスの男子の中心って感じだった。その孝平に邪気のない顔で尋ねられると、なかなか嫌とは言えないと思う。わかってやってるとすれば──後になって振り返ると、絶対わかっててやったことだと思うけど──なかなかの曲くせ者ものだ。

「じゃあ、オッケーだね。紅林さんも、いい？」

　ここまでお膳立てされると、アタシとしても断りづらくて。

「うん、誘ってくれてありがとねっ」

　笑顔を取り繕って、頷いた。




　そうして、話し合いが始まったわけだけど。

「なるほどね。紅林さんはどう思う？」

「うん、いいと思う。でも、図書室より図書館の方が詳しい資料があるんじゃない？」

「確かに。それでいいかな？」

『おけー』

「ただアタシ、放課後は部活だから休みの日になっちゃうんだけど……いいかな？」

「いいよ、それウチらも同じだし」

　こうなるとお互い口を利かないわけにもいかず、自然と会話するようになる。孝平の気遣いもあって、穏やかで肯定的な雰囲気の話し合いになってたっていうのも大きかった。

「よしっ、じゃあ今日はこんなところかな。ちょうど時間も頃合いだ」

　孝平がパンと手を打って、その日は解散に。

「……あの、さ。紅林さん」

　席に戻ろうとしてたアタシは、ちょっと気まずげな女子二人に呼び止められた。

「なんか……ごめんね。こないだ、逆ギレみたいな感じになっちゃって」

「謝るタイミングも、なんかなくってさー」

「あっ、いや、こっちの方こそ。あの時は、キツい言い方になっちゃってごめん」

　元々、本当に些さ細さいなことがきっかけで。

　お互い意地になってただけなとこもあったし、実際に話しちゃえばこんなもんだろう。

　チラリと様子を窺うかがうと、孝平は素知らぬ顔でこっちを見てもいない。

　だけど……それが逆に、ここまで計算通りだったんだろうことをアタシに確信させた。




　そしてこの瞬間、アタシは恋に落ちた……なんてことは、別になくて。

　まぁありがたくは思ったけど、それだけだった。

　ただ、孝平の存在がアタシの中に最初に刻まれたのはこの時で。

　この件だけじゃなくて、孝平は誰に対してもこんな感じで……最初は、『人がいいなぁ』程度に思ってたのが、気がつくといつも目で追うようになっていって。

　いつの間にか、この胸には恋心と呼ばれるものが生まれていた。




　　　　◆　　　◆　　　◆




白石孝平




「ごめん、遅くなった」

　迷子センターで呼び出してもらった後も二人のご両親が現れるまで付き合ってたんで、優香と玲奈のことは随分と待たせることになってしまった。

「いや、全然だよ！　孝平、お疲れ様！」

「お疲れ様、孝平くん」

　そんな俺を、二人は笑顔で出迎えてくれる。
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「流石の機転だったね、孝平っ」

「いや……玲奈のおかげだよ」

「えっ……？」

　答えると、優香は少し驚いた表情を浮かべた。

「……あっ！　あのヤマンくんの絵ってもしかして……！」

　だけど、すぐに思い当たったみたいだ。

「あぁ、玲奈が描いてくれたものなんだ」

「はー、流石だね。あの一瞬であんなに綺き麗れいに描けるもんなんだ」

　実際、玲奈の技術だからこそ出来たことだ。

　だけど、それだけじゃない。優香があの子たちの方に走り始めた頃には、玲奈はもう紙と鉛筆を取り出して描き始めていた。たぶん、その時点で後の展開まで予想してたんだろう。描き終わってから俺に手渡すのにも躊ちゆう躇ちよがなかった。

「別に……たまたま、休憩中にやることがないから描いていただけよ」

　だけど、玲奈はそれを誇ることもない。

　照れ隠しもあるんだろうけど……きっと、それが当たり前だと思っているから。

　その優しさは、とても尊いものだと思う。

「それより、紅林さんこそさっきは見事なダッシュとジャンプだったわね。正直、あのタイミングから間に合うとは思っていなかったわ」

「やー、ギリだったけどね。風船に手が届いて良かったよ」

　それも、優香が状況を見るや即座に動いたおかげだ。

　やっぱり、当たり前のように。

　誰かのために躊躇なく動けるところもまた、優香の美徳だと思う。

「それじゃ、行こうか。玲奈も、もう大丈夫だろ？」

「えぇ……いえ、別に最初から何も問題なんてないけれど？」

「あははー、そうだねー」

「……なぜ、二人共生温かい視線を向けてくるのかしら？」

　二人に対して、改めて惚ほれ直した気持ちだった。




　その後は特にトラブルらしいトラブルもなく──なお、玲奈がコーヒーカップで酔ったり優香と玲奈がゴーカートでバトった結果派手に事故ったり玲奈が空中ブランコでビビり散らかしたりといったことは『トラブル』には含まないこととする──俺たちは目一杯遊園地を楽しんだのだった。








第８章　誘うデートのインテント










☆金かな森もり日和ひよりから見た三人・４






金森日和




「ふぅ……ひぃ……うぅ、やっぱりみんなに手伝ってもらえばよかったなぁ」

　放課後、私は肥料の袋を運びながらひぃひぃ言っていた。

　園芸部のみんな、今日は揃そろって予定があるみたいだったから一人で花壇の手入れ引き受けちゃったけど……肥料の重量を忘れてたよぅ……。

　なんて、ちょっと泣きそうになっていたところ。

「よっ、と」

　横からそんな声が聞こえたかと思えば、手に重く伸のし掛かかっていた重さが消えた。

「えっ……？」

　驚いてそっちを見ると、白しら石いしくんが肥料を担いでくれている姿が目に入る。

「手伝うよ」

「で、でも……」

　申し訳ないというか……どうして突然そんな……？

「ほら、男としては？　流石に、フラつく女子を見過ごすわけにはいかないでしょ」

「あう……」

　白石くん、サラッとこういうこと言うよね……それも、爽やかな笑顔で……。

　危なかった……何回か一緒に過ごして耐性を獲得してなかったら今ので恋に落ちててもおかしくなかった……いや、耐性っていうか恐怖？　あの二人が恋敵になるとか怖すぎて、想像しただけで寒気がするよ……。

「それに、いつも変なことに巻き込んじゃってるしね。そのお詫わびも兼ねて」

　なんて言って、苦笑する白石くん。

　一応、いつも変なことに巻き込んでるっていう自覚はあったんだね……。

「裏庭の花壇まで運べばいいのかな？」

「あ、うん……ありがとう」

　私一人で運ぶのは正直限界を迎えてたんで、お言葉に甘えることにした。

「あの、私も半分持つよ……？」

　ただ、流石に完全に任せるのは申し訳ないからそう申し出る。

「ははっ、大丈夫大丈夫。こう見えて、それなりに鍛えてるんだ」

　そう言いながら、力こぶを作って見せる白石くん。

　細身に見えるけど確かにちゃんと筋肉はついてて、男の人の腕って感じだぁ……。

「じゃあ、あの……よろしくお願いします」

「うん、任せてよ」

　中途半端に私が手伝っても身長差で余計に大変そうだし、素直に頭を下げることにした。普段のお詫びだとしたら、ちょっとくらい頼ってもいいよね……？

「………………」

「………………」

　そのまま二人で、黙って歩くこと数秒。

「あ、あの、でも、白石くんも大変だよねっ」

　適当に思いついた話題を切り出す。

　私は話すの苦手な方だけど、それ以上に沈黙に耐えられないタイプだから……。

「ん？　このくらいなら軽いから問題ないよ」

「あっ、いや、そうじゃなくて……」

　だけど言葉足らずだったみたいで、慌てて付け足す。

「青お海うみさんと紅くれ林ばやしさんとのこと……毎日、大変だなって」

「あぁ、なるほど」

　今度はちゃんと伝わってくれたみたい。

「大変……まぁ、大変は大変かなぁ」

　と、苦笑気味に笑う。

「だけど、二人の気持ちは凄すごく嬉うれしく思ってるから」

「……凄いなぁ、白石くんは」

　思わず、そう溢こぼしてしまった。

「白石くんだけじゃなくて……青海さんも、紅林さんも」

　それは、普段から思っていること。

「あんなに、ストレートに気持ちを伝えて……白石くんも、真まっ直すぐそれに応えて」

　それも、人前で……という言葉は、流石さすがに飲み込んだ。

　うん、正直それが一番凄いと思ってるとこなんだけどね……。

　でも、私だったら誰にも見られてないところでだって無理だと思うから。

　どっちにしろ、やっぱり凄いと思う。

「真っ直ぐに……か」

　だけど、白石くんは何か思うところがあるような表情だった。

「確かに、二人は凄い。でも、俺はそれに引っ張られてるだけだよ」

「引っ張られてあれが出来るだけで凄いと思うけど……」

　私の返しに、白石くんはちょっと困ったように笑ってから表情を改める。

「少し、相談……いや、俺の弱音を聞いてもらってもいいかな？」

「えっ……？　う、うん、私でいいなら……」

　私なんかが白石くんのお役に立てるとは思えないけど……聞くだけなら、まぁ。

「正直、未いまだに迷ってるんだ」

　二人のどっちを選ぶかを、ってことかな？

　そりゃまぁ、どっちも魅力的な二人だし……。

「俺に選ぶ資格なんてあるのか、ってさ」

「へ……？」

　そう思っていたら予想以上に根本的なところで、ちょっとビックリしちゃった。

「二人に対して、不誠実なことをしてる自覚はある」

「でも、二人の方から言い出した勝負だよね……？」

「うん。だからこそ、俺もあの場では全力で応えるって言った。そして、言った以上は三ヶ月間やり通す覚悟も出来てるんだけどね」

　白石くんは、どこか弱々しく笑う。

　そんな顔をしていると、いつもとは随分と違った印象に見えた。

「ただ……本当にこんなやり方でいいのか、って。自問してる自分も未だにいて」

　そっか……紅林さんと青海さんの前だと、二人が気にしないようにそういう部分は見せないようにしてるんだろうな。

　これは、私みたいなあんまり親しくない相手だからこそ話せる内容なのかも。

「……例えば、金森さんなら」

　白石くんは、ふと何かを思いついたような表情でこっちを見る。

「どうする？　俺みたいに、こんな珍妙な状況になったら……さ」

　少し茶ちや化かした言い方だけど、真剣に悩んでることなんだよね……。

　だとすれば……。




白石孝平




　俺の問いに対する、金森さんの答えは。

「わかんないよ、そんなの。だって、私だったらそんな状況には絶対にならないもん」

「で、ですよねぇ……！」

　としか、言えないものだった。

「でも……だから、単に思ったことっていうか、感想みたいなのを言うけど」

　金森さんは、どこか迷うように視線を彷徨さまよわせる。

「それはそれで楽しいのかもな……って、ちょっとだけ思うかな」

「ははっ、まあ確かに傍はたから見てる分には愉快だろうしね」

　それは俺も認めるところだ。

「んー、ていうかね」

　金森さんは、顎に人差し指を当てながらまた目線を左右に振った。

「白石くんが、楽しそうにしてるから」

　それから、ジッとこちらを見上げてくる。

「……えっ？」

　予想外の言葉に、反応が少し遅れてしまった。

　楽しそうにしてる……？　俺が？

「確かに、色々と大変そうだけど……大変なんだろうけど……でも……」

　小さく微笑ほほえむ金森さん。

「去年は、明るく振る舞ってるように見えてもなんだか陰があるように見えて……それが、今はなくなってる気がするの」

「っ……」

　……思っていたより深いところまで見抜かれていたことに、少し驚いてしまった。

　確かに、去年の時点では玲れ奈なにフラれたダメージを引きずってて……だけど優ゆう香かのおかげもあって、一年かけてちょっとずつそれも癒えていって。

　今はもうそのことに関する傷は、完全に塞がっている。まぁフラれたってこと自体が誤解だったんだから、元々幻肢痛みたいなものだったのかもしれないけど。

　そして。

「楽しい……か」

　今の状況を、そんな風に考えたことはなかったけど。

　言われてみれば……この勝負が始まってからのことを振り返ってみれば。

「楽しい、な」

　確かに、そう思えたのだった。

　いつの間にか、これが俺の日常になっていて。

　傍から見れば馬鹿みたいに思うんだろうなってこと言い合って、騒いで、笑って。

　こんな日々が続くのも、悪くないんじゃないか。

　そんな風に考えている自分に、気付いた。

　二人との関係性にも慣れてきて、どこか居心地の良さすら感じ始めている。

　だけど、この日々がずっと続くなんてことはありえない。

　期限の三ヶ月は、もうすぐそこだ。

　だから。

　今、突然に、だけど。

　俺は、とある『決意』を固めるに至った。




金森日和




「ありがとう、金森さん。おかげでスッキリしたよ。相談して良かった」

「そ、そう……？」

　私はホントに思ったことを言っただけで、相談にすらなってなかったと思うけど……でも確かに、微笑む白石くんはさっきよりスッキリしているように見えた。

「なら、良かったよ」

　だから、私も笑ってそう返す。

　と、その瞬間。

「っ……!?」

　えっ、なんだろう……物もの凄すごい悪寒が……。

　後ろから……殺気!?　いやいや、そんなまさか……武道の達人じゃあるまいし、私にそんなの感じ取れるわけないし……でも、ちょーっと嫌な予感はしちゃうなぁ……あぁ、振り返りたくない……振り返りたくないけど、このまま振り返らずにいるのも怖い……。

　えーい、覚悟を決めて！

「ひぇっ……!?」

　校舎の陰から、青海さんと紅林さんが物凄い形相でこっちを見てる……!?

　怖い怖い！　あの二人が直接来るんじゃなくてただ見てるだけっていうのが逆に怖い！

　えっ、なに、罪状を確定させようと泳がせてるとか!?　ち、違うんですぅ！　これは楽しく談笑してるとかじゃなくて、運ぶのを手伝ってもらってるだけなんですぅ！

　ていうか、私が貴女あなたたちのライバルになる日なんて永久に来ないんだからこんな小物相手にまで嫉妬しなくていいでしょ!?

「……？　どうかした？」

「い、いや、なんでもないよ！　それより早く運んじゃおう！　ねっ！」

　私に続いて振り返ろうとしていた白石くんの意識を、どうにか前へと向ける。

　なんとなく、今の二人のことを見せちゃいけないような気がしたから……。

「あぁ、うん。そうだね」

　幸い、それ以上突っ込んで聞いてくることもなく白石くんは前を向いてくれた。

　二人には感謝してほしいくらいなんだけど……背後からの殺気が消えない！

　むしろ、増したような気すらするかも!?

　ていうか……結局今日も変なことに巻き込んでるじゃなぁい！　もう！








☆あの日のやり直しと






「玲奈、デートに行こう」

「………………へ？」

　俺の提案に、玲奈はポカンと口を開ける。

　特に前フリもない突然のお誘いだったし、まぁそうなるのも当然かもしれない。

「……そ」

　そ？

「それは良い心がけね」

　しばらく硬直した後、玲奈はそう言いながらファサッと髪を振り払った。

　澄ました表情をしてるけど、顔はだいぶ赤くなっている。

「だけど、急にどうしたの？　貴方あなたからそんなことを言い出すなんて珍しいじゃない」

　それから、少し訝いぶかしげに首を捻ひねった。

　実際、俺からこういう提案をしたことは今までにない。

　いや……正確に言えば、一回だけあったか。

「一年前の、やり直しをしたいんだ」

　あの日のデートは、俺の方から申し込んだんだから。

「……そう」

　俺の言葉に、玲奈はどこか神妙な顔つきとなる。

「そうね……私も、思っていたの。やり直したい、って」

　玲奈としても、あの時のデートは不本意なものだったんだろう。

　実際、あのデートのせいで今ここまで話が拗こじれてるわけだしな……。

「今度こそは、孝平くんの目を釘くぎ付づけにしてあげるんだから」

　と、珍しく意気込んだ様子を隠そうともしない。

　でも……一年前のあの時だって、俺の目は君に釘付けだったんだけどな。

「あとさ」

　最後に、重要なことを伝えなければならない。

　そう……これが一番大事なことだ。

「お願いがあるんだけど──」




　　　　◆　　　◆　　　◆




　そして、デート当日。

「はぁっ、どうしてこんなことになったのだか……」

「こっちの台詞せりふすぎるんですけどー」

　待ち合わせ場所には、これ見よがしに溜ため息を吐つく玲奈と頬ほおを膨らませる優香の姿があった。もちろん、ミスってバッティングしてしまったとかそういうわけじゃない。

　俺から、『三人で』のデートを提案したんだ。

「ごめんな、二人共」

　二人にとって不本意だろうことは間違いないので、俺としては謝罪するしかない。

「でもほら、どっちかとだけデートするってなったら『勝負』において不公平だろ？」

　それでもこういう形にしたのは、そういうわけである。

「じゃあ、片方ずつとデートすれば良かったんじゃ……？」

　優香の言うようなことも、考えはした。

　だけど……。

「そしたら、どっちが先かで揉もめそうだったからさ」

「ぐむ……」

　その様が想像出来たのか、優香は口を噤つぐむ。

「ま、仕方ないところね。この『勝負』に関して、孝平くんが平等さを重んじてくれているのは今に始まったことじゃないし」

　一方の玲奈は、既に頭を切り替えたような表情だ。

「それに、孝平くんの初デートの相手が私というのは未み来らい永えい劫ごう揺るぎない事実だもの」

　かと思えば、口元に手を当て「ほほほ」と露骨に煽あおる調子で笑う。

「そーだよ孝平！　よく考えたら青海さんとは一回デートしてるんだから次はアタシと単独デートじゃないとそれこそ不公平じゃない!?」

　覿てき面めんに煽られた優香は、頭から湯気を出しそうな勢いで憤っていた。

「そこはまぁ、『勝負』が始まる前だからノーカンってことでどうか……」

「むぅ……まぁいいけどさっ」

　けど、どうにか納得してくれたみたいだ。

「重要なのは、過去よりも今だもんね！」

　と、俺の腕に抱きついてきた。

　この前向きさも、優香の美徳の一つだと思う。

「この女、恥ずかしげもなく……やっぱり、脳内がピンク色に染まりきっているようね」

　そんな優香に、玲奈がジト目を向ける。

「ふっふーん？　羨ましいんなら青海さんもやればー？　もう片方の腕、空いてるよ？」

「別に、羨ましくなんて……」

「あっはー、素直になれない誰かさんは大変だねー。孝平のこの逞たくましい腕の感触を味わえないなんて。はぁ、しゅきぃ……」

　今度は優香の方が煽る調子で言いながら、マーキングでもするかのように俺の腕へとすりすりと頭を擦こすり付ける。

「ぐむむ……！」

　玲奈は、悔しげにそれを睨にらむのみだった。

「あー……その、玲奈。こっちの腕に、来てくれないか？　ほら、なんていうか……片方だけだとバランスが、な？」

　苦笑気味に、空いている方の腕を玲奈の方へと差し出す。

「孝平くんがそう言うなら仕方ないわね……！」

　すると玲奈は、ススッと寄ってきていそいそと俺の腕を取った。

「それじゃ、行こうか」

「おー！」

「そうね」

　三人揃そろって、歩き出す。

　……うん、まぁ、わかっちゃいたけどこの状況。

「すげぇ、なんて堂々とした二股なんだ……」

「二人共満足そうなのがレベル高たけぇな……」

「あの兄ちゃん、凄すご腕うでのホストか何かか……？」

　当然、目立ちますよねぇ……。

　でも、俺は堂々と胸を張って歩く。何も恥じることはない……とはとても言えないけど、今日は二人をエスコートすることに全力を注ごうと決めているから。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　最初にやってきたのは、ゲームセンターだ。

「クレーンゲームでもする？」

「それもいいんだけど……まずは、あそこ」

　と、優香に対して俺が指したのはプリクラのコーナー。

「結局……付き合った日記念ってわけには、いかなかったけどさ」

　それは、優香から告白を受けた日に優香と交わしていた約束。あの時の優香が望んだ形じゃないけれど、せめて少しでも約束を果たせればと思った次第だ。

「……覚えてて、くれたんだ」

「そりゃ覚えてるさ」

　驚いたように小さく呟つぶやく優香に、笑みを返す。

「ほら、撮ろうぜ」

「あっ、うん！」

　促す俺に対して、満面の笑みが返ってきた。

　二人並んで、プリ機のカーテンを潜くぐる。

　少し遅れて、玲奈がそれに続いた。

「って、なんで青海さんも入ってくるの!?」

　そんな玲奈へと、優香が驚きよう愕がくの目を向ける。

「そりゃ入るでしょう。私だけ一人外で待っていたら、ぼっちの人みたいじゃない」

「青海さんそういうの平気な人でしょ!?」

「流石さすがに、一人プリクラ待ちだと見られるのはちょっと……」

「納得出来るだけに拒否しづらい！」

「ま、まぁまぁ優香、これも記念ってことで……」

　優香に対して、そう取りなす。

　俺としても、ここで玲奈をハブるというのは避けたいところだ。

「……まっ、しゃーないか」

　優香も、どうにか納得してくれた様子だ。

「……この三人でいるのも、もうちょっとの間だけだもんね」

　それから、ポツリとそう付け加えた。

　その表情がどこか寂しげに見えるのは、たぶん俺の気のせいじゃないと思う。

「そうと決まったらほら、もっと寄って寄って！」

　それをパッと笑顔に切り替えて、優香は玲奈を俺たちの方へと引き寄せた。

　結果、俺を挟んで三人が密着する形となる。

「ちょっ、そんなに引っ張らないで……！　私は貴女あなたと違って、はしたない真似まねは……」

「狭いんだから仕方ないじゃーん。あー、仕方ないなー。狭いんだもんなー」

「……そうね。狭いのなら仕方ないわね」

「……前から思ってたけど、青海さんって見た目の印象より百倍くらいチョロいよね」

「は？　なんですって？」

「なんでもありませーん！」

　なんて、ギャーギャーと騒がしくしながらもパシャリ。

　笑顔の優香と苦笑気味の俺、それから仏頂面ながらもどこか嬉うれしそうな表情の玲奈がプリントされたシールが後に残ったのだった。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　その後、クレーンゲームやらリズムゲーやらで一ひと頻しきり遊んで。

「そろそろお昼ね」

「だな」

　玲奈の言う通り、気付けばなかなかいい時間になっていた。

「孝平、お昼食べるお店も決めてるの？」

「うん、あくまで候補だから二人が気に入ればだけど」

　一応、今日のプランは一通り定めてきている。

「この近くだよ、ちょっと歩こう」

「りょうかーい」

「わかったわ」

　ゲーセンを出て、歩き出す。

　もちろん、二人が俺の腕を取る両手に花状態だ。

　二回目とあってか、今度は玲奈も自然な感じで抱きついてきた。

「……この道」

　程なくして、玲奈は何かに気付いたように小さく声を上げる。

「あぁ」

　俺は、ただそれだけ答えた。

　それで十分だと思ったから。

「……？」

　一人、優香だけは理解出来ずに疑問符を浮かべている。

　それはそうだろう。

　この道は……一年前、俺と玲奈が一緒に歩いた場所ってだけなんだから。

「ほら、そこのカフェでどうだろう？」

　と、俺は道沿いのオープンカフェを指差す。

「玲奈、入りたそうにしてただろ？」

　一年前の、あの日に。

「……気付いてたの？」

　玲奈は、驚きを全面に表す。

「なんとなく、な。一年前の俺は、それに気付いても提案する勇気が出なかったけど」

　当時はとにかくどうすれば玲奈に楽しんでもらえるのかを考えるのに必死で、デートコースにアドリブを加える余裕なんてなかった。

「私のこと、しっかり見ていてくれたのね……」

「むしろ、玲奈しか見てなかったくらいさ」

「孝平くん……」

「玲奈……」

「はいはーい！　雰囲気作るの禁止ー！」

　見つめ合う俺と玲奈の間に、優香が割り込んできた。

「それよりほら、ちゃっちゃと入ろうよ」

「ははっ、そうだな」

「わかったから、押さないでちょうだい」

　優香に背中を押される形で、カフェに入店する。

「いらっしゃいませぇ！　二股バカップル三名様でよろしかったでしょうかー？」

　なんだその案内は……って。

「あれ……？　辛しん辛しん館かんさんの……？」

　見覚えのある顔に、思わずそう口に出してしまった。

「はいー。わたくし、新メニュー『辛さ限界突破』を性懲りもなく説明無しで試食させてきた店長についにブチ切れましてー。こうして、転職致しました次第ですー。今後はこちらのお店にて、よろしくお願いいたしまーす」

「そ、そうですか……」

　知らんけども。

「カップル様ですとテラス席が人気ですが、そちらへご案内致しましょうかー？」

「あ、はい、じゃあそれでお願いします」

　とにもかくにも店員さんの案内に従って、テラス席に腰を下ろした。

「それとカップル様には、カップル限定『ラブラブパフェ』という商品が大変人気となっておりまーす。考えた方も頼む方も脳が沸いているとしか思えないネーミングですねー」

　一言多くない？

「なお当店、このパフェを頼んだカップルは別れることなく永久に結ばれたままでいられるという情報を流布しておりまーす」

　噂うわさされてるんじゃなくて、店が自ら流布してるのか……そういう戦略自体はアリだと思うけど、それ言っちゃ駄目な情報じゃない……？

「……青海さんさ。この情報、一年前の時点で知ってたの？」

「えぇ、そうね。前日、たまたまテレビでそういう特集をやっているのを見ていたから」

「ふーん、そうなんだー？」

「……何かしら？」

　ニヤニヤと笑う優香に対して、玲奈は不審げな目を向ける。

「青海さんて、結構乙女なとこあるよねー。そっかそっか」

「べ、別に孝平くんと食べたかったわけじゃないんだからね！」

「露骨なツンデレモードを発生させてるとこ悪いけど、その文脈だと永久に結ばれたままでいたい人が他にいることになるけど大丈夫……？」

「ははっ……二人共、じゃあそのパフェを頼む感じでいいかな？」

　店員さんそっちのけで言い合う二人に苦笑しながら、会話に割り込む。

「あー……っと。ちなみにそれって、三人で頼んでも大丈夫なんですか？」

　それから、ふと気になって店員さんに確認した。

「はいー。正直に申し上げますと、三人で頼まれることが想定されていると言えば嘘うそになりますがー。『一人客には出さない』という規定しかございませんので、わたくしバカ正直にマニュアルに従って三名様に対してもお出しする所存でございますー」

「そ、そうですか……」

　やっぱり一言多い店員さんに、半笑いが漏れる。

「じゃあアタシは、それとミックスサンド！」

「私はそのパフェだけで構わないわ」

「俺は、あとナポリタンをお願いします」

「かしこまりましたー！」

　俺たちの注文を受け、店員さんは笑顔で返事して踵きびすを返した。




　しばらく他た愛あいのない雑談を交わしているうちに、それぞれの品が運ばれてくる。

「こちら、ラブラブパフェでございまーす」

　中でもやっぱり目立つのは、やけに巨大なパフェだろう。

　……いやこれ、三人で分けても結構あるんじゃないか？

「ちなみに当店、希望されるカップル様には『あーん』の場面を撮影して店内に飾らせていただいておりまーす。もしよろしければ、いかがですかー？」

　そう言う店員さんは、既にポラロイドカメラを手にしていた。

「いいねっ！　撮ってもらおうよ！」

「ふっ、恥という概念を知らない貴女らしい即答っぷりね」

「ふーん？　じゃあ青海さんはやらないんだ？」

「やらないとは言っていないでしょう」

「なんでとりあえず一回否定するの……？」

　なんて言いながら二人は、スプーンを手にしてそれぞれパフェのクリームを掬すくう。

『あーん』

　そして、同時にこちらへと差し出してきた。

『……は？』

　次いで、また声を揃そろえて睨にらみ合う。

「いやいや、青海さん？　ここはまず、恥という概念を知らないわたくしめが先にやりましてよ？　青海さんは、その後で恥ずかしそうにやればよろしいのでは？」

「元々この店は、一年前の私の思いを汲くんで孝平くんが選んでくれたところ。つまり、私に優先権があると考えるのは当然でしょう」

「当然じゃないんですけどー!?」

　うん、まぁ、こうなるような気はしてた。

　ゆえに。

「いや、二人共同時に来てくれないかな？」

　俺は、こう言おうと決めていた。

『えっ……？』

　これは予想していなかったのか、二人は疑問の目を向けてくる。

　なお、傍かたわらでは店員さんが「何言ってんだコイツ」とでも言いたげな目をしているような気がするけど、それについては気にしないこととする。

「同時って……孝平、それ大丈夫？」

「あぁ、二人が息を合わせてくれれば問題ないさ」

「というか、絵面的にだいぶアレなことになる気がするのだけれど……」

「かもな。でも、それも俺たちらしい……だろ？」

　俺の返しに、二人は微妙そうな顔を見合わせる。

「……ま、それもそっか」

「絵面がアレだなんて、今更ね」

「それもどうかと思うけどね……」

　フラットな表情に戻った玲奈に対して、優香はちょっと苦笑気味だ。

『あーん』

　それから、また二人一緒にスプーンを差し出してくる。

「あむっ」

　俺は、二本のスプーンを同時に口に入れた。

　パシャッ。

　店員さんの手にしたポラロイドカメラが、フラッシュを光らせる。

　程なくして、写真が現像された。

「はいっ、こちらよく撮れておりますねー」

　と、店員さんがその写真を見せてくれる。

　二方向から差し出されるスプーンに食いつく俺の姿は、改めて傍はたから見ると……。

「当店始まって以来初めてとなる構図に、これを見た皆様失笑……もとい、笑顔になること請け合いだと思われまープクス」

　いや、最後普通に失笑してましたよね……？

　確かに、だいぶアレな構図だけどさ。

　だけどまぁ、優香は満面の笑みだし、玲奈も僅かにだけど微笑ほほえんでる。

　うん、いい写真だと思う。




　　　　◆　　　◆　　　◆




　それから、俺たちは一日かけて遊び倒した。




　ボウリングでジュースを賭けた勝負は、玲奈が優勝。

　自信ありげだっただけに、優香はかなり悔しそうだった。

　というか、優香もかなり良いスコアだったんだけどな……玲奈が万能すぎる。

　俺？　俺は凡スコアで最下位です。




　カラオケで熱唱。

　優香は予想通りに流行の歌がメインだったけど、玲奈の選曲が一九八〇年代メインというのは意外というかある意味ではイメージ通りというか……。

　優香は元気に、玲奈はしっとりと。

　それぞれタイプは違うものの、二人共見事な美声だった。

　俺はまぁ、最近の曲を適当に。




　アウトレットモールで、ウインドウショッピングを楽しんだりもした。

　わかっちゃいたけど、二人の服の好みが正反対に近くて面白い。優香はちょっと露出多めで動きやすいものを、玲奈は逆に露出の少ない大人しい服装を好んで見ていた。

　だけど、アクセサリの趣味なんかは実は似通ってるみたいだ。同時に伸ばした手がぶつかって二人なんとも言えない顔を見合わせる様に、ちょっと笑ってしまった。




　そうこうしている間に、もうすっかり日も暮れていた。

　最後に俺たちが向かったのは、何の変哲もない河原。

　俺たちの他に、ほとんど周囲に人影はない。

「ねー孝平、こんなところに来てどうするの？」

「川遊びでもするつもり……？」

　二人が疑問に思うのも当然だろう。

「あぁ、ここは……」

　俺が説明するよりも前に。

　──パァン！　パパァン！

　答えは、夜空に咲いた。

「今日、近くでちょっと気の早い夏祭りが開催されてるって知ってさ。ここなら、花火を見るのにちょうどいいだろ？　もっと人がいるかと思ったけど……穴場みたいだな」

「へぇ、そうなんだー」

「なるほどね」

　二人共、納得の表情となる。

　とはいえ、ここを今日最後の場所として選んだのに深い意味はなかった。

　今のうちに、二人と色んな思い出を作っておきたいっていう……俺の、エゴだ。

　今後、俺たちが一緒に花火を見るなんて未来はもう訪れないんだから。




紅林優香




　空に打ち上がる花火を見ながら、考える。

　孝平が、ここに連れてきてくれた意味を。

　いや……今日の『デート』の意味を。

　そっと窺うかがい見た孝平の表情に浮かぶのは……たぶん、決意。

　そっか……もう決めてるんだね。

　更に視線をずらすと、複雑な感情を宿して見える青海さんと目が合った。

　なんとなく、予感があった。

　青海さんは綺き麗れいで、女の子らしくて、何でも出来て……アタシとは、正反対。

　正直に言えば……アタシは、青海さんに憧れていた。

　まぁ、性格は思ったよりめんど……もとい、面白い人だったけど。

　それはそれで、この人の魅力なんだと思う。

　三ヶ月前まで抱いていた取っつきづらいイメージは、もう粉々に砕けてる。

　だからこそ……仕方ないかな、って思ってもいる。

　青海さんに負けるなら……って。




青海玲奈




　花火に照らされる彼の横顔を窺い見ながら、考える。

　今日の『デート』は、一年前のやり直し。

　若干一名、お邪魔虫もいるけれど……まぁ、これはこれで楽しかったわ。

　孝平くんがくれた、最後の情けというところでしょう。

　そう……最後。

　最初からわかっていた。

　今日が、ちょうど三ヶ月目……審判の日だから。

　そっと視線をずらすと、複雑な感情を宿して見える紅林さんと目が合った。

　なんとなく、予感があった。

　紅林さんは明るくて、友達も多くて、包容力があって……私とは、正反対。

　正直に言えば……私は、紅林さんに憧れていた。

　まぁ、思ったより頭のネジが外れ……もとい、積極性が過ぎるところもあるけれど。

　それはそれで、魅力だと考えることも出来るでしょう。

　だからこそ……諦めに近い感情が、胸に浮かんでいた。

　紅林さんに負けるなら……って。








第９章　白石孝平とのラストデイ






　小一時間ほど、俺たちは一言も話さず只ただ々ただ花火を眺めていた。

　きっと……二人も、この後のことはわかってるんだと思う。

　──パン！　パン！　パパパァン！

　最後に少しだけ連続して花火が上がったかと思えば、それっきり。

　どうやら、随分とあっけなく終わってしまったらしい。

　ちょっとした夏祭り程度じゃ、そんなものだろう。

「さて……」

　それじゃ、こっちも終わらせようか。

　きっと、それ自体はやっぱりとてもあっけないものになるだろうけれど。

「玲れ奈な」

　静かになった中で呼びかけると、玲奈はビクッと身体からだを震わせた。

　それから、ゆっくりとこちらに顔を向ける。

「一年前のこと、ごめん」

　順番的に、まず清算すべきはこの関係だろう。

「俺がもっと玲奈のことを理解していれば……理解しようと、恐れずに踏み出せていれば。こんなことにはなってなかったと思う。だから、ごめん」

「そんな、私の方こそ……」

「それから」

　口をもにょもにょとさせる玲奈の言葉を待たず、続ける。

「勘違いからとはいえ……玲奈って彼女がいる状態で他の女子の告白を受け入れるだなんて、不義理を働いてしまった。本当にごめん」

　俺は、大きく頭を下げた。

「……顔を上げて、孝平くん」

　玲奈に言われて、顔を上げる。

「それに関しては……全面的に、私の方が悪いわ。貴方あなたを悩ませるようなことになってしまって、本当にごめんなさい」

　今度は玲奈の方が、俺に向けて深く頭を下げた。

「それと……一年前、たぶん私の最後の言葉は貴方には届いていなかったわよね？　だから今、改めて……あの時と同じことを思っているから、同じ言葉を言うわね」

　ゆっくりと、上がってきた顔には。

「今日のデート、楽しかったわ」

　儚はかなげな笑みが、浮かんでいた。

「いいえ……今日だけじゃないわね」

　ゆっくりと、首を横に振る。

「この三ヶ月、なんだかんだで楽しかった」

　玲奈も、俺と同じように感じてくれていたらしい。

「ありがとう、孝平くん」

　たぶん彼女は、俺がこの後言うことを察してるんじゃないか……そんな風に思う。

「紅くれ林ばやしさんも……ありがとう。私とこんな距離感で接してくれた人、孝平くん以外じゃ貴女あなたが初めてよ。貴女と会話するのも、いつの間にか嫌いじゃなくなってた」

「青お海うみさん……」

　予想外の言葉だったのか、優ゆう香かは顔に驚きを表していた。

「……アタシの方こそ、だよ。この三ヶ月、楽しかった。凄すごく凄く。それは、青海さんがいてくれたからこそで……アタシも青海さんと話すの、もう嫌いじゃない」

　それから、玲奈と似たような表情になる。

「優香も……ごめん」

　俺は、そんな優香に対しても大きく頭を下げた。

「優香の告白を受け入れたのに……優香のおかげで、立ち直れたっていうのに。結局俺の中途半端な気持ちが、態度が、凄く優香を傷付けてしまった。本当に、ごめん」

「ん……まぁ、確かに最初はおいおいって思った部分もあったけどさ。今、言った通り……アタシも、なんだかんだ楽しかったから」

　と、優香は微笑を浮かべる。

「ね、青海さん。この勝負の結果が……どうなろうとも」

　その表情のまま、玲奈に向けて手を差し出す優香。

「アタシと、友達になってくれない？」

　今度は、玲奈の方が顔に驚きを表す番だった。

「ふふっ」

　それから、小さく微笑ほほえむ。

「私の友達判定の甘さを舐なめているの？　もうとっくに、私の中では友達だと見み做なしているわよ……優香」

「あははっ、そっか。ありがとう……玲奈」

　二人の握手が、固く交わされた。

「……うんっ」

　どこかすっきりとした表情で一つ頷うなずき、優香がこっちへと向き直る。

　ほとんど同時に、玲奈も同じく。

「いいよ、孝平」

「私もよ」

　何が、とは言わなくとも伝わった。

　これが、本当に最後だ。

「玲奈」

　もう一度呼びかけると、二人同時にビクリと身体を震わせた。

　俺は、ゴクリと唾を飲んで。

「俺と、別れてください！」

　大きな声で言いながら、勢いよく頭を下げる。

「………………そう」

　数秒の沈黙を挟んだ後、玲奈は呼吸音のような小さな声でそう言った。

「わか……っては、いたわ」

　震える声で、続ける。

「私より、優香の方が魅力的で……」

「いや、それは違う」

　俺は、顔を上げながらその言葉を遮った。

「……んんっ？」

　玲奈の顔には、「どういうこと？」と書かれている。

「優香」

　その答えを示すためにも、今度は優香へと呼びかけた。

「俺と、別れてください！」

　そして、先程と同じ流れを繰り返す。

「……それは」

　優香の声も、やっぱり震えていた。

「この三ヶ月で、アタシのことも玲奈のことも好きにならなかった……って、こと？」

「それも違う」

　今度も、否定しながら顔を上げる。

「……んんっ？」

　優香も、玲奈と同じ表情となっていた。

「玲奈！　優香！」

　すぅ、と大きく息を吸う。

「好きだ!!」

　そして、これまでで一番の大声で叫んだ。

『………………へ？』

　二人、キョトンとした顔となる。

「玲奈の、自分を貫く強さと美しさが好きだ！　その裏に隠れた優しさが好きだ！　玲奈を見てるだけでドキドキするし、守ってあげたくなる！　一緒に過ごした三年間でどんどん惹ひかれていって、この三ヶ月であの時より更に好きになった！」

「あ、あう……」

　俺が捲まくし立てると、玲奈は徐々に赤くなっていく顔を俯うつむかせた。

「優香の、周りまで明るくさせてしまうような笑顔が好きだ！　誰かのために躊ちゆう躇ちよなく動ける気高さが好きだ！　一緒にいると落ち着くし、愛いとおしさが募っていく！　この三ヶ月で、一年かけて積み上がった愛情が更に大きくなった！」

「に、にへへへ……」

　優香は頬ほおを緩ませ、ニマニマと笑う。

「……って」

　それから、ふと真顔になった。

「それなら……どうして、二人共に対して『別れてください』なの？」

「そ、そうよ！　どういうことなの！」

　優香の疑問に、顔を上げた玲奈が追随する。

「だからこそなんだ」

　俺は、真面目な表情で一つ頷いた。

「今から俺は、最低なことを叫ぶけど……」

　そう、前置いて。

「二人共、同じだけ好きだ！」

　宣言通り、最低なことを叫んだ。

「三ヶ月あっても……いやこの三ヶ月があったからこそ、二人に対する気持ちは全くの同等になってしまった……！」

　そもそもこの『勝負』の根底を覆す発言だけど、実際にそうなんだから仕方ない。

「だから……！」

　グッと拳を握る。

「こんな優柔不断で不誠実な俺が、二人に相応ふさわしいとはとても思えない！」

　それが、俺の答えだ。二人のことがこの上なく好きだからこそ……こんな俺には、二人のどちらとも付き合う資格はないと判断した。

『………………』

　二人は、真顔を見合わせる。

『……ふふっ』

　それから、同時に破顔した。

　苦笑気味で、どこか「しょーがないなぁ」とでも言いたげな表情だ。

「ま、孝平らしい答えだね」

「そうね、予想はしていなかった答えだけれど」

　それを、徐々に微笑に変えていく。

　どうやら二人共、納得してくれたみたいだ。

「じゃあ、俺たちはここでもう……」

　お別れしよう、と言いかけたんだけど。

『断る！』

　なんか、お断りされた。

　……えっ、何を？

「あのねぇ、孝平」

「私たちがこんな結果、受け入れるわけがないでしょう」

「いや、でも……」

　これでも、結構考え抜いて出した結論なんだけど……。

「わかる、わかるよ？　孝平なりに色々と考えてくれた結果なんだよね？」

「孝平くんの誠実さがとても良く表れた答えだとは思うわ」

　どうやら、そこは伝わっているらしい。

「だけどアタシたち、孝平以外の相手なんて考えられないんだからね！」

「当然、孝平くんに別の相手が出来るというのも我慢ならないわ」

　言いながら、玲奈はチラリと隣の優香へと視線を向けた。

「あまり言いたくはないけれど……優香なら、まだしもね」

「そうだね。アタシだって、孝平が玲奈を選ぶならそれを受け入れるつもりでいた」

　優香も目線を返し、一つ頷く。

「だからこそ！　ノーゲームなんて結果は許さないんだから！」

「とはいえ、三ヶ月もあって決められなかったんだし……」

「それなら、話は簡単よ」

「……？」

　どういうことだ……？

「三ヶ月では足りなかったというなら」

「延長戦あるのみ！　だよ！」

　当然だろう、とばかりに二人はそう言って胸を張る。

「まぁ底の浅いどこかの女と違って、修行によって大きく上昇した私の魅力は三ヶ月という短さでは伝わりきらなかったんでしょう。あと少しあれば、私の勝ちは揺るがないわ」

「あれれー？　毎回クソ浅い策を立ててはミスってる女の寝言が聞こえるような気がするぞー？　ま、どこぞの根暗なんてすぐに愛想を尽かされるでしょ」

「誰が根暗よ」

「根が暗いのは事実じゃない？」

「クールと言いなさい、脳内ピンク一色女」

「誰がピンク一色か！」

「いや、それについてはこれまでに散々証明されてきたでしょうに」

「ていうか玲奈はそれ言う時まるで自分は違いますって感じの顔するけど、少なくともアタシと同レベル以上であることはこれまでに散々証明されてきてるからね!?」

「私のは純愛だからセーフよ」

「詭き弁べんが過ぎる!?　てか、それを言うならアタシだって純愛に決まってんでしょ！」

　と、瞬く間にいつもの雰囲気に戻る二人。

「いずれにせよ、孝平くんが元々好きだったのはこの私。私の有利は揺るがないわ」

「はいざんねーん！　その想おもいはアタシが一年かけて上書きしましたー！」

　正直……このパターンは、想定しなかった。

　俺のヘタレな結論を聞けば、流石さすがに愛想を尽かすだろうって。

　だけど……どうやら、俺はまだ二人のことを。

　二人の気持ちを、甘く見ていたみたいだ。

「孝平！」

「孝平くん！」

　だとすれば……。

『絶対、惚ほれさせてみせるからね！』

　俺は、その気持ちに。

[image: ]

「わかった、どんどんアタックしてくれ！　二人の『彼氏』として受け止めよう！」

　全力で、応えようじゃないか！




　どうやら、この騒がしい日々はまだしばらくは続きそうで。

　それを……嬉うれしく思っている自分がいるのも、事実だっ……。

「おっ、コウ先輩じゃーん」

　……んんっ？

　今、いい感じにまとまりそうだったのに……なんか俺、呼ばれた？

「やっほー、こんなとこで何してんの？」

　声の方に目を向けると、金髪でやや派手めな装いの女の子が軽く手を振りながらこっちに歩み寄ってきているところだった。

『……誰？』

　三人の声が重なる。

　そう……三人、である。優香と玲奈も知らないみたいだけど、俺の知り合いでもない。

「あっ、そうだコウ先輩。ちょうどよかった」

　ただ、『コウ先輩』っていうのはたぶん俺のこと……だよなぁ？

　……って、あれ？　なんか、近くで見ると見覚えがあるような……？

「こないだの、コウ先輩からの告白の件なんだけどさ」

『……は？』

　もう一度、俺たち三人の声が重なる。

「ちょーっと迷ったけど、受けることにしちゃいました！　どう、嬉しいっしょ？　嬉しいっしょ？　これでウチら、晴れてカレカノだねー！」

『………………は？』

　この子は……何を言ってるんだ？

「……孝平？」

「……孝平くん？」

　説明を求める。

　完全に瞳孔が開いた二人の目からは、ありありとそんなメッセージが伝わってきた。

　が、しかし……！

　説明を求めたいのは、俺の方なんだけど!?








あとがき






　どうも、はむばねです。

　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりでございます。

　どちらの皆様も、本作を手にとっていただきまして誠にありがとうございます。




　さて。本作は、私にとって色々と初めてのことが多い作品となりました（いつもこんな感じのことを書いているような気もしますが……）。

　まず、角川スニーカー文庫で刊行させていただくこと自体が初めてですね。

　学生時代から数多くの作品を読ませていただいてきたレーベルに自分の名が連なること、光栄に思うと共に少し緊張もしております。あとがきを書いている現段階では当然まだ本の形にはなっていないわけですが、あの背表紙に自分の名前が印字されているのを見るのが今から楽しみです。




　また、本作は元々ＷＥＢで投稿していた（している）作品でございまして。

　ＷＥＢからスタートさせたオリジナル作品というのも、実は初めてなんですよね。

　やはり今までとは勝手が違い、戸惑うことも多かったのですけれど。そんな中、コメントや応援が本当に励みになりました（というか、現在進行形でなっております）。ＷＥＢ版を応援してくださっている皆様、いつも誠にありがとうございます。

　なおＷＥＢ版ではこの一巻の続きとなるお話も引き続き投稿して参りますので、一巻を読み終えた方はよろしければそちらもご覧になってみてくださいな。




　閑話休題。

　メイン・サブではない完全なダブルヒロインというのも、本作が初めてでした。

　とはいえこのヒロイン二人に関しては構想当初から割とキャラも固まっており、あまり苦労はなかったのですけれど。むしろ主人公の方がやや難産気味で、ＷＥＢ投稿を始める前に何度か全体を書き直して調整を加えていたりします。

　ともあれ。そんな三人が織り成す概おおむね常にハイテンションな掛け合い、お楽しみいただけますと幸いでございます。




　あとは……本作を書いている時期に、人生で初めて財布を紛失しました。

　クレジットカードを全部止めて発行し直したり免許やら何やらの再交付手続きをしたりと、めちゃくちゃ時間を取られましたね……というかこのあとがきを書いている現在、まだ全部の手続きが終わったわけでもないのですけれど。流石さすがに財布を紛失することはないだろうという前提の下で鍵とか重要なものを全部財布に集約してたのが完全に裏目に出ました。

　ちなみに紛失した財布はまだ見つかっておらず、今は新しい財布を使っているわけですが。今度は紛失することも念頭に入れて、初めてスマートタグを導入してみました。スマホから操作して音を鳴らせるのに加えて、ＧＰＳ機能も付いているので万一紛失しても見つけやすくなる……はず、たぶん。言うまでもなく、まず紛失しないのが一番ですが。

　……うん、もう小説と全然関係ないな？




　そんなこんなで、良くも悪くも色んな初めてと共に書き上げました本作。

　どうぞよろしくお願い致します。




　と、そろそろ紙面も圧迫されて参りましたので以下謝辞に入らせていただきます。

　イラストをご担当いただきました、けけもつ様。キュートなイラストで両ヒロインの魅力を最大限に表現いただきまして、誠にありがとうございます。

　担当Ｓ様、改稿に当たって様々なアドバイスをいただきありがとうございました。おかげさまで、より良い作品に仕上げることが出来ました。

　過去作より応援いただいております皆様にも、厚く御礼申し上げます。皆様のお声が、日々創作への原動力になっております。

　ＷＥＢ版を応援いただいております皆様にも、改めての感謝を。

　お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐縮ではございますが、本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様、全員に心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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元もとカノと今いまカノが俺おれの愛あいを勝かち取とろうとしてくる。
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